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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──それはデートの、二日前の夜のことだった──







みん・イン・ブラック










　　　　１




　時計を見る。

　午前二時。

　寝つかれない。

　真ま嶋じまは起き上がり、机に向かうことにした。寝つかれないのにベッドの中でゴロゴロしてても始まらない（それはそれで気持ちいいのだが）、いっそ勉強でもしよう、どうせ明日は休みだし……そう思い、参考書を広げた受験生だったが、やはり集中できない。

　来年の受験以上に、

　明後日あさつてのことが気にかかっている。

　コウとサクラがデート、かぁ……。

　認めたくはないけれど、とため息をつく。

　──やっぱりあたしは、コウのことが……

　堂どう島じまコウ、

　──冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせるため、悪あく魔まのミカタになった少年。

　コウははっきり、真ま嶋じまに言った。冬月日奈を生き返らせるためなら、何だって利用すると。真嶋がコウを好きならば、その気持ちだって利用する、と。言葉の真しん意いは分かっている。彼は暗あんに言っているのだ、だから好きになるな、と。だからなるべく近寄るな、と。それは優しさかもしれない。しかしその一方で、コウはその時が来たら言葉通りのことをするだろう。そんな危うさ──冷れい徹てつさを、コウは確かに持っている。

　やる、と決めたら彼はやる。

　例え意に反していても。

　それが自分を傷つけても。

　だから真嶋はこの気持ちを、コウに伝えるつもりはない。

　彼を苦しめたくはないから。

（いや勿もち論ろん、それだけじゃない）

（あたしがもっと、頭が良ければ）

（あたしがもっと、かわいければ）

（もっと、役に立てれば。もっと何か、できれば。もっと、もっと──）

　──山やま崎ざきに何もされてなければ。

　──顔だけじゃなく、全すべてが冬月日奈に似ていれば、きっと──。

　ちりちりと胸を蝕むしばむ吐きそうな想いに耐え切れず──身体からだを起こしていられない──ベッドに戻ろうとしたその時、

　かたん、と階下で音がした。

　何だろう、耳を澄ませる。

　……何も、聞こえない。

　水をかぶったように鋭えい敏びんになった感覚のままに、真嶋はベッドの下から金属バットを取り出した。頼れるのは自分のみ。なぜ金属バットは金属なのにこんなに軽いんだろう、なんて意味のないことを考えつつ、握りを確かめ、部屋を出る。

　家族が寝ね静しずまっているのを確かめ、真嶋はそっと、階下に降りた。

　一つずつ、部屋を回って確かめていく。

（……誰もいない？　でも確かに……）

「！」

　玄げん関かんのたたきに、封筒が一通落おちている。

　緑色の封筒にそっと近寄り、真嶋は玄関のチェーンを確かめた。閉まっている。……どういうこと？　一体ドコから？　それとも、家族の誰かの落とし物だろうか──怪け訝げんに思いつつ、一いち応おうノブを回して鍵かぎを確かめた瞬間、

　あきゃん、と犬の声。

「……？」

　真ま嶋じまは覗のぞき窓から外を見た。

　外の通りに──何という種類だろうか、耳の大きな室内犬けん──小さな犬が一匹、座っている。まるで見えているかのように真嶋を見、立ち上がると、子犬はトコトコと消えていった。

　……何？　何なの？　まさか今の子犬が？

　訝いぶかしがりながらも、真嶋は封筒を手に取った。中には──遊園地のチケット、それも期き日じつ指定チケットだ。日付は、次の日曜日になっている。

　……明後日あさつて？

　まさか、と真嶋は首を振った。確かに明後日、コウとサクラはデートすると言っていた。が、その場所が遊園地とは限らない。大体、例えそうだとしても、

（……まさか、ね）

　なんでその券が、うちに？

　必死で頭を整理する。一体どういうことだろう、なぜ私に？　ここに来いということ？　でも、一体誰だれが？　どこから？　そして、

（……これって、コウとサクラのデートの場所なの？）

　その目的は？

　券を確かめる。全部で八枚、いわゆるパスポート──入園＋アトラクション乗り放ほう題だいというやつで、結けつ構こうな値段がするはずだ。軽い悪戯いたずらとは思えない。でも一体、誰が、何の目的で？

　……真嶋は頭を振った。考えていても仕方がない。

　戸と締じまりの、確認に戻る。念のため、再度部屋を見て回る。明日のことを考えながら。……そう、明日は、小鳥遊たかなしが来る。化粧を教わりに。その時に、相談してみよう。どうするかは、その時決きめよう。うん、そうだ、それがいい……。

（……ここでコウとサクラは、デートするんだろうか……）

　どうしても振り払えないその考えを無理やり押し込んで、真嶋は見回りを続けた。
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　深夜。

　町に入ってしばらくして、ようやく彼女は尾び行こうに気づいた。

　それは奇き妙みような尾行だった。

　まず、全く隠かくれていない。堂々と姿を現し尾行ている。次に、一人でも二人でもない。およそ個体数すう三十。それだけの数に尾つ行けられていたにも関かかわらずしばらく気がつかなかったのは、尾び行こう者が人ではなく犬だったからである。

　音もなく、前に後ろに左に右に、少女を囲む四足の影かげ。

　気がつくと、包囲されていた。

　少女は四し方ほうを、上じよう方ほうを見渡した。が、どこにも抜け道はない。犬達は、明らかに彼女をここに足止めしようとしている。少女はかつらを取り、脱色して白くした長ちよう髪はつをさらしてみた。が、やはり犬に動きはない。どうやら彼女を舞まい原ばる家の実じつ動どう部隊『スタッフ』のトップ、白はく髪はつのいんと分かって足止めしているらしい。

「……これで私を止めたつもりか？」

　犬を操あやつっているであろう誰かに、呼びかけてみる。

　返事はない。

　……まぁ、いい。

　通さないと言うのなら、押し通るだけのこと──

　背中のカバンから、二挺ちようの愛あい銃じゆう『東とう龍りゆう・西ざい虎こ』を取り出す。

「……？」

　あきゃん、と吠ほえ声がして、

　多種の犬の群れを抜け、子犬が一匹、近づいてきた。……いや、犬けん種しゆが小さいだけで子犬ではない。その犬には見覚えがある。

　確か……

「……くん？」

　ぷい、とそっぽを向く小こ犬。いかにもかわいらしげな効果を狙ったその動きに、いんは額ひたいに青あお筋すじを浮かべた。……主人に似てブリブリな犬だ。改めて、言い直す。

「──ポメラニアン・くん」

　なぜか自分をポメラニアンだと信じ込んでいるパピヨン種の小犬、くんは、あきゃん、と吠えていんの元に走り寄った。立てたしっぽを激しく振って、いんの足にじゃれついてくる。油ゆ断だんするな、こいつはただの犬じゃないんだ、と身構えたいんだったが、いかにもな感じに甘えて見上げてくる愛らしい顔に見つめられると、分かってはいてもその思おも惑わくにはまらずにはいられない。

　……かわいい！

　いんは口元を歪ゆがめた。

「分かったよ」

　座り込み、犬を膝ひざへと抱き上げる。

「……ここで待てばいいんだな？」

　あきゃん、と吠えるくん。

　その言葉を合図に、いんを囲んでいた犬達が一いつ斉せいに走り去っていった。その様よう子すを眺ながめながら、いんはため息をついた。回りくどいことを、とくんの主人について思う。盗とう聴ちようと盗とう撮さつと闘とう犬けんが趣味なのは知っていたが、こんなこともできるのか、あいつは。全く得え体たいの知れないやつだ──

　数すう刻こく後、

「──あら？」

　この深夜にメイド姿の少女が一人、座り込んだいんのもとを通りかかって、今気づいた、とでもいうように驚きの声を上げた。

「……いんじゃない。偶然ねぇ」

「……何が偶然だ」

　あまりのわざとらしさに脱だつ力りよくしそうになるのをこらえ、メイド姿の少女を睨にらみつける。

「いいからとっとと用件を言え、……みん」
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「あらあらあら」

　舞まい原ばる家の執しつ務む部隊『ライン』のトップ、メイドのみんは手を伸ばしてくんを抱き上げ、いんの言葉に首を振った。

「困ったですわね。いん、あなたの帰国は四日後、でしょう？」

「……何を訳の分からんことを。お前が早く、しかも極ごく秘ひ裏りに帰って来いと言うから、予定を繰り上げてこんな遅くに帰国したんだろうが。……大体あんな」

「し──っ」

「……し──っ？」

　みんはくんに頰ほお擦ずりすると、優しく街路に降ろして言った。

「お願いね、ポメラニアン・くん」

　あきゃん、と鳴き、後も見ずにトコトコと去っていくくん。それを多少名残なごり惜しげに見送るいんに視線を戻し、みんは声を潜ひそめた。

「深夜に大声を出してはいけません」

「……」

　いかん、こいつのペースになるな──脱だつ力りよくするのを必死でこらえ、みんを睨にらみつける。

「用は何だ。用がないなら」

「実はあなたが帰国しないうちに、相談したいことがあったのです」

「……じゃあもう遅い。私はこの通り、すでに帰った」

「結論を急いではいけません」

「……分かった。前置きはいいから早く用件に入れ」

「風ふ情ぜいのない人ですね。……でも無ぶ骨こつな人は、嫌いじゃありませんけど」

　小こ脇わきのバッグからスクラップブックを取り出し渡す。中を見、いんは呆あきれのため息をついた。中身は二人の主人、舞原姉妹しまいのスナップ写真。しかも何枚かは──と言うよりイハナを写したものはほとんど──隠かくし撮り。

「……相も変わらず不ふ敬けいなことを」

「欲しいものに、丸をつけておいてください」

　ペンを取り出し渡すみん。素直にそれを受け取り、いんは写真を眺ながめた。面白いのはサクラの写真。狙そ撃げき者の目を持ついんには、どれが普通に写したものでどれが隠し撮り、あるいは狙って撮ったものかが分かる。構こう図ずで分かる。だがサクラの写真では、カメラマンは悉ことごとくそれに失敗している。明らかに隠れた場所から撮った写真であるにも関かかわらずＶサインしてこちらを見ているサクラの姿に、いんは思わず吹き出した。

「さすがは、サクラ様」

　憮ぶ然ぜんとして、みん、

「あの方は野生なんです。猫ねこ耳みみが、それに拍はく車しやをかけていますわ。かわいいのは確かですけれど……あれはやめて欲しいですわね」

　まだ猫耳サクラを見ていないいんは尋たずねた。

「……その写真はないのか？」

「……そのうち嫌でも見られます」

　どうやら気に入った出来がなかったようだ。彼女はこれに、それなりのプライドを持っている、らしい。

「それより、イハナ様のはどうです？」

「……わぁ。お前、これは、お前、うわ」

「……そこでも釣つれるとは思いましたけど、私が見せたいのは、最後の写真です」

「最……」絶ぜつ句くする。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、

　全く感情の消えた声が、深夜に沁しみ入る。

「……なんだ……これは」

「見ての通りです。ちなみに、お相手は知っていますよね？　彼が堂どう島じまコウ、ですわ」

「そんなことは聞いていない」

　いんはみんに写真を突きつけた。夜の木陰でぼやけてはいるが、何しているかは一目瞭りよう然ぜん。

　キス。

　怒りも露あらわにみんに詰め寄るいん。

「なぜ、こんなことを許した！　こ、こんな、日ひ炉ろ理り坂ざかの、汚れた血を引くようなやつに！」

「堂島コウの父親は、婿むこ養よう子し。日炉理坂の血は半分だけです」

「……だから、いいとでも？」

「怒らないで、いん。私だって認めたわけじゃありません。でも御お館やかた様が臥ふせっている現状では、事実上、イハナ様をおとめすることは誰にもできません」

「だが、いくらでもやりようはある。裏から手を回すぐらい、お前なら」

「そうですね、でも……」

「でも？」

「イハナ様は、滅めつ多たにわがままをおっしゃいません」

「……」

「ですからこれぐらい、と思っていたのです。それに……長年寝しん食しよくを共にしてそのお世話をし、大切に慈いつくしみ育てその成長を見守ってきたお嬢じよう様が、ああ、どこの下げ賎せんとも知れない男に汚される、というのもこれはこれで……失礼、冗じよう談だんが過ぎたようですわね」

　歴れき戦せんをくぐり抜けた殺し者の本物の殺さつ気きのこもった氷のような視線に、みんはプルプル全身を震わせるのをやめて、こほんと喉のどを鳴らした。

「……とにかく、イハナ様もお年とし頃ごろですし、まぁ舞まい原ばる家の次期当とう主しゆとして男おとこ遊あそびの一つや二つ、構わないだろうと大おお目めに見ていたのです。ですが」

「ちょっと待て」

「はい？」

「……この二人、キス以上……」

　さぁ、と首を振るみん。

「さぁ、って……」

「いくら私でも、四し六ろく時じ中ちゆうイハナ様を見ていられるわけではありません」

　できればそうしたい、というニュアンスを言げん外がいに漂わせ、いや漂わせただけでは飽き足らず、

「できればそうしたいのですけれど」と付け加える。

「ただ、二人の関係は、イハナ様が堂どう島じまコウの弱みを握った──言わばペットと飼い主のようなものです」

「……」

「ああ見えて純情なイハナ様、騙だまされて、色いろ香かに迷っているというなら問題ですが、……そういう関係ならば単なる遊びだろうと、それもあって、安心していたのですが……」

「……違った、と言うのか？」

　みんは改めていんを見た。

「……イハナ様は、この男をサクラ様とくっつけようとしているのです」

「……！」再び絶ぜつ句くするいん。

「姉妹で一人の男を、と言うのもこれはこれで──失礼、冗談ですわ。とにかく、こうなると、冗談では済まなくなります。サクラ様は一いち途ずな方、お遊びができる方ではありません。当然、結婚が前提になるでしょうから」

「そんな……そんなこと、許されるものか！」

「でもイハナ様はそのつもりです。そして今日、堂島コウはサクラ様をデートに誘いました──遊園地に連れて行き、そこでキスせよ、というイハナ様の命令のままに」

「────！」三度、絶句するいん。

「……イハナ様は、本気でしょう。ですが──そんなこと、とても認められません。いずれは結婚するとしても、相手は舞まい原ばる家に相応ふさわしい、それなりの利益を見込める相手でなければいけません。そうでなければ使用人わたしたちが納得しません。私が調べた限り、堂島コウはとても相応しいとは思えない」

「なら」

　みんはため息をついた。

「でも、先手を打たれました。先せん刻こく、使用人を全員集めての、イハナ様からの『お願い』があったのです。──命令ではなく『お願い』が」

「……」

「不ふ条じよう理りな命令ならともかく、『お願い』されてしまうと、──無視できません。直じき々じきの『お願い』を無視するなんて、ああ、お嬢じよう様に命を捧ささげた私達には到とう底てい不可能──」

「……そうだな」

「その『お願い』を断るには、あまりにもお嬢様はかわいすぎるのです」

「……そうだな」

「いえ、『お願い』を『おねだり』と言い換えてもいいでしょう。『おねだり』するお嬢様の可か憐れんさ、かわいらしさときたら、ああ」

「……分かったから話を続けろ」

「……とにかく、いくらお嬢様の『お願い』だからといって、そのままにしておくのもどうかと。それで、『スタッフ』のトップであるいんに、相談したかったのです。でもいんは今……」

　沈ちん黙もくの後、

　──いんは酷こく薄はくな笑えみを浮かべて言った。

「いんは今、《魔法カメラピンホールシヨツト》をロンドンの研究所に護ご送そうし、その後二十日の休暇中──か」

「そうなのです。休暇から戻るのは、四日も後ですし」

「……だから、今、舞まい原ばる家で起きていることは何も知らない」

　はぁ、とため息をつくみん。

「……全くこんな大変な時に、一体ドコで過ごしているのやら……」

　真ま面じ目めくさって、いんは言った。

「そうだなぁ……いんは、確か、遊園地に行きたいと言っていたなぁ」

「あらあらあら」

「どこかお勧めが、あるか」

「ここなんか、よろしいかと」

　バッグからパンフレットを取り出し渡すみん。勿もち論ろんチケットを渡したりはしない。どこからばれるか分からないから。

　パンフを見ながら呟つぶやくいん。

「いんはいつも、舞原家のことを考えている。例え休暇中でもそうだ。もし休暇中にお嬢じよう様に会い、そしてお嬢様に狼ろう藉ぜきを働こうとしている男を見たら、例え休暇中であろうとも自分の意志で行動するだろうな」

「不幸な事故、ですわね」

　ポケットから鍵かぎを取り出し、渡す。

「いつもの隠家ベツドに、装そう備び一式補ほ充じゆうしておきました」

「ありがとう、気が利くな」

「礼には及びません」

　みんは立ち上がり、胸むな元もとに垂らしていた犬いぬ笛ぶえを吹いた。人には聞こえぬ笛の音ねに見張りを務めていたくんがトコトコ戻って来たのを抱き上げて、いんに向かって微笑ほほえみかける。

「これがみんのお仕事ですから」







　こうして、

　コウのデートが始まる──







じぇらしっく・パーク










　　　　１




　日ひ炉ろ理り坂ざかは坂さか之の下したからバスに揺られて四十五分、山やま一つ越えた隣りん市しの目め玉だまが『和わ歌か丘おかタワーワールド』だった。総そう面積約やく十五平方キロメートルの園内は『緑の国』『風の国』『水の国』『闇やみの国』──四つのエリアに分けられて、それぞれ特色あるアトラクションがお客を待ち構えている──そう、待ち構えている。バスの窓から遠くに見えるコースターのループを描いたレール、定てい番ばんの観かん覧らん車しや、そしてそれらに比しても高く見えるタワーを眺ながめ、コウはサクラに話しかけた。

「あの塔とうは──あれもアトラクション？」

「うん、そうだよ」

　そうか、とため息をつく。あの塔の高さ──あれがどういうアトラクションなのか、聞かなくても大体想そう像ぞうはつく。さらに、

「『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』って言うの！　あたしね、あれが一番楽たのしみ！」

　その名称＆サクラの言葉に、（……そうか、乗るのか……）さらにげんなりとなる。

「サクちゃん、絶ぜつ叫きようマシン好きなんだもんね」

「うん！」大きく頷うなずいて、「……コウは？」

「……実は、父の遺ゆい言ごんでな」

「……お父さん、死んだの？」

「いや？　でも死んだらきっとこう言うだろう。『コウよ、プロレスラーには近づくな。プロレスラーというのは手て加か減げんのできない人種だ。いや、向こうは手加減しているつもりでも、こっちにとっては全然そうではないのだ。だからプロレスラーにケンカ売ったり、興味本ほん位いで技をかけてもらったりするんじゃない。とにかくプロレスラーには近づくな』と」

「……へぇ」

「……だから『登龍門グレートフォール』なんて、レスラーの『とどめの大おお技わざ』みたいなやつに近づくのは……」

　……サクラは隣となりから身を乗り出してきて、でもうつむき、言った。

「あのね、コウ」

「ん？」

「あたし、ハナちゃんに言われているの。もっと他人のことを思いやりなさいって。だからね、コウがあれに乗りたくないなら、乗らなくていいよ。……あたし、我が慢まんできるよ」

　言葉とは違う気持ちが正直に表れているサクラの泣きそうな表情に、一人で乗っても別に……と言いかけ、いや、と首を振り、

「……まぁ、『登龍門グレートフォール』なんて技、聞いたことないし。乗ってみますか」

　ほんと？　と目を輝かせ、……でも、と表情を暗くするサクラ。

「……コウは絶叫マシン、嫌いなの？」

「乗ったことないんだ。今日が初体験」

「……いいの？　大丈夫？」

「何事も経験」

　そう、と安あん堵どの表情を見せ、サクラは座席に深く座り直した。良かった、と微笑ほほえんで、嬉うれしそうに膝ひざ元もとのパンフを眺ながめている。車で読むのは酔ようぞ、と言ったら走行中は膝に置き、信号で停車する度たびに開いている。コウはサクラを見た。弾はずんだ表情、いつもと違う髪かみ飾かざり、その身を包む『お出かけ』の服。女の子が自分と出かけるためにおしゃれをしてくる、というのはなかなか新鮮な体験だった。悪い気はしない。日ひ奈なにはそういう部分がなかった。それが緊きん張ちようしないで心地良よかったんだけど、でも、これもそう悪くはない。

（……バカ言ってるな、これはデートじゃないんだ。言わば仕事、デートしてキスする、という任務……）

　そわそわと、バスの窓から遊園地を眺ながめるサクラ。時々振ふり向き、コウと目が合い、照れたように笑ってまた顔を外へと移す。嬉うれしいのだろう、──遊園地が。そして──

　ふと、思う。

　日ひ奈なに誘われ出かけたことは何度もある。でも、コウから誘ったことは一度もなかった。恥ずかしくて。だからいつも、日奈の誘いを待っていた。そしていつも、日奈が誘ってくれていた。コウはそれに甘えて──

　もしも、コウの方から誘っていたら、

　日奈を、喜ばせてあげられたかも──

　何か、風船を飲み込んだような気分になる。何か切ない感かん触しよくが、胸を内から圧迫してくる。……苦しい、何か、とても苦しい──大きく息を吐き、気分を紛まぎらわそうと、コウはサクラの髪の毛にちょっかいを出し始めた。




『闇やみの国』前を過ぎ──サクラなりのプランがあるらしい──『緑の国』前の停留所で降りる。ゲートには誰も並んでいない。パスポート（年間パスポート、なんと三八〇〇〇円！　これは常識的な値段なのか？）を持っているのですぐに入れるはずなのだが、サクラはチケット売り場の方に歩いていく。ずんずんと自信に満ちた足取りで。

「どうしたの？」

「『チットホルダ』を買うの！」

　チット？　……チケットって言ったのか？

　チケット売り場はがらんとしていた。カウンターに若い女性が一人、洋よう書しよを読んでいたがサクラとコウに気づいてすぐに「いらっしゃいませ！」と元気な声を上げる。

「当日入園券は一八〇〇円、パスポートならアトラクション乗り放ほう題だいで五〇〇〇円です！」

「……高たかっ！」

　お姉さんはうつむいた。

「確かにねぇ。……でもその値段で月つき百万人お客が来ても、ここは採さい算さん取れないのよ」

「……繁はん盛じようしているようには見えないですけど……」

「うん。できたばかりなんだけれど……正直、後一年もたないわね、ここ。色々趣しゆ味みに走っていて、あたしは好きなんだけど……」

　ため息をつき、気を取り直して二人を見る。

「……ええと、入園券？　パスポート？　あと、うち独自のサービスとして『チットホルダ』というのがあるけれど。チットアトラクションがランダムに十二種、乗り放題で三千円」

　二人を見、微笑ほほえんで、

「そちらの方が得じゃないかな？　チットなら相あい乗のりもできるから、二人なら六千円で二十四種のアトラクションに乗れるわよ？　……本当はいけないんだけれど、カップルみたいだし、チットがかぶらないようにしてあげる」

　内ない緒しよね、と笑う。ちょっと嬉うれしくなり、コウも笑った。

「……ありがと。でも俺達、もうパスポート持ってるんで」

「……わ、これ年間パスじゃない。……ひょっとして、常じよう連れんさん？　なんだ、だったら」

「いえ、初めてです」

「……だったら何で？」

　コウはサクラを見た。店内を物ぶつ色しよくしてイハナへのおみやげを探していたサクラが、その視線に駆け寄ってくる。

「『ドラゴンスレイヤー』が欲しいの！」

　……龍殺しドラゴンスレイヤー？　訝いぶかしげにサクラを見るコウと、目をぎらりとさせるお姉さん。サクラの持つパンフに気づき、

「……そっか、絶ぜつ叫きよう系けい好きなんだ。じゃ、三千円かける二ね」

　お金と引き換えにカウンターから取り出したのは、折り畳たたんだ携帯のようなホルダー。上の方にかぎがあり、ベルトに装着できるようになっている。

「……何スか？　これ」

「……君は知らないんだ。じゃあ、説明しましょう」

　パカッとホルダーを上に開くと、スポンジの土台に全部で九つ、くぼみがあるのが見えた。開いた箱の方には五つ、何も入っていない。が、ふたの方の四つのくぼみには、多分龍りゆうだろう──小さな人形フイギユアが収まっている。

「うちではこの人形を『チット』って言って、これに対応したアトラクションを『チットアトラクション』って言うの」

「チットアトラクション」

「そしてチットアトラクションは、乗り場と降り場が違うアトラクションでね」

「え？」

「例えばこれ」

　お姉さんはホルダーから青色のチットを取り出した。

「このチットで『風の国』の『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』に乗れるんだけど、これは乗り場から降り場まで大だい体たい一キロ離れている」

「……一キロ？」

「そう、それだけの距離を移動するってわけ。……言わばチットアトラクションは、移動用の乗り物なのよ。お客さんは旅人で、遊園地という世界をアトラクションという乗り物を使って旅をする──それがここのテーマなの。だから、歩くよりもチットアトラクションを使った方が移動は便利よ？　速いし、疲れないし、楽しいし」

「怖いし」

「全部が絶叫系スリルライドってわけじゃないから。むしろ少ないかな。原則として『国』から『国』へはチットアトラクションでしか移動できないから、そういうのは誰にでも乗れるやつになってる。ゴーカートとか、メリーゴーランドとか」

「……」誰にでも乗れるか？　あんな子供な……。

「……だから、うちで遊ぶ時は券よりもチットの方がいいわね。チット一つに乗り物一つだけど、乗り放ほう題だいだし、知り合い証明ができれば一つのチットで二人まで同乗できるから、多人数だと得だし」

「成なる程ほど」

「それに、これも特色なんだけれど、チットで乗れば『フラグ』が貰もらえる」

「フラグ？」

「この乗り物に乗ったぞ、という証明。チットホルダには、ほら」

　ホルダーに空あいたくぼみを見せる。

「穴があるでしょ？　ここにフラグを入れていくわけ。そうやって遊ぶわけよ。何人か友達と一緒にチットホルダを買って、誰が最初に全部の穴を埋められるか競きそう、とかね。チットホルダに入っているチットはランダムだから、その都つ度ど頭をひねって、どう動けば移動しやすいか、早く全部を埋めやすいか、時には友達と同乗して協力しあい、交渉し、使わないチットは交換したりして──」

「……なんかボードゲームみたいですね。確かエルフェ……」

　お姉さんの目がぎらりと光ったのに気づき、コウはしまったと思った。よく分からないが、押してはいけないスイッチを押してしまったような。案あんの定じよう、お姉さんはえらく熱い目で、コウを見つめてきた。

「……君、ボードゲーム、するの？」

「い、いや、彼女が」

　ぎらん、とサクラを見る。

「あなたが？」

「いや、この子じゃなくて、死んだ恋人の趣味で……」

「死んだ……」ハッ、と正気を取り戻し、「……ご、ごめんなさい、嫌なこと、聞いて……」

「いえ、いいんです」

「……じゃあ、君はその遺い志しを継いでボードゲームを……」

「……」それは一体どんな遺志だ。

　コウの視線に気づき、お姉さんはため息をついた。

「……ひょっとして、最近はボードゲームから遠ざかっていたりする？」

「……ええ、まぁ」

「ダメよ、……その、こんなこというのは差し出がましいけど、その、デリカシーないかもしれないけれど、余よ計けいなお世話かもしれないけれど、……辛つらいからって、ボードゲームをやめちゃダメ！　ううん、そういう時こそボードゲームよ！　デジタルにはない、アナログの持つ温かさが、きっとあなたを癒いやしてくれる！」

　コウは笑いをこらえて、拳こぶしを握って力説するお姉さんを見た。そして思った。この人は、きっとこの仕事が好きなんだなぁ。

　微笑ほほえんで、言う。

「……大丈夫ですよ。別に、ボードゲームが嫌いになったわけじゃないですから。あいつの形かた見みでもありますし」

「そ、そう？」

　ちょっとどきまぎと、お姉さん。

「ねぇ」とサクラ。「まだかかるの？」

　お姉さんはサクラを見、自分の仕事を思い出した。慌あわててはい、と二人にレシートを渡す。

「ホルダーに挟はさんでおいてね。これは今日買かったって証明と、あと知り合い証明にもなるから。……あ、そうか、関係ないよね、パスポート持っているんだから」

「そうだよ」サクラを見るコウ。

「パスポートあるのに、なんでチットがいるんだ？」

　サクラの代わりに答えるお姉さん。

「うちのチットは、結けつ構こうコレクターズアイテムなんだよ？　それに、ほら」

　ホルダーの箱を示す。

「チットは四つなのに、フラグを入れる穴が五つあるでしょ？」

「……ああ、そっか。一個多おおい」

「これがうちの目め玉だまでね」こほん、と喉のどを鳴らして、「うちは『緑の国』『風の国』『水の国』『闇やみの国』の四つのエリアに分かれているんだけれど、各エリアに一つずつ、隣となりのエリアに直通するメインチットアトラクションがあるの。──真まっ向こう勝負のスリルライドがね」

「……四つ」

「そう。そして、計四つのメインチットアトラクションを攻略しフラグを手に入れたものだけが、あのタワーのチットを貰もらえる──剣の形をしたチットを。それが『ドラゴンスレイヤー』！」

　コウは窓から見えるタワーを指差した。

「……じゃあ、あれ、その四つに乗らないと乗れないんですか？」

「ううん。乗ることはできるけど、チットは貰えない。四つのフラグを手に入れ、しかも同日『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』に挑戦できた者だけに、チット『ドラゴンスレイヤー』は与えられる。結けつ構こう価か値ち高いんだよ？　ちなみにあたしは四つ持ってる。しかもレコードホルダー！」

「レコードホルダー？」

「その気になれば、五つ合わせて十分くらいで回れるからね、タイムアタックが楽しいの。んで、あたしの記録は九分〇九秒、歴れき代だい一位！」

　ぶい！　とＶサイン。

　本当に、この仕事が好きなんだなぁ。

　コウはサクラを見た。

「……で、サクちゃんはその『ドラゴンスレイヤー』ってチットが欲しいわけだ」

「うん！」

　……ということは、全部で五つの絶ぜつ叫きようマシンに乗らなければいけないわけで……

　ため息をつき、

「じゃ、……行こうか、サクちゃん」

「うん！」

「……あ、あの、ちょっと待って」

　ドアから出たコウとサクラを、外まで出てきて呼び止めるお姉さん。

「何です？」

「あの、……その、変な意味に取らないで欲しいんだけれど、……ほら、その、ナンパとかじゃなくって……」

「……へ？」

「ボードゲームって、ほら、人数が必要でしょう？」

　……口元を斜めにするコウ。

「ええ、一人じゃできませんよね」

「そ、そうよね。……でも、その、……恋人が亡くなって、人数がないからゲームをしなくなるってのも、よくある話だし、でもそれって悲しいし……良かったら」

　差し出される名めい刺し。

「あたし、その、ボードゲームのサークルやっていてね、いつも日曜には友達とボードゲームやっているから……今は『ミシシッピ』かな、とにかく、もし、ゲームしたいなとか思ったら……」サクラを見て、「彼女とか、お友達も一緒に……」

「どうも、ありがとうございます」

「いや、その、変に取らないでね、それだけだから……」

　顔を真っ赤にし、お姉さんは店内に戻っていった。コウは笑い、先さき程ほど六千円出て行ったばかりの財さい布ふに名刺をしまった。

「じゃ、行こうかサクちゃん」

「……うん！」







「今の見た？」思わず声を上げる真ま嶋じま。

　小鳥遊たかなしもため息をついた。

「早はや業わざだな。……どんな手を使ったか知らんが、さすが」

「な、何感かん心しんしているのよ。……全く何なに考えているのよコウ君は。女の子とデート中に、他の子をナンパするなんて」

「……どちらかと言うと、逆に見えたがな」それでも頷うなずく小鳥遊、「……が、確かにデート中に他人に声をかけるのはよくない。また、声をかけられた方もそれを察して退ひくべきだ」

「……言っとくが」小鳥遊を睨にらんで、洋よう平へい、「お前と先せん輩ぱいはデートしているわけじゃない」

　駐車場の物もの陰かげで、視線をぶつけ合う小鳥遊恕じよ宇うと葉は切ぎり洋平。真ま嶋じまの視線はコウ達を追っている。

　小鳥遊が言う。

「あるいはそうであったとしても、お前は邪じや魔ま者なのだ。それを分かれ、そして去れ」

「……俺は頼まれたからここにいるんだ」

　真嶋は済まなそうに洋平を見た。

「……ごめんね。急に呼び出したりして」

「……別に」

　一いつ昨さく夜やの、謎なぞの入場券のことを小鳥遊に相談した結果、考えていても仕方ないから行こう、ということになった。その時は二人だけで行くつもりだったのだが、夜になって突とつ然ぜん小鳥遊の趣しゆ味みを思い出し、なんか不安になって、真嶋は急きゆう遽きよ洋平を呼んだのである。こういうことを頼める男友達を真嶋は洋平しか知らないし、洋平も二つ返事で駆けつけてくれた。

　小鳥遊に睨にらみをくれ、真嶋に尋たずねる洋平。

「……それで、これからどうするんスか？」

「……」どうしよう。

　やはり、この券はコウ達がデートする場所のものだった（ちなみにここへは、コウ達を尾び行こうしてきたわけではない。ここに着いたのは真嶋達が先である。……ま、小鳥遊がサクラから事前に情報を仕入れていたのは確かだが）。だが一体、なぜ？　何のために？　来てはみたものの、一体これからどうすればいい？

「……どうすればいい、と思う？」

　小鳥遊を見る。小鳥遊は腕を組んだ。

「そうだなぁ、……まず葉切、お前誰だれかナンパしてこい。さぁ行け、そして、戻ってくるな」

「……イヤだ」

「そうだな、お前にはできなかろうな。だったら仕方ない、お前の代わりに私が行くか」

　口元を斜めに、真嶋、

「……今の君も、無む理りじゃないかな」

　真嶋の化粧とかわいらしいスカートのお陰で、今日の小鳥遊は完全に『かわいい女の子』となっていた。小鳥遊たかなしは服に着られるところがある。着ている服次し第だいで年上にも年下にも、りりしい少年？　にもかわいい女の子にもなれる。特に今日なんか、真ま嶋じまより背が高いにも関かかわらずなんか小さいっぽくてかわいい。

　ちなみにトレードマークの伊だ達て眼鏡めがねは今日はつけてきていない。

「その姿で女の子をナンパするのは……」

「誰が女の子をナンパすると言った」

「え？　でも君は、……その」

「気持ちは嬉うれしいが、先せん輩ぱい、今日の私は先輩一人で充じゆう分ぶんです。ナンパするのは葉は切ぎりの分で、……そしてこの格好なら、男を釣つるのは難しくなかろう」

　小鳥遊の言葉の意味するところをしばし考え、洋よう平へいは言った。

「……お前を死なす」

「ほほう、やってみろ。寝ね技わざを持たない格かく闘とう技ぎなんかに負ける神しん道とう新あら鷹たか流ではないぞ？」

「……二人とも、やめて。恥ずかしいから」
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　真嶋の言葉に、小鳥遊はいじけたような目を向けた。

「……元はと言えば先輩が悪いのではないか。私は今日のデートを楽しみにしていたのに、……こんなサルを呼ぶなんて」

「デートだなんて」

「先せん輩ぱいは悪くない」割って入る洋よう平へい、「俺はコウさんに先輩を守るよう言われている。そしてそれは、お前のようなやつからも例外じゃない」

「お前のその余よ計けいな世話が、先輩を逆に苦しめているのだ」

「……お前がいなければ、余計な世話をやいたりしない」

「いい加か減げんにして！」

　ぴしゃり、と真ま嶋じま。二人を順に見、

「……ごめんね、あたしの都つ合ごうで振り回して。いつかきっと、埋め合わせはするから、だから、ケンカはしないで」

「……はい」

「先輩の頼みとあらば、喜んで」

　二人の言葉に頷うなずいて、真嶋はコウとサクラの消えたゲートを眺ながめた。

「……それで、これからどうすればいい……かな」

「とりあえず、我々も中に入るとしよう」

「……でも」

「コウさんの邪じや魔まをする気か？」

　気け色しきばむ洋平なんぞ歯し牙がにもかけず、小鳥遊たかなしは真嶋に微笑ほほえみかけた。

「誰が先輩に券を寄越したにせよ、楽しんで悪いことはない。我々も、アトラクションを楽しもう」ちょっと頰ほおを赤くして、「私は実は、……遊園地は初めてなのだ」

　笑う真嶋、

「……あたしも」

　実は洋平も初めてだったが、こちらは申告したりはしない。

　こうして三人は、『和わ歌か丘おかタワーワールド』へと入っていった。







　──同どう時刻、

　コウとサクラの姿を認め、『和歌丘タワーワールド』へと侵入していく影が複数あったが、正規のルートではなかったので誰も気がつかなかった。
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　園内には、それなりに人がいた。が、盛せい況きようとはとても言えない。人の列のできたアトラクションもあるにはあるが、十分も待たずに乗れている。長ちよう蛇だの列用の掲示板とか標ひよう識しきとかが心に染しみてもの悲しい。

　確かに、潰つぶれるのもそう遠い未来の話じゃないだろう。

　コウはサクラに引き連れられて、『緑の国』内を走り回った。──正確には乗り回った。成なる程ほど、チットアトラクションが上う手まく配置されている。歩けば大おお回まわりになる部分をアトラクションでショートカットできるのは気分がいい。しかもサクラは、合理的に園内を回れるよう見事に計画を立てていた。……多分、前の夜から一いつ所しよ懸けん命めいパンフを見て計画を練っていたのだろう。そう思うとさすがに「ちょ、ちょっと休ませてくれ」なんて水みず差さすようなことは言えない。だからコウも、ほとんど必死でサクラのテンションに合わせた。メリーゴーランドにも乗り、笑顔で写真を撮った。そんなコウだったから、サクラが、

「そろそろ『風の国』に行こうと思うんだけど」

　と言った時には心の底からほっとした。なぜならまだ『緑の国』の中に乗っていないアトラクションが残っていたからである。それでも移動しよう、ということは、……良かった、サクラは全すべてのアトラクションに乗ろう、なんて思ってはいないらしい。八割で我が慢まんしてくれると言うのなら、もうそれ以上贅ぜい沢たくは言うまい。

「『風の国』って、どっち？」

「向こう」

　サクラが指差す方角に見える、巨大な観かん覧らん車しやの姿。

　──観覧車イコール、個室。

「……観覧車がある方？」

「うん。『風の国』には『ゼプロス・カフェ』ってのがあって、そこの『いかすみサンド』がおいしいんだって！」

「……じゃ、そこでお昼にしませう」

　そして、観覧車で……

　──はっ、と我に返るコウ。

「じゃあ、『風の国』に向かうとしよう。ええと、……『メインチットアトラクション』に乗るんだよね……」

「うん！　『幻げん惑わく空間ドラゴンスルー』！」

『幻惑空間ドラゴンスルー』という名を持つそのコースターはまさにコウを幻惑するものだったので、短い列に並びながら、コウはサクラに確認せずにはいられなかった。

「あ、あれに乗るの？　……あれ、飾りじゃないのか？」

「飾りじゃないよ」

「……でも、あれ、木じゃん！」

『幻惑空間ドラゴンスルー』は、金属ではなく木で組まれた木製コースターだったのである。

　見事に入り組み美しい幾き何か学がく模も様ようを描く木製の外がい骨こつ格かくは、園内を回りながらも嫌でも目に入っていたのだが、まさか全て木材とは思わなかった。間ま近ちかからそれを見、説明書きを見てそれを確認し、コウは人とはなんて業ごうが深い生物なのだろうと慨がい嘆たんした。なぜに木製？　鉄でいいじゃん、何もそこまでして自らの身を危険にさらさなくても……

　悲鳴と共に聞こえてくる、めりめり、みしみしという音に、思わずサクラに確認をとる。

「……ジェットコースターって金属製せいだとばかり思ってたけど……て、鉄じゃなくても大丈夫なの？　安全なわけ？」

「安全だよ。木製ローラーコースターなんて、そんなに珍しくもないよ。日本じゃ少ないかもしれないけど……」

「そこでいっぺん立ち止まり、なぜ少ないのか考えてみよう」

「？　……大丈夫だってば。それにね、レールは鉄だよ？　あとネジとかも」

「……それを聞いて安心した」

　たちまち回ってきた順番に、フラグをもらい、仕方なく車両に乗り込む。ちなみに一番先せん頭とう。係員が駆け寄ってきて、腰にベルトを装そう着ちやく、それだけ──いや、係員はコウを見、にやり、と笑った。ように見えた。

「おい、ちょっと待て、これを外せ」

「……どうしたの？」

「あいつ、俺にケンカを売りやがった」

「……やっぱり、怖い？」

「……」

　コウは黙った。恐怖は人を饒じよう舌ぜつにする。認めたくはないが、やはり……

　何か言おうとした瞬間、

　──ぴぃーという、笛の音、そして、

「いってらっしゃい」係員の声。

　がたん、と音がして、車両が後ろに上り始めた。みしっ、みしっと引き上げられる、嫌な音。建物から外に出て、車両は後ろに、上に上にと昇のぼっていく。コウはだんだん遠くなる乗車場を見、成なる程ほど、と思った。まずこうやってマシンを高く引き上げて、それから落とす──突っ込んでいくわけだ、あの乗車場の向こう、木で組まれたジャングルの中へ。風が、気持ちいい。見晴らしが、いい。ここから突っ込んでいくのは、なかなか気持ちいいかもしれないな……。

　がたん、と軋きしんで、

　ライドが止まる。

　しばらくして──、

（わっ、わっ、わ──！）

　車両はまっすぐ落ちていった。




　それはまさに幻げん惑わくの空間だった。突っ込んでいった先は複雑に整列した木製格こう子しの空間で、前方が見通せないため自分がこれからどう振り回されるのか全く分からない。見当がつかない。上がり、下がり、突き出され、突き押され、その都つ度ど木々が軋きしみを上げる。ミシミシメリメリ悲鳴を上げる。コウは必死で木の柱にぶつからないよう（勿もち論ろんぶつかるはずはないのだが、なんかぶつかりそうなほど近くをかっ飛んでいくのだ）身体からだを縮ちぢませつつ、サクラの様よう子すを窺うかがった。……わ、この表情、こいつ本当に楽しそう、と思った瞬間にはサクラはおろか自分の存在すら忘れてしまいそうな急きゆう降下が襲おそいくる。何しろ入り組んだ木に幻げん惑わくされて先が見えないために、ただもう為なす術すべなく翻ほん弄ろうされるしかない。木の絶ぜつ妙みように軋む弾だん力りよくがそれにますます拍車をかける。コウは生まれて初めて、自分の身体の中に胃い袋ぶくろ、というものがあるのを知った。それは見事に重さある塊かたまりとなって、上に下に左に右に荒れ回ってはコウに自分の存在をはっきりと主張してくる。

　ああ、もう、

　胃袋なんかいらないッ！

　上がって下がってまた昇のぼり──

　木々と人々の悲鳴の中、コウは忘ぼう我がの空間へと突っ込んでいった。




「……面白かったね！」

　ふぅ、とサクラは堪たん能のうのため息をついた。次いでコウを見、心配そうに、

「……コウは、どうだった？」

「……そうだな」

　いまや『風の国』に降り立って、さっきまで乗っていたライドが別のレールで『緑の国』に戻っていくのを（……確かに不ふ経済）見物しながら、コウは先の経験を振り返った。

　確かに怖かった。が、

　爽そう快かい感かんも確かにある。いや、終わってしまえば爽快感の方が強いぐらい。

「……ん、なかなか気持ち良かった。これなら大丈夫かな」

　嬉うれしそうに手を叩たたく、サクラ。

「良かった！　だったらもう、心配いらないね！」

「ああ」

「じゃ、期待しててね！　今のは一番優やさしいやつだから、これからのはもっともっと楽しめるよ！」

　……コウの喉のどがきゅううと鳴る。サクラにはどう聞こえたか分からないが、コウにはとても「やったぜ！」とは聞こえなかった。
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『風の国』の名物、おいしい『いかすみサンド』を食べさせてくれるという『ゼプロス・カフェ』は、お客で満員御おん礼れいだった。これは期待できるな、と外のベンチで順番待まちに入る二人。コウは、本当はまっすぐ観かん覧らん車しや（イコール個室）に行きたかったのだが、というか食事の前に行くべきではないかと思ったのだが、さっきのあれの後すぐに観覧車、というのはちょっと辛つらい。

　ベンチに座ってサクラと怪かい獣じゆう映画の話をしていると、誰かが二人の前に寄って来る。

　聞こえてくる声──

「……あなたは、死ぬでしょう」

「……え？」

　黒こく衣いのマントに身を包みフードで顔を隠かくした女性が、じっとコウを見つめている。

　フードの奥、暗い瞳でコウを凝ぎよう視しし、黒衣の女性は言った。

「……あなたは自分に殺されるでしょう」

「……何？」

「ラッキーカラーはゴールドです」

「……ゴールド」

「見けん料りようは、五十円」

　手のひらがにゅっと突き出てくる。

　呆ぼう然ぜんとしながらも財さい布ふを取り出し百円を渡すと、どうも、と言って黒衣の女性はそのまま向こうに歩いていった（……おつりは？）。別の客に、また言っている、

「……あなたは、死ぬでしょう……」

「何なんだ？　アレは」

　サクラが笑う。

「あれじゃない？　ほら、お客さんが待っている間に退たい屈くつしないようにって」

「……にしたって、お客にアレはないだろうに。……それとも逆にアレがいいのか？」

「……さぁ。あ、ほら、空あいたよ」

　順番が来て、『ゼプロス・カフェ』に入る。席につき、サクラに注文をまかせながら、コウは窓から順番待まちの客を脅おどかしている黒衣の女性を見た。

　……気のせいか？

　どこかで見たことあるような……。

　と、

「……あれ？　お前、確か堂どう島じまコウ？」

　どこかで聞いたような声。

　振り返り、思いがけない顔にコウは目を丸くした。

「……海かい藤どうさん？」

　おう、やっぱりあの時の……と近寄ってくる海かい賊ぞくに扮ふんした中年の男。

　笑いかけてくる。

「久しぶりじゃねぇか。元気だったか？」

「ええ。……でも、どうしてここに？」

　手を広げて自分の扮ふん装そうを示し、

「見りゃ分かるだろ？　仕事中だよ。俺はここで働いてンの」

「……ああ」

「あれのせいで、『海かい道どう運送』は潰つぶれちまった。今じゃ海かい賊ぞくしなけりゃ食っていけねぇ」

　──そうか、やっぱり潰れたか。そう言えば、盗まれた《マリア・ドール》には保険をかけていなかった、と聞いた気が……。美術品専せん門もんの運送会社『海道運送』の、海かい藤どう重しげ彦ひこは社長だった。少なくとも《マリア・ドール》という時じ価か八千万の美術品が運送中に突とつ然ぜん消えてなくなるまでは。《インヴィジブルエア》という物体を透明にする《知恵の実》は、《マリア・ドール》を消し去っただけではなく『海道運送』という会社までこの世から消し去ってしまったのだ。

「……それは、お気の毒に」

「もう慣れっこだ。それに会社は潰れたが、舞まい原ばるの姫ひめさんからたんまり口くち止どめ料を貰もらったからな。……あれがどんな事件だったかいまだによく分からねぇが、ザマァミロ、だ」

「ちなみにこちらがその舞原の姫さんの姉さんです」

　コウの言葉にぶっと鼻はな水みずを垂らし、海藤は慌あわてて頭を下げた。

「イヤイヤイヤイヤその節は」

「知らない」

　無む関心なサクラの眼め。サクラは無関心なことには本当に無関心である。

　あっ、と気づき、手を叩たたくコウ。

「思い出した！」

「何を？」とサクラ。

「いや、さっきの占うらない師？　あの黒フードの女の人、海藤さんの会社の秘ひ書しよさんだ！」

　ああ、と頷うなずく海藤。

「今は黒こく衣いの預言者カサンドラだよ」

「会社潰つぶれても、まだ一緒に？　ひょっとして……」

「……変なこと考えるなよ。お前が想そう像ぞうするような関係じゃない」

「じゃ、どんな？」

「……聞くな。複雑なんだ」

　窓から見える黒衣の姿を眺ながめ、ため息をつく。

「……本当に、彼女には辛つらい思いをさせているよ。この仕事も、彼女が見つけてきてくれたんだ」

　へぇ、と曖あい昧まいに頷うなずく。海かい藤どうは気づいていないのだろうか？　この遊園地の経けい営えい状態がやばいということに。遠からず、海藤はまた職を失うことになるだろう。歴史は繰り返す。

「おじさん」と無ぶ愛あい想そうなサクラの声。

「え？　あ、何でしょう」

「邪じや魔ま。あたしたち、デート中なの。だからあっち行って」

　ああ、はいはいと頭を搔かいて、海藤はコウの耳元に口を近づけた。小さな声で、

「さすがお嬢じよう様は遠えん慮りよがないなぁ」

「……すいません」

「余よ計けいなお世話かもしれないが、考え直せ。この前一いつ緒しよだった……真ま嶋じま？　あの子の方がずっといいぞ？　もしも財ざい産さん目当てなら……」

「おじさん」再びサクラの声。

　その表情に思わず顔を引きつらせ、海藤はじゃあな、と手を振って二人のもとを去っていった。その後ろ姿を無む表情に眺ながめているサクラに、恐る恐る声をかけるコウ、

「……あの、サクちゃん……」

　おもむろにコウの方を向き、口を開くサクラ。

「……コウも、財産目め当あてなの？」

「へ？」

「……コウは、違うよね」

「……あの」

「ただ、まだ日ひ奈なさんが好きなだけだよね」

　コウは口を閉じ、サクラから視線を逸そらした。実にいいタイミングで、『いかすみサンド』がやってきた。目の前に置かれた皿の、黒いパンに目を丸くして見せ、

「うわ、黒い。本当にうまいの？　これ」

「わぁ、凄すごい！」

　早さつ速そく『いかすみサンド』に夢む中ちゆうになるサクラにほっとして、思わず安あん堵どのため息をつく。

　こっそりと、サクラの顔をうかがう。

　同い年とは思えぬほどに子供っぽいけど、やはり、女の子というものは侮あなどれない。

　顔を横に向ける。

　窓から見える、観かん覧らん車しや──

　──気がつくと、『いかすみサンド』──なんと八百四十円！　──を食べ終わってしまっていたが、一体どんな味だったのか、全然記き憶おくに残っていなかった。コウはため息をついた。まぁいいか、せっかくの年間パスポートだ、また来る機会もあるだろう。また、サクラと……そうだ、今度はアトリも連れて来てやるか……

　もう一度──これで何度目だろう──観覧車に目を向ける。

　観かん覧らん車しや。

　そこは、個室。

　誰の邪じや魔まも入らない。

　──キスをするには絶ぜつ好こうの場所。

　早く済ませてしまおう、とコウは思った。

　早く済ませて、後はサクラと、本気で遊園地を楽しもう。サクラが楽しめるように──

　つぐないはおろか、

　言い訳にもならないけれど。
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『ゼプロス・カフェ』から出るとすぐ、サクラは言った。

「次は、『クラウドポケット』に乗ろう！」

　……『クラウドポケット』？

　慌あわてて首を振るコウ、

「……あ、いや、その……次はさ、……あれに乗らない？」

「あれ？」

　観覧車を指差す。

「何だかんだ言って、定てい番ばんだし、……やっぱ、アレに乗らなきゃ色々、始まらないっていうか……」

「だからぁ」

　おかしそうに、

「あれが『クラウドポケット』だってば」

「……そうなの？」

「うん！」

「……じゃ、良かった、問題ない。次はアレに乗ろう」

「うん！」

　なんだ、サクラも乗るつもりだったのか。だったらまかせとけば良かったな、とコウはほっとした。ひょっとしたら観覧車なんてぬるい物、絶ぜつ叫きようマシン好きのサクラは乗りたがらないのでは、と心配していたのである。もっとも、サクラが乗りたがった時点でコウは察するべきだった。だがコウは深く考えようともせず、安心し、心はもう観覧車の個室の中でサクラにしようとしていることに飛んでいた。そう、あの中でしなければならないことに。

　早さつ速そく向かう。

『クラウドポケット』は半径三十五メートル、最高部の高度は約八十メートル──実は中央部のタワーより高い──を十四分で一回転する観かん覧らん車しやだった。客待まちがなかったためすぐに乗れ、お陰でコウは説明書きを読めなかった。

　ぐおんぐおんと音を立て、昇のぼり始めるゴンドラ。

　二人は対たい面めんに椅い子すに座って、（「ねぇコウ、一番上から日ひ炉ろ理り坂ざかが見えないかな？」「視力はいくつ？」「２・５」「……うわ（マジで？）」）同じ窓から景色を眺ながめた。もっとも、コウはさりげなくサクラの様よう子すもうかがっていて、ゴンドラが最上部まで行ったらサクラにキスしてしまおうと考えていた。問題は、そこまでどういう風ふうに持っていくか──緊きん張ちようはある。が、比較的冷れい静せい──躊ちゆう躇ちよはない。いざとなるとコウはこうなる。やけに冷静な自分を発見してしまう。自分のそういう部分をコウはあまり好きではない。

　……が。

　五分ほど上がったところで、異い変へんに気づく。

　風に、やけにゴンドラが揺れる。最初は気がつかなかったが、結けつ構こう風が強い。びゅーびゅー聞こえる風の音に、ゴウンゴウンとゴンドラが軋きしむ。まるで観覧車全ぜん体たいがたわんでいるような感覚にお尻しりがむずむずし始める。揺れる度たびにほとんど無む重力状じよう態たいを感じ、コウはつかまる所のないゴンドラ内を落ち着かなげに見回した。一ひと際きわ強い風が起こした大きな揺れに胃い袋ぶくろがせり上がり、慌あわててサクラに尋たずねる。

「あのさ、……俺、観覧車に乗るのも初めてなんだけど」

「うん」

「……こ、こんなに揺れるもんなの？　なんかこれ、おかしくない？」

「普通のも、風が吹いたら結けつ構こう揺れるけどね、ここのは特別だから」

「特別？」

「乗る時にね、ストッパーを外はずすか外さないか選べるの」

　……外したわけだ、その、ストッパーとやらを。コウは窓から下を見た。突然、高度に凄すさまじさを覚える。

「外すと、その……」

「よく分からないけれど、ブランコになるの」

　──高度八十メートルで？　コウはもう一度ゴンドラ内を見回した。やっぱりつかまれるような所はない。立ち上がりかけたその反動でくびきから解き放たれたゴンドラがぐらりと揺れるのを感じ、コウはゴンドラの平へい衡こうを保とうと必死に踏ん張った、そこへ、

「ね？　楽しいでしょ？」

　サクラがどんと飛び込んでくる。たちまち始まる大きな振ふり子こ運動に、

「わあっ！」

　コウはサクラの身体からだを椅い子すに押さえつけた。……それは──確かに混乱はあるが──決して高度と揺れからくるパニックによる行動ではない。下へ手たに動き回るより重心を安定させるべき、という冷静（？）な判断によるものである。サクラが動き回らないようにしっかりと押さえつけ、コウは速く脈打つ動どう悸きの音で振り子の揺れの振しん幅ぶくを測った。……よし、風に因よるものはどうしようもないが、サクラの行動が起こした揺れは少しずつ小さくなっていく。揺れが小さくなるにつれ、収まっていく動悸──

　ほっとして、コウは、

「……コウ？」

　……間近にあるサクラの顔を見た。頰ほおを染め、こちらを見ているその表情。再び速く打ち始める、心臓の鼓こ動どう。結果的にコウはサクラを押し倒しているわけで、しかもサクラに抵てい抗こうはない。

（……これは、チャンス？）

　これなら、自然（？）にキスが──

（……よし！）

　どくどくどくと早はや打うつ心臓。高鳴る鼓動をＢＧＭに、コウはそっと、サクラに顔を近づけた。サクラの、まぶたを閉じていくその表情が、コマ送りに脳内に焼き付けられていく。雷に打たれたような感かん慨がいの中、しかし冷静に、コウはサクラの唇を目指して顔を近づけた。無む理りな体勢を保つため全身に力が入り、今いま自分がどういう体勢にあるのか改めて認識し直す。サクラにほとんどのしかかり、左手はサクラの頭の横に、右手はサクラの左脇わき──

　手のひらに、かすかにかすっている、

　固く弾はずむ、感かん触しよく。

　それを認識し、コウの全身は凍りついた。女性の身体からだに触れることに特に抵てい抗こうはないが、まさに女性の部分については話が別だ。しかもこういう状況で──

　頰を赤らめ目を閉じている、サクラ。

　鼻び腔こうをくすぐる甘い匂におい。

　──かけてもいい、それは意識的なものではない──が、とにかく気づいた時には、コウの右手はサクラの胸の上にあった。力はこもらず、置かれた感じで──自然に。驚き目を開くサクラ。コウと視線が合い、耳まで真っ赤に顔をそむける。しかし抵抗はない。コウは顔を真っ赤にサクラのそんな表情を眺ながめていたが、その一方で、奇き妙みように客観的なもう一人の自分が遠くから右手の触しよつ感かんを味わっているのも感じていた。……固く、しっかり盛り上がった感触は、でもちょっと力を入れればきっと……。

　コウの心臓に動かされているかのように、再び揺れ始めるゴンドラ。それさえも他ひ人と事ごとのように意識しながら、コウは顔をサクラに近づけた。甘い匂いが立ち昇のぼる。顔が近づくにつれサクラに体重がかかる。体重をかけるにつれて、全身にサクラを感じる。当とう然ぜん右手にも。コウはサクラが目を閉じ、健気けなげにこちらに顔を向けるのを見た。そして思った。俺はこれからキスをする。でもその後は？　こんな雰ふん囲い気きでキスをして、──その後は？　個室で、二人っきりで──

　柔らかさ。

　温かさ。

　──生なまな匂においと、

　むにゅっ、という感かん触しよく。

（──コウ、あなたは雰ふん囲い気きに流されやすい──）

　誰かの声が聞こえた気がした。そして健けん全ぜん（？）な十六歳さいの高校生男子は思った。俺は絶対、自分を止められないだろう。……少なくともサクラが止めようと思わない限りは。

　心臓が、ロックンロールで脈を打ち──

「……コウ？」

（──あっ！）

　コウは弾はじかれたように、サクラから身体からだを引き離した。できるだけ遠く離れる。反動でゴンドラが大きく揺れ軋きしむのも気に留めず、サクラに背を向けて心の中で因いん数すう分解を始める。般はん若にや心しん経ぎようを唱となえ出す。落ち着け、俺、いいから静まれ──

「ど、どうしたの？　コウ」

　サクラの心配そうな声に、コウは大丈夫、と上うわずった声を絞しぼり出した。サクラに心配ない、と言い聞かせつつ、心しん中ちゆう自分にも言い聞かせる。──ダメだ、個室はダメだ、とにかくダメだ、こんな所でキスなんかしたら──。

「気分悪いの？　大丈夫？」

　駆け寄ってくるサクラ。ゴンドラが大きく揺れ、バランスを崩してコウに覆おおい被かぶさってくる。思わず手を差し出したコウの手に乗るむにゅうと弾力ある感触。慌あわてて身体を離そうとして、更さらなる揺れに今度はコウが上になる。うわあ、せめてサクラに触れるまい、と不自然に手を引っこめたためかえって倒れこんでサクラに覆い被さり密着し、慌てて身体を離そうとする激しい動きが更なる揺れを引き起こす。

　上になり下になり、

　揺れが混乱を増し、混乱が更なる揺れを呼んで、

（ダメだ、ダメだ、ダメだ、ダメだ──！）

　コウは必死で立ち上がり、でも凄すさまじい揺れがきて、

　再びサクラに覆い被さり──

（もう、ダメだ──）
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「す、凄すごかったね」

　たった今いま降りたばかりの『ジョリーロジャー』──船の形をした振ふり子こ式マシン──の全長十五メートルの異い容ようを見上げ、真ま嶋じまは息を吐いた。

「うむ、見かけ以上にスリルがあったな」と小鳥遊たかなし。

「……別に」と洋よう平へい。

　洋平はどのアトラクションに乗っても感想は「別に」だった。さっき乗った『幻げん惑わく空間ドラゴンスルー』から降りて蒼そう白はくに腰を抜かしていた時でさえ「別に」。感情を表すのが嫌いらしい。ちなみに小鳥遊はあの程度全ぜん然ぜん平気らしく、係員にこうしたらスリルが増す、と言われてバンザイして乗っていた。あの木き枠わくにぶつかりそうな空間でバンザイして乗れるとは本当にたいしたものだ、やっぱ普通じゃない、と変な風ふうに見直してしまう。

　小鳥遊が聞く。

「次はどれに乗る？」

「……本当に、タフね」

「……俺だって平気ス」

　そうは見えない洋平の様よう子すに笑って、真嶋はふと、観かん覧らん車しやを眺ながめた。のんびりと回るのどかな光景。

　二人は、まだあの上あたりか……。

　……別に、付け回しているわけじゃない。最初はそうしていたのだが、『緑の国』での二人の──まぁサクラに合わせていたんだろうけれど──はしゃぎっぷりに毒どつ気けを抜かれ、尾び行こうを続ける気が失せた。特に洋よう平へいの受けたダメージは大きかった。コウがメリーゴーランドに乗ろうとしているのを見た時には危うく止めに行きそうになった。彼は顔を紅こう潮ちようさせて、必死に真嶋に訴えた。コウさんは、本当はあんなもの（＝メリーゴーランド）に乗るような男じゃないんです、きっと、何か考えがあるんです！　と。男がメリーゴーランドに乗るって、そんなにおかしなことだろうか。真嶋はそうは思わないけれど。とにかくそんな二人を見ていてなんかバカらしくなり、真嶋達は自分達も自分達で楽しむことに決めたのだった。誰が券をよこしたのか知らないが、知ったことか──というわけで、今は三人で一緒にアトラクションを回っている。……それでも時々二人の姿を探してしまうのが、真嶋は我ながら情なさけないのだけれど。

　真嶋の視線に気づき、洋平はため息をつき、言った。

「……コウさんは、何なに考えているんだろう」

　慌あわてて視線を観かん覧らん車しやから逸そらし、ふと、興味を覚えて尋たずねる真嶋。

「いつも思ってたんだけど、どうして葉は切ぎり君ってコウ君に敬けい語ごなの？」

　逡しゆん巡じゆんの後、口を開く洋平。

「……俺の勝手です」

　真嶋は苦く笑しようした。分かっている、洋平は決して無ぶ愛あい想そうではない。が、口くち下へ手たで、自分でそれを分かっているせいか早々に会話を諦あきらめるくせがある。あるいはそれは、口の達たつ者しやなコウと長年いたためのコンプレックスなのかもしれないけれど。

　尋たずねる。

「……葉は切ぎり君って、昔からコウを知っているんだよね？」

「はい」

「昔のコウ君って、どんなだったの？」

「……荒れてました」

「……荒れて？　荒れてってどんな……」

　口を開いた洋よう平へいの、邪じや魔まするように答える小鳥遊たかなし。

「外面は優ゆう等とう生せいで、裏では不良の黒くろ幕まくのようなことをやっていたらしい。先せん輩ぱいは一つ上うえだから知らないかも知れないが、──『ブラックＴシャツ・マフィア』の話は？」

「……聞いたことはあるけど。なんか、日ひ炉ろ理り坂ざかの小学生が徒と党とうを組んで抗こう争そうしてた、とかいう……冗じよう談だんみたいな」

「冗談ではなく本当の話だ。それもシリアスな話で、いまだに問題になっている。そしてそれを始めたのがコウだ。あいつが自分の仲間に黒いＴシャツを着せたのが始まりだ」

　だろ、と洋平を見る。洋平は頷うなずいた。

「俺まだそのＴシャツ、持ってます。俺が最初にもらったんです」

「……でも、なんで、そんな……ギャングみたいな。小学生なのに」

「……自じ衛えい、だろうな。子供は子供で、大変な世界を持っているものだ。……弁べん護ごするわけではないが。知っているだろ？　日炉理坂はよそ者を嫌う。あいつは父親が日炉理坂の人間じゃなかったから、よくいじめられていた。しかも妹の事件でますますひどくなってな。下へ手たに女の子に人気があるもんだから、妬ねたみもあったのだろう、どんどんエスカレートして、ある日石せつ灰かいを飲まされて救急車で運ばれた」

「……」

「それからのコウは凄すごかったらしい。その手て口ぐちを聞いたら、およそ小学生とは思えないぞ？　表は優等生のまま先生達を味方につけて、裏では荒れに荒れまくった。仕し返かえし、とかそんなレヴェルじゃない。男子は全員、コウの敵か味方かで区分された。敵には裏から手を回して一人ずつ徹てつ底てい的に屈くつ服ぶくさせ、逆に味方には黒いＴシャツを渡して裏切らないことを誓ちかわせた。見えない恐怖と見える圧力を見事に使い分け、しかも世せ間けんを味方につけて、コウは敵を殲せん滅めつしてみせた。自分がやった、という痕こん跡せきをほとんど残さずに。まさに黒くろ幕まく、あんな悪あく辣らつなやつはいなかった、とか」

「……それ、本当の話なの？　オーバーに話しているんじゃないでしょうね」

「今のあいつからは、とても想そう像ぞうできないか？」

「……」

　いや、と首を振る。そんなことはない。むしろ……。

　小鳥遊たかなしは洋平を指さした。

「ま、その辺はこいつの方が知っているだろう。何しろコウの片かた腕うでだったんだから。私のは、舞まい原ばるからの伝でん聞ぶんだ」

「……イハナの？」

「ああ。コウと日ひ奈なが付き合いだした時、イハナに頼んで調べてもらった。……もっとも、コウは覚えてないようだが、イハナとコウは──幼おさな馴な染じみだったらしい。……イハナは」

　小鳥遊はそこで言葉を切り、真ま嶋じまを真ま正しよう面めんから見た。

　そして言った。

「……覚えているそうだ、その時の自分を。いじめられていたコウと、……コウを助けられなかった自分を。今でも」

　──だから。

「あなたが対抗しようとしているのは、……そういう女だ」

　真嶋は小鳥遊を睨にらんだ。

「……対抗って、何よ。あたしは別に、対抗しようなんて思っていないわよ」

「……なら、それもいい」

　──沈ちん黙もく。

「……だ、大だい体たい勝手な思い込み、しないでよね。あたしは……ただ、日ひ奈なさんに似ているっていうだけで、……ただ、助けられたから、コウ君を手伝っているだけで……それに」

「なら、いい」

「……大体、たとえ……その気になっても、イハナには、勝てないし……」

「そう思うならそれもいい。だが」

　小鳥遊の真剣な表情に、一瞬怯おびえる真ま嶋じま。

　それに気づき、小鳥遊は柔らかく微笑ほほえんだ。

「……先せん輩ぱいはどう思っているのか分からないが、──日奈は、……私の好きだった日奈は、普通の人間だった。得意とするものが違うというだけで、先輩と変わらない人間だった。──が、イハナに勝てた」

「……」

「……ま、余よ計けいな世話だがな」

　新あら鷹たか神じん社じやの看板巫み女こさんは、手を伸ばし、そっと真嶋の頭を撫なでた。真嶋は泣きたい自分を感じた。勿もち論ろん泣いたりしないけど。

　ふと、思い出す。

　小鳥遊もまた、冬ふゆ月つき日ひ奈なを想っていた、という。だがその気持ちを伝えられず、ずっと隠かくしていて、結けつ局きよく日奈さんはコウと……それがあって、小鳥遊は入学式の時、自分が同どう性せい愛あい者しやであることをカミングアウトしたとか。

　だから……。

　頭を振り、笑って、気分を切り替える。

「それじゃ、次はどれに乗ろうか」

「そうだなあ、このバカが平気なら……ん？」

　誰がバカだ、と口を開きかけた洋よう平へいを中ちゆう途とで遮さえぎる小鳥遊たかなし。

「……何か、荒れていないか？」

「荒れて？」

　小鳥遊の視線の先を見、真ま嶋じまは口を開けた。

「……わ、凄すごい。何あの観かん覧らん車しや」

　最上部に近い位置のゴンドラが、凄すさまじく揺れ動いている。上部に近づけば近づくほど揺れるのが『クラウドポケット』というアトラクションの特色らしいが、しかし他のゴンドラと比べても明らかに異い様ようなその揺れ方に、「まさか」と真嶋は小鳥遊を見た。

「な、何かあったのかな」

「……誰か、パニックを起こしたか……あるいは」口元を斜めにし、「……個室なのをいいことに、いや～んなことをしていたりして」

「いや……バカ、何なに言ってんのよ、自分を基準に考えな……あっ」

「あっ」

「お？」

　音こそ聞こえないがゴンドラのガラスが割れるのを目にし──正確にはガラスを割った物を目にし、三人は目を見開いた。

　代表して洋よう平へいが言う。

「……コウさん？」

　ゴンドラのガラス窓を突き破り、コウがきょとんと顔を突き出している。ここがどこか分からない、とでも言いたげな表情。餌えさを待ち巣す穴あなから顔を出している雛ひな鳥どりを思わせる風景に、真嶋は思わず吹き出し、すぐに真ま顔がおに戻って叫んだ。

「な、なな、何やってんのよあの子は！」

　ふふん、と小鳥遊、

「……サクラに不ふ逞ていでもしたか？」

「そんな」

「コウさんはそんなことしない！」

「……ま、そうだろうな。……多分、その逆だろう」

　ええ？　と真嶋、

「逆？　サクラが、コウに……ってこと？」

「違う違う。不ふ逞ていをしないように、だよ。……全くあいつは」

　ため息をつき、小鳥遊たかなしは肩を竦すくめた。

「手段を選ばない男だからなあ」
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　コウに怪け我がはなく、下にも怪我人は出なかった。だからか、コウは、少し怒られただけですぐに解放して貰もらえた。まぁ、パニックを起こしてガラスを割った、という不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを得てしまったが。まさかわざと割りました、なんて言うわけにもいかない。怪我人こそ出なかったが、遊園地の園長から今日はもう観かん覧らん車しやには乗れません、という放送があった時にはさすがに済まなく思った。ひょっとしたら遊園地から追い出されるかもと思ったが、そうもならずにすぐに解放された。園長からの説教もなかった。大おお事ごとにしたくないのか、あるいは──これが一番可か能のう性せいが高いが──舞まい原ばる家の息がかかっていたのかも。とにかく警察に突き出されることも園外に放り出されることもなく、コウとサクラは解放して貰もらえた。

『風の国』のゲート近くで休み、サクラが笑いながら言う。

「面白かったね！」

　……これは多分、ガラスが割れたせいでゴンドラ内を風が荒れ狂い凄すさまじいことになったことを指さすのだろう。お陰でコウは狼おおかみにならなくて済んだが、──もう二度と観覧車なんて恐ろしいものには乗りたくない。

「……ごめんな。俺のせいで……」

「ううん。面白かったよ？　コウも怪我なかったし。それよりさ、次に行こ？　次はね──」

　走りかけるサクラの手を取り、止める。

「サクラ」

「……何？」

「……怒ってない？　……その、さっき……」

「だから面白かったってば」

「……いや、ガラス割っちゃったことじゃなくて……その、前の」

　──サクラの顔が赤くなる。うつむいて、

「……怒ってないよ」

「本当？」

「……あのね」

　サクラは近寄ってきて背伸び、頭あたま一つ分ぶん高いコウの耳に口を寄せて何か囁ささやいた。あう、とコウは声を漏らした。なんと言われたかは秘密。

「……ほら、それより次に行こ！　今度はあれ、いよいよ『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』だよ！」

　コウの腕を取り、引っ張るサクラ。が、コウは動かなかった。そのままサクラの腕を取り、引き寄せ……

「……コウ？」

　もう人の目は気にしない。個室──変な雰ふん囲い気きはもうこりごりだ。むしろこういう、人ひと目めの気になる場所の方がいい。ここなら自制が利きく。ここでさらりとキスして、流して、後はただアトラクションを楽しもう。

　──そう、

　さっきみたいな変な雰囲気にならないよう、軽く──

　──とにかくキス、しなければならないのだから。

　コウは薄うす桃ももに染まり始めたサクラの顔を眺ながめ、言った。

「キスしても……いい？」

　……しばらくして、

　こくん、と頷うなずくサクラ。

　……よし。

　コウは、サクラをきゅっと抱きしめた。サクラの頭の向こう、見えないところで舌を出し、かさかさになった唇を舐なめて潤うるおす。よし、するぞ！　と心を決め、身体からだを離す。

　察して、

　くっ、と顔を上げ、目を閉じるサクラ──

　目を閉じたままのサクラに、コウはゆっくりと顔を接近させていった。いいタイミングで、園内にムーディーな曲が流れ始める。……まさか舞まい原ばる家の誰かの仕込みじゃないだろうな？　なんて目の前にキスを待つ少女を見て冷さめたことを考えつつ、

（……俺って、本当にひどいやつだよな……）

　コウは唇を近づけていき──

　ジャストなタイミングで、

　今度は携帯が鳴り出した。
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「だ、誰だ！」

　さすがに憮ぶ然ぜんとしているサクラを物もの陰かげから眺ながめつつ、コウは携帯に出た。

「俺ァ今、すんごい取り込み中なんだけど！」

　コウの凄すさまじい剣けん幕まくに、

『……あたしです、コウにーさん』

「……アトリ？」

『……ごめんなさい。邪じや魔まするつもりは』

「……」

　うっ、と朝の様よう子すを思い出す。コウが遊園地に行くと言うと、アトリはぶーぶー文句を言った。連れてけと駄だ々だをこね、地じ団だん太だを踏み、コウの大事な電化製品に抱きついてうえーんうえーんと泣きじゃくったのでコウはハラハラした。が、デートで行くんだと言うとあっさり引いてくれた。頑張ってください！　と激げき励れいし、一人で大丈夫か？　と聞くと大丈夫です！　と胸を叩たたいた。すてきなデートを楽しんでください！　とコウを送り出してくれた。本当は行きたそうだったけど……それを思い出し、

「いや、……あの、い、いいよ」

　口調を抑える。

「……どうしたんだ？」

『遊園地は楽しいですか？　……楽しいですよね、それはそうです。……ああ、遊園地。コウにーさん、聞いてください、あたし、ヒマに飽あかして遊園地を慕したう歌を作ってしまいました』

「……いや、あの、……遊園地には、今度、連れていってやるから、さ……」

　ぱあっと明るくなる声。

『本当ですか！　あの、ウソじゃないですよね？　人間はすぐ──』

「ウソじゃないって。……ほら、指切りしてやるから。ゆーびきーりげーんまーん♪」

『うーそつーいたーら♪」

　見えない相手と指切りしながら、コウはこいつを中学校に行かせて本当に大丈夫だろうかと思った。小学校すら生なまぬるい、幼稚園から始めるべきだ。大体こいつ、戸と籍せきはともかく本当はまだ生せい後ご半年も経たっていないし。

　歌い終え、尋たずねる。

「……それで一いつ体たい何の用だ。……まさかお前、ヒマに飽かして作った歌を聞かせるため、なんて言うんじゃないだろうな」

　コウの質問に、アトリの声が緊きん迫ばくを帯びる。

『勿もち論ろん違います！　ああ、そうでした！　コウにーさん、大変です！　たった今、《契けい約やく完了魔ま力りよく》を探たん知ちしました！　それも、その遊園地で！』

「──なんだと？」

『気をつけてください、使われたのはシリアルナンバがなんと二桁、それも初期ナンバーの〇一二、その名も《パーフェクトワールド》！』

「《パーフェクトワールド》？」

「はい！　とんでもない《知恵の実》です！　この《知恵の実》の、その恐るべき能力は──」

　残念ながらコウは、そのとんでもない《知恵の実》の恐るべき能力について聞くことはできなかった。虚こ空くうから秒速三八二メートルで飛ひ来らいして来た弾だん丸がんが、左耳の斜め上から脳内に侵しん入にゆうして来たからである。デリカシーなどかけらも持たない無ぶ骨こつな客は、すでに満員の頭ず蓋がい内に無む理りやり（秒速三八二メートル！）自らを押し込んでいき、急な侵入者に一気に内ない圧あつの高まった頭とう内ないは、次の瞬間破は裂れつして、




　コウは頭を失った。
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　無事に（？）観かん覧らん車しやから降り事務所に連れて行かれるコウとサクラを物もの陰かげから確認して、真ま嶋じまはため息をついた。

「全く人ひと騒さわがせなんだから……。コウ君って、悪あく魔まのミカタにならなくても、絶対普ふ通つうの人生送おくってないよね」

　言ってしまってから、はっとして洋よう平へいを見る。が、洋平はきょとん、としている。悪魔のミカタ、なんて知らない顔で。

　ほっとする真嶋の横で、

　今のは、と小鳥遊たかなしが呟つぶやく。

「今のコウの、派は手でなパフォーマンスは……」

「……え？」

「……コウを知っている者は──気づいたろうな、コウがこの遊園地に来ているのを」

　小鳥遊の言わんとするところに気づき、声を上げる真嶋。

「……まさか」

　……小鳥遊は笑って首を振った。

「……いや、……多分、私の考え過ぎだ」

　だがもしも……。

　悪魔のミカタ、

　それは人間の魂たましい──可能性を刈かる人間。

　真嶋は知っている。この世には、《知恵の実》という魔法のアイテムが存在する。超ちよう常じようの能力を持つそれは、人の力では叶かなえられない願いを叶える代わりにその人間の魂かのうせいを奪う。願いを叶えた瞬間、《知恵の実》は《契けい約やく完了魔ま力りよく》を発し、それを探たん知ちして初めて悪魔が現れる。魂を奪いに。それを代行する人間こそ悪魔のミカタ──コウは自分の夢を叶えるために、自ら悪魔のミカタになった。勿もち論ろん、全すべての人間が願いを叶えたからといって素直に魂を差し出すわけではない。中には《知恵の実》を使ったことを隠かくし、認めず、抵抗する人間がいる。そういう場合、悪魔はその人間と知恵比くらべをしなければならない。戦わなければならない。

　コウはすでに二度、そんな戦いを経験している。

　が、二度目のそれは少し違った。

　通常、《知恵の実》を手に入れた人間は、たとえ願いを叶かなえても実際に悪あく魔まが現れるまで悪魔の存在を知ることはない。悪魔と交わした契約は無む意識の下にしまいこまれ、目の前に悪魔が現れるまで思い出すことはない。それが通常のルール。だが、二度目のそれは違った。《知恵の実》を持った犯人は、初めから忘れていなかった。契約のことも、魂たましいを奪われるということも。それどころかコウが悪魔のミカタであることさえ知っていて、コウの命を直接狙ねらってきたのである。

　犯人はそれを、『夕日を連れた男』に教えてもらった、と言っていた。

『夕日を連れた男』──それは、

　コウの正体を知り、恐らく複数──他人に分け与えられるほど──の《知恵の実》を持つ存在にして、

　明確なる、コウの『敵』──

　しばらくして、

「あ」洋よう平へいの声。「コウさんが出てきました」

「……ではとりあえず、なぜあんなことをしたのか聞くとするか。事件性はないと思うが、一いち応おうな」

　歩き出す小鳥遊たかなしを、止める真ま嶋じま。

「……待って」

　小鳥遊も気づく。

「……おお」

　あ、と洋平が間ま抜ぬけな声を上げる。さらに解説までしてくれる。

「まさか、キスを……？」

　真嶋は目を逸そらした。

　──と。

「……あれ、コウさん？」

「まだキスしていないようだが……」

　真嶋は顔を上げ、コウがサクラから離れてこちら側に向かってくるのを見た。

「ちょっとちょっと！」

　慌あわてて小鳥遊と洋平を引っ張るが、コウはこちらに向かってきているのではなかった。ゲートの近く、サクラから見えない（でもこちらからは丸まる見みえの）インフォメーションブースの陰に入り、携帯を出す。

　聞こえてくるコウの声、

『だ、誰だ！　……俺ァ今、すんごい取り込み中なんだけど！』

「……どうやらアトリのようだな」

　アトリから？

「まさか、やっぱり事件？」

「分からん」

　黙だまって、コウの声に聞き耳を立てる。

　なんとも微笑ほほえましい会話。

　コウが律りち儀ぎにも小指を立てて指切りげんまんを歌い始めたのを見て、真ま嶋じまは思わず吹き出した（横では洋よう平へいが憮ぶ然ぜんとしている）。

　──が、

『──なんだと？』

　コウの顔と声の様よう子すに、戦せん慄りつが走る。

（やっぱり何か、あったんだ──）

「やはり何か、あったらしいな」

　小鳥遊たかなしの言葉に頷うなずいた瞬間、

　コウの声、

『《パーフェクトワールド》？』

　そして、




　ぼん、と、




　コウの頭が破は裂れつしたのを、真嶋ははっきり目もく撃げきした。







（……？）

　何が起きたかよく分からず、呆ぼう然ぜんとなる。宙に跳んだ携帯が地面に当たり、パキンと小こ気き味みのいい音を立てた。携帯のストラップについた蛙かえるの人形──コウは根ね付つけと言っていた──が地面に当たって、あたかも俺は携帯とは関係ない、とでも言うように外はずれて転がっていくのをまじまじと見る。

　しばらくして、

　ひゅうう、と喉のどの奥から風が吹き出す。

　それが悲鳴に変わろうとした瞬間、

「──なん、だと？」

　傍かたわらから息を吞のむ音。

　明らかに疑問を含んだ小鳥遊の声と洋平の息を吞む音をきっかけに、真嶋の虹こう彩さいが焦点を合わせ始め、視界の遠く──その光景を脳内に送り込んでくる。

「──あ、あ？」

　今の光景ほどではないが、それでもやっぱり見たくなかった光景に、真ま嶋じまはあっけにとられた。それは小鳥遊たかなしも、そして洋よう平へいも同じだろう。

　……どういうこと？

　コウ──たった今まで携帯で話をしていて、そして頭が吹っ飛んだ、ように見えたコウが遠くでサクラにキスをしている。

　思わずまんま、呟つぶやく。

「……どういうこと？」

「よく分からないが、言っていたな、《パーフェクトワールド》とか……」

　行くか、と小鳥遊。

　──頷うなずく真嶋。

　こうして事件は、始まった──




　　　　２




　コウは驚いた。

　キスをしようとした次の瞬間、こちらを見上げ目をつぶっていたはずのサクラの顔が後こう頭とう部ぶになっていたからだ。

（……？）

　ぎょっとしつつも初しよ志し貫かん徹てつ、サクラを振り向かせその表情に構わず唇を奪う。

　柔らかい感かん触しよくと、

（──よし！　任にん務む成功！）

　口こう内ないに広がる血の味わい──過去の事件の影響で、コウはキスをする度たび血の味を感じる。つまり、血の味こそキスの証明。本物ではない幻げん覚かく──幻げん味み？　を確かめ、安心して、コウは押しつけた唇を離した。あっけに取られて目を見開いているサクラの顔を目にして、急に気き恥はずかしいものを感じる。

「……コウ」

「……怒った？」

「ううん」

　頰ほおを染めた明るい笑顔。恥ずかしげに、

「ちょっとびっくりしただけ。気がつかなかったよ」

「気がつか……？」

　どういう意味か聞こうとして、

「……？」

　聞こえてきた拍手の音に振り返り、

「……！」

　絶ぜつ句くする。

「お、お前ら？」

「さすがコウ、早はや業わざだな。おめでとう、サクラ」にやにやしている小鳥遊たかなしに、

「どうも」複雑な表情の真ま嶋じま、

「……ども」さらに複雑な顔の洋よう平へい。

　拍手する小鳥遊を先頭に歩いてくる三人に、コウの顔がみるみる真っ赤になっていく。

「……み、見てたのか？」

「うむ。一部始し終じゆう全部丸まるごとしっかりとな」

　今や耳まで真っ赤にし、コウは三人を睨にらんだ。

「……な、……だ、な、大体ここで何やってんだよ！」小鳥遊を見て、口元を斜めに「……化粧してんの？　かわいいじゃん」

「デートだ」憮ぶ然ぜんと真嶋の肩を抱く小鳥遊。

「だからおめかしして当然だろう」

「ほう」

「ち、違……で、デートよ！」洋平の腕を引っ張り、真嶋。

「……へぇ」

「で、デートぉ？」ぎょっとする洋平。

「……ふ[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]ん？」

　あっがっごっ、と口くち籠ごもる洋平を面白そうにニヤニヤ眺ながめ、コウはうんうん頷うなずいた。

「そうか、デートか、ほう」

　サクラがニコニコ、コウの腕を摑つかむ。

「すごいね！　あのね、あたし達も今、ここで──」

　サクラのその言葉を、コウは最後まで聞くことはできなかった。突然吹ふいた質量を伴った褐かつ色しよくの突とつ風ぶうに、コウの身体からだは宙を舞い、──と思った瞬間には柔らかい何かにふんわり抱きかかえられていて、すっと地面に降ろされ、そのまま抱きしめられる。

　涙混まじりの歓喜の声、

「……コウ、コウ[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]！」

「……ジィ？」

　自分を抱きしめ泣きじゃくる褐かつ色しよくの肌はだをした少女に、コウは驚きよう嘆たんを通り越して諦てい観かんのため息をついた。

「……お前も見ていたのか」

「に、に、二度と……」涙を流して訴えるジィ。「私に、……あんなもの見せるな！」

「……へ？」

　ぱちぱちぱちと、四し方ほうから聞こえる拍手の音。顔を朱しゆに染めたまま、コウは辺りを見回した。周囲からわらわらと、思い思いの格好をした女の子達が集まってくる。さすがにコウも、これが普通の通りがかりの客だとは思わない。そうか、と頷うなずく。コウは知っている、ジィ・ニーも属している舞まい原ばる家の私し設せつ部隊──『黒くろ服ふく』の存在を。多分、こいつらは……畜ちく生しよう、イハナのやつ、何も言わないで……。

「おめでとう！」

「おめでとうございます！　サクラ様！」

　見知った顔に、大おお喜びで手を叩たたくサクラ。

「あれぇ？　みんなも来てたんだ！　みんなデートなの？」

「そうでぇす！」

　臆おく面めんもなく言ってのけ、一人が今回任にん務むの唯ゆい一いつの男おとこ手で、ホミンの手を摑つかんで前に押し出した。サクラの前に引っ張り出され、たくさんの女の子に囲まれて、ホミン（十八歳さい）はいや、いやあと頭を搔かいた。

　驚き、サクラ、

「うわ～、ホミンってモテるんだ！」

「……いや、なんと言うか……」照れるホミン。

　どれだけ大おお勢ぜいの人間にキスシーンを見られていたか悟さとり、憮ぶ然ぜんとして、コウはジィに抱きしめられたまま立ち上がり、言った。

「あーあー、みんなデートで、みんな幸せで何よりだ。どうせなら自分の幸せに浸ひたっていたらどうなんだ？　キスしたからって、一いち々いち『おめでとう』なんて言いに来る必要があるのか？　お前らなんだ？　おめでとう星から来たおめでとう星せい人じんか？　今なら拍手がサービスってか？」

　小鳥遊たかなしが頭を振った。

「まぁそう怒るな。実は……空くう腹ふくでな」

「……空腹？　……く、空腹と言ったんか？」

「そうだ、空腹。だからサクラ、おごってくれ」

「え？」

「キスした祝いというやつだ。ほら、あそこにホットドッグが売っている。いい匂においがするだろう？　こんなめでたい時だ、皆にも相しよう伴ばんしてやらないと」

「……うん、分かった！」

　コウに手を振り、屋や台たいに向かって歩き出すサクラ。

　小鳥遊が洋よう平へいを突く。

「ほら、お前も行かないか」

「……なんで俺が」

「お前何なん人にん分ぶんだと思っているんだ。それ全部サクラに持たせるつもりか。それでも男か」

「……う」

　小鳥遊たかなしの表情に、コウも言った。

「……洋よう平へい、頼む」

　コウの言葉にようやく──自分が追い払われているのは分かっているのだろうが──頷うなずいて、サクラの後を追う洋平。ジィ・ニーの部下も何人か後に付き従う。サクラたちが離れたのを見み届とどけ、コウは小鳥遊を見、尋たずねた。

「……何があった？」

「……やはり、覚えていないのか。いや……。

　分かっていることだけ言おう。堂どう島じまコウ、お前は一度、死んでいる」

「……何？」

「サクラにキスしようとして、──携帯が鳴ったのだろう──お前は場を外はずして携帯を取り出した。会話中、お前は何者かに狙そ撃げきされ、頭を吹っ飛ばされた。《パーフェクトワールド》という言葉を最後に残して、な」

「……なんだそりゃ、冗じよう談だんにしても面白くないぞ？　もう少し分かるように……」

「冗談だと、思うのか？」

　……コウは未いまだコウにしがみつき涙を流すジィを見た。そして真ま嶋じまを見た。視線を向けられ、狼ろう狽ばいする真嶋。コウに、そしてコウに抱きついて泣いているジィの姿に、

「……あ、あれ？」

　突然涙なみだが出てくるのを感じ、慌あわてて顔を背そむける。笑って、

「あれ？　あたし、……どうしたんだろ」

　……コウは小鳥遊に視線を戻した。優しく、ジィの頭を撫なでながら、促うながす。

「……それで？」

「そのままだ。お前は頭を吹き飛ばされ、ところが次の瞬間にはサクラのもとでキスをしていた。しかも何も覚えていない」

「……殺されて、生き返らせられた？」

（まさか）

（……死者を？）

「……」無言の小鳥遊。

　コウはジィを見た。「ジィ」と顔を上げさせて、

「狙撃、というのは確かか？」

「……ああ。射しや線せんから狙撃位い置ちを割り出し部下に行かせたが……」

「……弾たまは？」

「貫かん通つうし、地面に埋まっていた。鑑かん識しき部に持って行かせたから、後で結果が」

　小鳥遊が割り込んでくる。

「待て。鑑かん識しき部というのは、この遊園地の外か？」

「……ん？　ああ。舞まい原ばる邸だ」

「……それは、まずかったかもしらん」

「？　なぜだ？」

　小鳥遊たかなしは、──ポケットから新あら鷹たか神社特とく製せいのハーブスティックを取り出し、くわえた。これを嚙かんで染しみ出る味を味わいながら考え事をまとめるのが小鳥遊恕じよ宇うのスタイルである。くわえたハーブを揺らしつつ、

「コウ、お前の携帯を見せてくれ」

「ん、ああ。……あれ？」

　イハナから貰もらった蛙かえるの根ね付つけ（帯おび留どめ）がついていない。

「……落としたかな」

　と、小鳥遊がコウにその根付を差し出す。

「私が拾っておいた。それより、どうだ、通じるか？」

「……？　いや、ダメだ、アンテナが立ってない。……壊こわれた？」

「あたしのも」真ま嶋じまの声。

　小鳥遊を見るコウ、

「……これも《知恵の実》の力だって言うのか？」

「……分からん。が、その前にコウ、お前、時計は？」

「持ってるけど」

　ベルトにつけたチェーンから、懐かい中ちゆう時計を引っ張り出す。

「あ、こっちはちゃんと動いてる」

「何時何分だ？」

「一……十三時四十七分」

　え、と真嶋の声、

「あたしのは五十二分だけど」

　よし、と小鳥遊は頷うなずいた。コウに言う。

「ジィ、離れろ。コウ、あそこに門が見えるな？　『風の国』から外に出るゲートが」

「ああ」

「ゆっくり歩いてあそこに行き、そのまま出て、……急いで戻ってきてくれ」

「……なんで？」

「二度手で間まは面めん倒どうだ。戻ったら説明する」

　怪け訝げんに思いながらも、コウは歩き出した。なんだかんだ言いながら、小鳥遊の洞どう察さつ力は認めている。一体どういうことだろう、なんて考えて、でもすぐ思し考こうは新たな《知恵の実》に飛ぶ。《パーフェクトワールド》？　俺は、生き返ったのか？　まさか、もしかして……

　遠くなるコウの後うしろ姿すがたを眺ながめつつ、小鳥遊たかなしはジィに尋たずねた。

「部下は全部で何人いる？」

「私を入れて十三名。ここに六人、あとサクラ様に姿を見せられない者が二人、狙そ撃げき者を探しに行かせたのが三名、弾たまの鑑かん識しきと事件の連れん絡らくに舞まい原ばる邸に戻らせたのが一名──」

「……つまり、舞原邸との連絡が取れなくなっているのだな？」

「……ああ」

「無む線せん機きは？　携帯ではなく無線の」

「あるぞ。連絡は主にこれで行う」

　携帯ぐらいの大きさの、舞原オリジナル・トランシーバーを出す。

「各かく自じ一台持もっている」

「使えるか？」

「ああ。問題ない」

「……成なる程ほど」

　ピコピコとハーブを揺らし、言う。

「……つまりこういうことだな、携帯は使えないがトランシーバーは使え、……しかし外とは連絡が取れない、ってことは」

　青ざめて、真ま嶋じま、

「それって、もしかして……」

「そうだ、恐らく我われ々われは今、ここに」

　と、

「ねぇ！」

　サクラがたたっと駆け寄ってくる。ゲートに向かって歩いていくコウの姿に、

「コウ！　……ちょっと、コウ、どうしたの？」

　……帰っちゃうの？　と心配そうな声。

　答える小鳥遊、

「いや、すぐに戻ってくる。……だから早く、ホットドッグを」

　……いやダメだ、間に合うまい。

　ホットドッグ売り場では、洋よう平へいとジィの部下たちがこちらを見ている。しまったな、と小鳥遊は頭を振った。やはりサクラはともかく、洋平はごまかせそうにない。心配そうにコウの姿を目で追っているサクラの視線を自分の身体からだで遮さえぎって、

「ちょっと、邪じや魔ま」

「サクラ、後ろ」

　え、とサクラが言った瞬間、後ろから手が伸びてきてサクラをぐるっと振り向かせた。目を白黒させるサクラの唇を、温かい感かん触しよくが包み込む。

「──────？」

　先までゲートに向かっていたはずのコウがいきなり背はい後ごに現れ、またもキスされたことが分かり、訳が分からないながらもふにゅううとなるサクラ。顔を真っ赤に微笑ほほえむコウに、自分も微笑みを返す。そして、はっ、として小鳥遊たかなしを見る。照れたように、

「……分かってるよぅ。ホットドッグでしょ？　二回分でしょ？　ちゃんと分かってるんだから！」

　ホットドッグ売り場、今の光景をはっきり目もく撃げきしてあんぐり口を開けている洋よう平へいの元へ小走りに走っていく。その後うしろ姿すがたを見、ぼんやりと呼びかけるコウ。

「……サクラ？　おい、どこに……あれ？　うわぁ？」

　キスして、口こう内ないに広がる血の味に満足して、ふと気がつくと小鳥遊やら真ま嶋じまやらジィやらに囲まれているのに気づき、自分がどういう状況でサクラにキスしたのか理解して、

「……何？　何？　何？　どうして？　何だお前らいつの間に？　ここで何やってんだよ！　わ、なんだ小鳥遊、なんで化粧しているんだ？」

　思いっきり混乱しているコウに構わず、コウのポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して見、小鳥遊は皆に告げた。

「──十三時三十九分、恐らくこれが《知恵の実》の発動した時間だろう。その時間に《知恵の実》──《パーフェクトワールド》は発動し、

　我々はここに、この遊園地に閉じ込められた」
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　場の全員を代表し、口を開く真嶋。

「……と、閉じ込められたって……」

「見ての通りだ。我々はこの遊園地に閉じ込められ、もはや出ることはできない。何度あの門をくぐろうと、外には出られない。

　……例え死んでも、な」

「……そんな……」

　黙りこくる場の深しん刻こくな雰ふん囲い気きに、コウは頭を搔かいた。

「……一いつ体たい何の話だよ。俺にも分かるように説明してくれよ」

「いいか」

　と、もう一度コウに事情を説明し直している間に、ジィの元に狙そ撃げき者は発見できなかったとの連れん絡らくが入った。弾だん丸がんを舞まい原ばる邸に持ち帰ろうとした部下とも連絡を取り、やはりコウのように《知恵の実》の発動した時点に戻されていたことが分かる。

　小鳥遊のハーブが揺れる。

「それで、その弾だん丸がんは？」

　無む線せんで問いただし、ジィは答えた。

「……消えたそうだ」

「やはり」

「……どういうことだ？」

「置いてくることはできても持ってくることはできない、ということだ」

「……？」

「その部下が弾丸を置いていたら、まだそこにその弾丸はあるだろう。が、もし持っていたのなら、ゲートから外に出た瞬しゆん間かん弾丸は狙そ撃げき者のもとに戻る。《知恵の実》が発動した時点にな」

　真ま嶋じまが尋たずねる。

「よく分からないんだけど、結局これはどういう《知恵の実》なの？　コウ君を生き返らせたり、私達を遊園地に閉じ込めたり……」

「正確には、コウを生き返らせたわけではないよ」

　小鳥遊たかなしはコウの携帯を取った。ぶらんぶらんと揺れている蛙かえるの人形をハーブで指さし、

「落ちたショックで壊れた携帯は、コウのところ──《知恵の実》の発動した瞬間に戻された。が、外れて落ちただけで壊れていないこのストラップは、《知恵の実》の発動した瞬間に戻されずそこにそのまま転がっていた」

「……」

「頭を吹き飛ばされ、言わば致命的に存在が壊れたコウは、そのため《知恵の実》の発動した瞬間に戻された。また、この遊園地から出て言わば遊園地から存在が消えたコウもまた、《知恵の実》の発動した瞬間に戻された……」

　コウが続ける。

「……そうか、壊れる、イコール存在が消えることなら、……壊れて存在の消えた携帯は元に戻り、消えていない根ね付つけはそのまま転がった。死んだり、出て行ったりしてこの遊園地から存在の消えた俺は、再び元の存そん在ざい状態に戻された」

「そうだ、そして存在の『基き準じゆん状態』となるのが、《パーフェクトワールド》の発動した瞬間、というわけだ。この遊園地にある存在は、その存在が消えた瞬間『基準状態』に戻される。それは、逆に言えば発動した瞬間に存在しなかったものはそれ以降も存在できないということ──断定してもいいだろう、この《知恵の実》は発動した空間を外界から切り離し、発動した瞬間の『基準状態』を保つ、閉じた世界を作り出す《知恵の実》なのだ。まさに完璧パーフな世エクト界ワールドだな」

「……そんな、そんな《知恵の実》……」

　怯おびえたような真嶋の声に、場が静まり返る。前二回で使われた《知恵の実》も、凄すさまじい能力を持っていた。が、今回のこれはレベルが違う。凄まじ過ぎる。

「……じゃあ、あたしたちはずっとここに……、死ぬまで、そして死ぬ度たびに全すべてを忘れて、《知恵の実》が発動した時の状態に戻って……」

「……そんな事じ態たいにはさせませんよ」

　コウの言葉に、でも、と言いたくなるのを必死でこらえる真ま嶋じま。でも、その《知恵の実》の詳しい能力は勿もち論ろん、制約も、そもそもどんな形をしているのかさえ分からないのよ！　それなのに、一体どうすればいいのよ！　そう叫びたくなるのを、拳こぶしを握って必死で抑える。

「……とりあえず」

　真嶋の肩を抱いて、小鳥遊たかなしがみなを見回した。

「各かく自じで書しよ記きをしてくれ。今いま分かっていることを、自分達で書き出しておこう。何かある度たびに最初から、というのは辛つらいからな」

　首を振るコウ、

「……でも、メモ持っていても、基き準じゆん状態に戻されたらメモも消えるんだろ？」

「だから、どこかに置いて誰かに見張らせる。身につけていた物は──服や弾だん丸がんのように基準状態に戻るが、身から放しておけば、ストラップのようにそのままになる。自分の字なら、信用せざるを得ないだろ？」

　言いながら自分も手帳を取り出す。真嶋も取り出し、ページを破ってコウに渡した。バッグにペンを探しつつ、尋たずねる。

「今、分かっていることって？」

「……ま、全すべて推測だがな。発はつ動どう時間、《知恵の実》の名と能力。有効範はん囲いはおそらく、この遊園地内ない。狙そ撃げき者の存在、そして──」

　袋ふくろに一いつ杯ぱいのホットドッグを持ってこちらにやってくるサクラ（もっとも袋を持っているのは洋よう平へいだが）を見て、小鳥遊は口調を速めた。

「……コウ、これからお前はどうする？」

「決まってるだろ」口元を斜めに、「サクラとデートを楽しむ」

　ちょっ、といきりたった真嶋を制し、小鳥遊はジィに言った。

「よし、ジィ、コウにトランシーバーを、……意味ないか。誰か、コウをフォローする連れん絡らく係が二人いる。一人はコウの周囲に、一人はここに」

「うむ。……よし、ラルナルガル・スタン」

　ん、と少女が一人、前に出た。まだほんの子供（九歳さい）の頭をよしよしと撫なで、コウに尋たずねる。

「コウ、ラーナガーを覚えているな？」

「ああ、前回の事件の打ち上げで……確かに目立って分かりやすいけれど、大丈夫か？」

「この子なら適任だ、凄すごい記き憶おく力を持っているからな。ホミンはこの子の護ご衛えいに残れ」

　はい、と頷うなずくホミン（♂）。

「コウ周辺のフォローは、サクラ様の知らない者がいいだろう。……他には？」

　うむ、と場を仕切っていく小鳥遊たかなし。

「……十二人か、よし、まず、各ブロックのゲートに一人ずつ配置、客の様よう子すを押さえてできる限りパニックを防がせてくれ。……それと、何しろ大切なサクラ様のデートだ、この遊園地のことは調べてあるのだろう？」

「勿もち論ろんだ」

「よし、こちらの助けに二名欲ほしい。遊園地内ないの見取りを理解していて、電気と──爆ばく発はつ物ぶつに詳しい者が必要だ。大丈夫か？」

「勿論だ。我々『スタッフ』は、スペシャリストの集団だからな。……ミカル、リャン」

　ミカルと呼ばれた青い目の少女、リャンと呼ばれた日に焼けた少女がそれぞれ一歩、前に出る。

「よし。後は……ここはいいとして、《パーフェクトワールド》が発動した瞬間に君らがいた場所に連れん絡らく員いん一名と、……狙そ撃げき者がいた場所にも二名、……こんなところか」

「了りよう解かいだ」

　小鳥遊の要よう請せいに応こたえ部下にてきぱき指示を出していくジィ・ニー。

　コウは小鳥遊の手を取り、言った。

「惚ほれても、いい？」

「だめだ」にべもない。

　さらに何か言おうとしたところへ、真ま嶋じまが割り込んでくる。

「……本当に、こんな状況なのに、まだデートを続けるつもりなの？」

「はい」

「……信じられない、分かっているの？　閉じ込められて、狙撃までされて、こんな、こんなひどい状況で──」

　分かっているの？　とか言いながら、自分だって何なに言いたいのかよく分からない。上う手まく言えない。真嶋はもどかしさに唇を嚙かみ、コウを睨にらんだ。

「……分かるでしょ！　分かってよ！」

「……先せん輩ぱい」穏おだやかなコウの声。

「……何よ」

「……サクラを巻き込むわけにはいかない」

「……」

「だから俺は何事もなかったように、デートを続けます」

「……巻き込みたく、ないから？」

「はい」

　コウの後ろに、近づいてくるサクラの姿が見える。もうすぐそばに。

　真ま嶋じまは、……尋たずねた。

「……そんなに、サクラが好きなの？」

　無む言ごん。

「……お願い、教えて。サクラが好きなの？　もう、もう、その……」




「俺が好きなのは日ひ奈なです」




「……え」

「オフレコですよ？」

　コウは優しげな笑えみを浮かべた。

「……サクラを巻き込めば、もうイハナに助けて貰もらえなくなる。俺が悪あく魔まのミカタを続けるためには、イハナの協力が必要……だから俺は、デートを続ける」

「……それって」

「確かに今、俺は敵の攻こう撃げきを受けている。でもそいつが最後の敵ってわけじゃない。その後も、その後も、その後だって……だから。

　順序があるんです。俺が今いま戦うべきはそいつじゃない。……今の俺には、他に倒すべき敵が、いる」

「……じゃあ、さっきの……キスは」

　コウは笑った。そして言った。

「──先せん輩ぱいもどうです？」

　ばちん、と小こ気き味みいい音。

「──コウ？　ちょっと！」サクラの声。

　コウは口元を斜めに真嶋を見た。赤くなった頰ほおを押さえ、軽くお辞じ儀ぎし、振り返る。心配げに駆け寄ってくるサクラに応こたえ、歩き出す。サクラの後ろをえっちらおっちらしている洋よう平へいからホットドッグを二本受け取り、

「さぁサクちゃん、デートの続きといこう」

「え？　でも……」

「デートってのは、二人でするもんだろ？」

　そっか、そうだね、とサクラは頷うなずいた。じゃあね！　とみんなに声をかける。そして、真嶋を見る。真嶋は、なんか怖い顔をしてこちらを見ていた。今コウを叩たたいたばかりの手を握って。

　……何？　あの人──。

　サクラは無む表情にその顔を脳のう裏りに焼き付けると、促うながされるままコウと歩き出した。サクラを引っ張り、コウは洋平の隣となりを通り間ま際ぎわ、洋平の肩を叩たたいた。あっけにとられてコウと真嶋を見ていた洋平の肩を叩き、強く摑つかむ。そして言う。

「すまん」

「え？」

「巻き込む」

「……あの」

「先せん輩ぱいを、守れ」

　コウはそれだけ言い、洋よう平へいたちを後に残し、サクラと腕を組み歩いていった。
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「コウさん、一体どうしたんだ？」

　小鳥遊たかなしに詰め寄る洋平。

「あれは絶ぜつ対たい普通じゃない！」

「あいつはいつだって普通じゃない」

「……普通じゃなさ過ぎる！　いきなり頭撃うたれたり、突とつ然ぜん消えたり、突然現あらわれたり！」

　確かに普通じゃない、と吹き出す小鳥遊。ハーブをピコピコ、

「……関かかわるな、と言っても無む駄だだろうな」

「ああ！　当たり前だろ！　あのテンション、あんな昔のテンション──一いつ体たい何が起こっているんだ！」
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「……そうだな」

　口を開く小鳥遊たかなしを止めかけ、真ま嶋じまは躊ちゆう躇ちよした。もしも真嶋が洋よう平へいだったら、関わるな、なんて言われてもやっぱり納なつ得とくいかないだろう。でも……。

　真嶋を見、洋平を見て、小鳥遊が言う。

「……だったら今は、余よ計けいなことを考えるな。ただ、私に言われた通りにしてろ」

「……何だと？」

「事じ態たいはお前が思っている以上に逼ひつ迫ぱくしている。はっきり言って、お前に関わっている暇ひまはない。役に立てないなら引っ込んでいろ。役に立てるなら、おとなしく出番を待っていろ。どちらにしろ、全すべて終わってからコウが話してくれるだろうよ」

　洋平は何か言いたそうにしていたが、やがておとなしく引っ込んだ。

　ジィが尋たずねる。

「……それで、これからどうする？」

「……そうだな。とりあえず、動く。全員、まず持ち場についてくれ。指示はその都つ度ど、トランシーバーで出す」

　頼りなげに、ジィ、

「……できれば具体的に、何をすればいいか……」

「……今の段階では、待て、としか言えないが……そうだな、各かく自じ、心に留とめておいて欲しい。《パーフェクトワールド》がどんな姿を持つアイテムかは分からないが、──例えば《ピンホールショット》は殺す相手を写真に撮らねばならなかった。《インヴィジブルエア》は消す物体にガスを吹きかけなければならなかった。その傾向から言えば、《パーフェクトワールド》も有効範はん囲いであるこの遊園地をどうにかしてカバーしているはず。つまり《パーフェクトワールド》はそういうことができる姿をしている、と思う。それを各かく自じ心に留めて、この《知恵の実》の正体を考えてみてくれ」

「遊園地をカバー？」

　どんな方法で？　……しばし考え、真嶋は小さく呟つぶやいた。

「……あの、例えば、看板、とか……」

　……頷うなずく小鳥遊。

「……成なる程ほど、有効範囲を表す標ひよう識しきをかけるわけか。有りかもしれないな」

　ジィも頷いた。

「成程、そういうのを探すわけだな？」

　ホミンも口を出す。

「……あの、俺は多た分ぶん持ち運べるものだと思うんですが……」

　さらに頷く小鳥遊。

「……そうだな。時間的に言えば、狙そ撃げきした場所で発動させた可能性が高い。だがな」

　メモを取っているラルナルガルを見て、ため息をつく。

「……それこそ、メモにここの名前を書くだけでいい、という可能性もある。正直、今の段階では可能性があり過ぎる。だから今は待つしかない、情報が揃そろうのを。……ま、焦あせることはない、一つずつ順番に片付けていこう」

　真ま嶋じまが尋たずねる。

「……じゃあ、まずは、どうするの？」

「まずは……」傍かたわらに控ひかえるミカルを見、「遊園地内ないに詳しいのだろう？　電源室？　はどこにあるか分かるか。予よ備び電源──発電機があるような場所だ。遊園地ならあると思うのだが」

　はい、と頷うなずくミカル。

「集中制せい御ぎよ室、機械室は『闇やみの国』にあります」

「よし、まずはそこに行く。そこで確かめたいことがある」

「何？」

　さらに尋ねてくる真嶋に、小鳥遊たかなしは微笑ほほえんで答えた。

「この遊園地の動力です。話は移動しながらにしましょう。……ジィ、お前はどうする？」

「決まっている。私は犯人を探す」

　ちゃっ、と手に持った長なが物ものを揺らす。黒い布に包まれたその中身が真剣であることを、真嶋も小鳥遊も知っている。

「……お前は司し令れい塔とうだ、なるべく危険な真ま似ねはするな」

「分かっている」

　ちょっとどきどきしながら真嶋、

「あの、……小鳥遊、あたしと葉は切ぎり君は……」

「？　勿もち論ろん私と来て貰もらう。当然ではないか」

「そ、そうね」

　ほっとしたような、怖いような……。

「……それでは、……ああそうだ、もう一つ」

　小鳥遊は場を見渡し、味の消えたハーブをポケットにしまって言った。

「さっきも言った《知恵の実》の姿すがた形かたちだが、一つ、気に留めておいて欲しいことがある」

「……何だ？」とジィ。

「……推すい測そくだが、この《知恵の実》には発動から世界が閉じるまでにいくらかタイムラグがある」

「……どういうことだ？」

「《知恵の実》が発動したのはコウに電話が来る前──サクラとキスしようとしている時、それは間違いない。だが、コウはその後に電話を受けている」

　頷うなずくジィ、

「……そうか」

「狙そ撃げきのせいではっきりとは分からないが、発動してから世界が閉じるまでかなりのタイムラグがある、としか思えん。あるいは《パーフェクトワールド》に対する推理自じ体たいが間違っているのかもしれないが……その時はもう、どうしようもないな」

「……」

「だがもしもタイムラグがあるのだとすれば、それは《パーフェクトワールド》の姿アイ形テム部分に拠よるところが大きいと思う。《ピンホールショット》がカメラであるためまず写真を撮らなければならなかったように、《インヴィジブルエア》がスプレーであるためまず物体にガスを吹きつけなければならなかったように、《パーフェクトワールド》も何かであるためタイムラグが生じざるを得ない、のではないだろうか。断言はできないが……各かく自じ、一いち応おうそれを心に留めて《パーフェクトワールド》が何か考えてみてくれ。ラーナガー、いいか？　この《パーフェクトワールド》は次の物である可能性がある──一、遊園地全ぜん体たいをカバーできるもの、二、何かしらタイムラグを生しようじざるを得ないもの……」

　ん、と頷うなずきメモを取るラルナルガル。皆と一緒に頷きながら、真ま嶋じまはそっと、ため息をついた。小鳥遊たかなしは……凄すごい。頭の回転は勿もち論ろん、その行動力。小鳥遊だけじゃない、《部長》も、イハナも、そしてコウも……。

　──さっきの、コウ。

　あ、と真嶋は歯を食いしばった。なんか、涙が出てきそう。でもどうして？　コウが、あの外げ道どうがあまりにひどいから？　それともさっきの、あの狙そ撃げきがまだ尾を引いている？　それとも──自分でも分からないまま、真嶋は必死で涙をこらえた。畜ちく生しよう、と思う。一体いつから、あたしはこんなに弱く、なった？　どうしてこんなに泣きたく──畜生、畜生──。

　必死で我が慢まんする真嶋の肩を、

　ぐっ、と、摑つかんでくる手。

　無む理りやり振り向かされると同時に、

　いきなり奪われる、唇。

　──いきなりのキスにあっけに取られる真嶋をそれ以上にあっけに取られた表情で見て、コウは腰を抜かした。な、な、なんでサクラが真嶋先せん輩ぱいになってるんだ？　うわ、しかも真嶋先輩、わ、泣いちゃった？　そりゃそうだ、いきなりキスされたら誰だって──。

（──うわ！）

　口こう内ないに感じる血の味に、改めて真嶋とキスしてしまったことを確認し、コウはしどろもどろに弁明を開始した。

「い、いや、あれ？　あの、その、俺、と、とにかく──おお？」

　そこでやっと、自分が囲まれている事に気づく。……え？　ジィ・ニー？　あの子供は確かラーナガー、ホミンにリャンに、あれ？　洋よう平へい？　うわ、小鳥遊たかなしは化粧までして？　しかも肝かん心じんのサクラがいない。もうどうしようもない混乱に包まれ、情なさけない声を上げる。

「な、なん、な？　お前らぁ？」

　ため息、小鳥遊、

「……もう殺されたのかお前は……」

「……な、に？　おい、いや、あの……サクラは？　一いつ体たい何がどうしてどうなっているんだ？」

　トランシーバーを耳に当て、状況を確認するジィ。

「待て……サクラ様は今、『水の国』の降車場のトイレの前でコウが出てくるのを待っているそうだ。死体がすぐに消えたのではっきりとは分からないが、殺さつ害がい方法は『毒どく』らしい。……コースターから降りた時には、すでに死にかけていたようだが、何とかトイレまで持ちこたえ、そこで息いき絶たえた」

　きょとん、とコウ、

「……一いつ体たい何の話を……」

「ラーナガー」

　ジィに促うながされ、ラルナルガルは、ん、とコウにメモを見せた。まずコウの字を確認させ、次に自分が書いた物を渡す。先の小鳥遊の推理も付け加えてあるそれを見つつ、首を傾かしげるコウ。

「……え？　あの？」

「いいからコウ、早く行け。サクラを待たせるのはまずいんだろ？」

「……で、でも、サクラは？」

　嬉うれしそうに、コウの腕を取るジィ。

「『水の国』に行けば分かる。私も途中まで行こう」

　腕を組み、戸と惑まどっているコウを引っ張って、歩き出す。未いまだ混乱がありありと見えるコウの後ろ姿を眺ながめつつ、小鳥遊たかなしは新たなハーブを取り出し、言った。

「……どういうことだ？　一いち度ど目めは分かる。だが犯人はなぜ、さらにコウを狙うんだ？」

　一度目は分かる？　洋よう平へいは訳の分からないままに、自分なりに考えをまとめようとした。一いつ体たい何が起きているんだ？　死んだり、消えたり、いきなり現れてキスしまくっているコウがまず分からない。これがどういう事件なのか、それも全ぜん然ぜん分からない。なんでみんな、それほど驚いていないんだ？　こんな訳わけ分からない事件なのに、どうして普通にしているんだ？　そりゃ確かに取り乱すよりはずっといいけれど……だが洋平が一いち番ばん分からない（というか考えてしまう）のは、真ま嶋じまのことだった。洋平はさっきから、ずっと見ていた。真嶋が無む表情に小鳥遊の言葉を聞き、そして辛つらそうな表情になっていくのを。辛そうな表情はすぐに泣きそうな表情になった。いきなり現れたコウにキスされたら、ついに泣き出してしまった。

　そして今、泣きながら、笑っている。

　一体どうしたんだ？　この人は？

　泣き出した時には焦あせって、小鳥遊たかなしに（気づけ！　気づけ！　いいから早く気づいてどうにかしろ！）と必死でテレパシーを送ったが、今はどうにかしてやるべきなのかさえ分からない。全くもって洋よう平へいには女性のことが分からない。

　初めて洋平は、そういう自分に、

　苛いら立だちを覚えた。
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　こちらに向かってやってくる少年の姿に、『風の国』のメインチットアトラクション『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』の係員はド肝ぎもを抜かれた。彼のことは覚えていた。なぜならつい先せん刻こく、えらくやさぐれた表情でやってきてえらく厭えん世せい的な仕し草ぐさでゴンドラに乗り込み「ドラゴンスクリュー？　まんまプロレス技わざじゃん。次は四よんの字じ固がためかい？」なんて訳の分からないことを呟つぶやいていたからだ。横にあんなかわいい女の子を連れていてどうしてあんなに世を拗すねた顔をしているのだろう、と不ふ思し議ぎに思ったものである。少年は、まるで自分がこの世で最低の生物である、と思っているような顔をしていた。だから俺はこれに乗るんだ、とでも言うような顔をしていた。そうとも俺は最低さ、だからこいつに乗っていっそ死んじまおうと思う、とでも言っているようなその表情に、本当に乗せていいのだろうか、マシンを出していいものだろうかと迷まよったものである。

　だから彼は、その少年を覚えていた。

　その少年が、再びやって来る。

　驚きつつ、係員は頭の中で考えた。確かにこの遊園地はチットアトラクションのお陰で驚きよう異い的なスピードで園内を回ることができる。彼かれ自身も遊んでいるからそのことはよく知っている。……だが、どんなコースを使えばこんなに早く戻って来られるのか分からない。思いつかない。

　……こいつ、只ただ者ものではない。

　しかも隣となりには、さっきとは別の女の子を連れているし。しかもかわいいし。係員的には、さっきの子よりこちらの褐かつ色しよくの肌はだのオリエンタルな子の方が好みだった。そういう子を連れ、少年は再び『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』のゴンドラに乗り込んだ。『螺旋空間ドラゴンスクリュー』の、吊つり下げ式の座席に座りＵ型のハーネスと安全ベルトで身体からだをしっかり固定されながら、少年はふっ、と口元を歪ゆがめた。

「……ドラゴンスクリュー、なんて過去の技……」

　係員は、『かっ』となった。

　彼は、この全ぜん長ちよう千二百三十四メートルをわずか一分三十五秒で駆け抜けるインバーテッドコースターに愛着と誇りを持っていた。園えん的には『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』がメインの呼び物だが、彼はこの『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』こそが園えん内ない最さい高こう、いやさ国内最高のスリルを提供するアトラクションだと思っていた。

　──それを、

　過去の業わざだと？

　係員は笑った。……いや、確かにこの少年にはそう言う資格があるかもしれない。今まで、こんなに早く戻ってきてまたこいつに乗ってやろう、という客は確かにいなかった。係員本ほん人にんでさえ、『螺旋空間ドラゴンスクリュー』に続けて乗るのはさすがにきつい（無む理りではないが）。……認めよう、と係員は笑った。お前は確かに只ただ者ものではない。が、お前は知らないのだ、さっきの『螺旋空間ドラゴンスクリュー』は、設定を弱めにしてあった、ということを。はっきり言って『螺旋空間ドラゴンスクリュー』の本気はこんなものではない。あまりに強烈なスリルを生み出すため、これではお客がつかないと『螺旋空間ドラゴンスクリュー』は通常より弱めに設定してあるのだ。だが……。

　さっきとは別の女の子と乗り込んできた倣ごう岸がんな少年の身体からだをしっかりと吊つり下げ式のマシンに縛しばりつけ、係員は微笑ほほえみ、言った。

「……楽しんで、くださいね」

「あ？　……ありがとう」

　不ふ敵てきな笑えみに見送られ、

『螺旋空間ドラゴンスクリュー』は発進していった。
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「サク、ラ……」

　トイレの前でコウを待っていたサクラは、いきなり後ろから声をかけられ驚いた。

「……コウ？」

　よろよろと、コウがこちらに歩いてくる。

「あれ？　トイレじゃ……」

「……は……」

　残念ながらコウは、まともな言い訳はおろかまともな思し考こうさえできなかった。ここまで歩いてこれたこと自体、信じられない。一緒に乗っていたジィは気き絶ぜつした。不運にも同乗していた客のほとんどが失しつ神しんしていた。コウもほとんど気絶していたのを、ジィの部下──初しよ対たい面めん、名前はアクセラ──に引っ張り出されて訳も分からずここまでやって来たのである。

　もうろうとした頭にあるのは、二つだけ。

　メモの中身と、──自分のやるべきこと……。

　俺は殺された、そうだ。……が、本当に毒どくなのか？　今の『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』のせいじゃないのか？　だとしても俺は驚かないぞ？　なんて思いつつ、コウは駆け寄ってきたサクラを抱きしめた。驚くサクラ。サクラには悪いが、こんなのが二つ目で、後三つもこんなのが控ひかえているのだとしたら、もうここでしておかなければ後半もたないだろう。そんな気力はなくなるだろう。だから。

　ムードがなくて悪いけど。

　コウはサクラを抱きしめ、キスをした。血の味わいを感じ、

（よし、これで任にん務む完了──）

　コウはばったり気き絶ぜつした。
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「す、凄すごかったね」

　降車場の乾かん燥そう室で温風を浴び水に濡ぬれた服を乾かしながら、真ま嶋じまはげっそりしている洋よう平へいに微笑ほほえみかけた。尋たずねる。

「……大丈夫？」

「……平気です」とてもそうは思えない口調。

　笑いながら、小鳥遊たかなし、

「何でも脳の構こう造ぞう上、男の方が絶ぜつ叫きようマシンに弱いそうだ。だから気にすることはないぞ？」

「……平気だって言っているだろ」

　今、三人は『風の国』の『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』（ちなみにコウより二本遅おくれて乗った）、そして『水の国』の『急きゆう流りゆう空間ドラゴンスプラッシュ』を経へて『闇やみの国』にいた。『急流空間ドラゴンスプラッシュ』はいわゆるウォーターライド、どっぱーん！　と水の中に飛び込んでいくやつである。ちなみにこのメインチットアトラクションは、『水の国』で乗って『水の国』で降りる。降車場から外に出る通路が『水の国』から『闇の国』に出るようになっている。というわけで全ぜん編べん海にせり出したコース（凄すさまじく金がかかる！）からの時じ速そく四十キロの着水はなかなか爽そう快かい、さっきのはもう二度とごめんだがこれならもう一回乗のってもいいなぁ、それほど濡れないし、なんて思い、真嶋は口元を歪ゆがめた。もう一回？　このままなら、そう、乗る機会には事こと欠かかない。それこそ何度でも乗れる。そもそも出られないのだから。

　小鳥遊に、頷うなずいて見せる。

「もういいよ。行こうか」

「……あ？　うむ」

　ハーブをピコピコと、小鳥遊。

「よし、ではリャン、ミカル、頼む」

「はい。ええと──」

　コースをリャンにまかせて歩き出しながら、真ま嶋じまはハーブを不ふ規則に動かしている小鳥遊たかなしに尋たずねた。

「……何を考えているの？」

「ん？　……ああ、なぜ犯人はコウを狙そ撃げきしたのだろうと思ってな。一回目はともかく二回目は……不ふ可か解かいだ」

「……そう言えば聞こうと思っていたんだけど、なぜ、犯人はコウを殺そうとしているの？　この世界の中じゃ、……殺しても無む駄だなのは、分かっているのに」

「どうして無駄だと思う？」

「……だって、生き返るじゃない」

「だがそれは完全じゃない。失われるものが、ある」

「……何？」

「記き憶おくだよ」

　真嶋は少し考え、頷うなずいた。

「……そうか、記憶……発動後ごの記憶は消える」

「そう。ならば次に考えるべきことは、犯人はコウのどんな記憶を消したかったか、ということだ。あの短い間に、どんな記憶をコウが得たというのだろうか」

「あの短い間に……」

　コウがサクラにキスしようとした、そこが基き準じゆん状態なら、それから撃うたれるまでにあったことは……

「……電話？　電話の記き憶おく？」

「そう。そして電話の相手は、アトリと見てまず間違いない。ならばアトリは何のために、コウに電話してきたのだろうな……」

「──《契けい約やく完了魔ま力りよく》！」

　怪け訝げんそうな顔をして、それでも口は挟はさまず、しかししっかり聞き耳をたてている洋よう平へいを横よこ目めに、小鳥遊はハーブを揺らし答えた。

「アトリによると、争いを避けるために《契約完了魔力》は悪あく魔まの誰かが探たん知ちした瞬間に消えてしまうらしい。だから同じ魂たましいをめぐって、悪魔同どう士しで争うことはない。探知した悪魔だけがその魂を奪え、だから人間は、その悪魔をただ一度打うち負かせばいい。……コウが《契約完了魔力》を探知した、という記憶を忘れてしまえば、犯人はもはや魂を奪われることはない。だから、コウの記憶を消すために狙そ撃げきした、と考えれば、それなりに筋すじは通るのだが……」

　口ごもる小鳥遊に、真嶋は不ふ思し議ぎそうな顔。

「……何？　あたしには、筋が通っているように思うけど……」

「……私も、大おお方かたは正しい気がするのだが……、ならば二度目の攻撃は何のためだ？」

「それは……」

　確かに、おかしい。

　一度記き憶おくを消せば、二度も消す必要はない。

「我々の存在に気づいたなら、コウの記憶だけ消しても仕方ないことは分かっているはず。気づいてないなら、どうして更さらに殺そうとする？　……そこが、解げせん。ただやってみた、というだけのことなのか？　それとも……」

「……確かに、変ね」

　──沈ちん黙もく。

　しばらくして、後ろから洋よう平へいの声が聞こえた。

「……ちょっと、いいか？」

「ちょっとだぞ」

「……犯人？　その、敵に心当たりはあるのか？」

「……それは、多分」と真ま嶋じま。

「……誰とは言わんが」と小鳥遊たかなし。

　小鳥遊は歩きながら後ろを振り返り、さっき乗ったばかりの思い切り趣しゆ味みに走ったコースターのレールを眺ながめた。そして言う。

「ここを《パーフェクトワールド》に変えて、その時《契けい約やく完了魔ま力りよく》が発生したと言うなら……多た分ぶん犯人は、この遊園地が大好きで、しかし失うことになるかもしれない誰かさんだろうなぁ。……ベタベタだが」

　なぜか照れて、真嶋、

「あたしもそう思った。きっと、この遊園地をずっと続けるために……」

「……そいつを知っているんスか？」

「え？　ううん。……でも多分、ジィが探して……」

　ぎょっとして、真嶋を見る洋平。

「探すって……危なすぎる！　な、なんでそんな平気なんですか？」

「え？　なんでって」

「コウさんは、狙そ撃げきされたんスよ？　銃で撃うたれたんですよ？　つまり敵は銃を持っているんだ！　それも狙撃用の銃！　なのに、なんでそんなに平気でいるんですか？　まるで銃を持っているなんて当たり前のような──まさか、当たり前なんですか？」

　最後の台詞せりふは皮ひ肉にくではなく、本ほん気きで聞いている洋平。

　真嶋と小鳥遊は顔を見合わせた。

　銃や刀が普通に置いてある舞まい原ばる家と関かかわりあっているせいか不ふ思し議ぎに思うのを忘れていたが、確かに遊園地の関係者が狙撃用の銃を持ち、狙撃の腕があるというのは、おかしい。特に日ひ炉ろ理り坂ざかや和わ歌か丘おかのような、舞原家の息がかかっている土地で舞原家に知られることなくそうしたものを持ち込むのは──。

　前を走っていたミカルとリャンも、ぎょっとしてこちらを見ている。

「……サルの分ぶん際ざいで、いいところに気がついたな。……我々は、何か、とんでもない勘かん違ちがいをしていたかもしれない」

「……勘違い？」

「……変だとは、思っていたんだ……」

　小鳥遊たかなしはトランシーバーを取り出した。

「ジィ・ニー、応おう答とうしてくれ。……聞きたいことがある、どうぞオーヴア？」
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　気がつくと、コウは映画館？　にいた。前方にはなんとスクリーンが八はち分ぶん割かつ、それぞれ違う映像を映し出している。全部園えん内ない風景だが。

「大丈夫？　コウ」

　サクラの心配げな声に、笑って顔を上げ、尋たずねる。

「……俺は、どうして……」

「分からないよぅ……いきなり気き絶ぜつして……通りがかりの親切な人が、ここで休ませなさいって、運んでくれたの」

　……多分、ジィの部下だろう。コウは不安げにこちらを覗のぞきこんでくるサクラの頭をよしよし撫なでた。

「……ごめんな、せっかくのデートなのに」

「ううん。……それより、身体からだはいいの？　もう元気？　大丈夫？」

「ああ、大丈夫」

　コウは身体を起こし、伸びをした。ポケットを探り、メモの感かん触しよくを確かめる。

「……ちょっと、顔洗あらってくるから、待っててくれる？」

「うん」

　サクラを残し、トイレに向かう。個室に入り、メモを開く。信じ難がたい言葉の羅ら列れつをもう一度読み直し、考える。信じ難い話だが──

　信じざるを得まい。

　──《パーフェクトワールド》？

　閉じた世界を創つくる《知恵の実》？

　なんて能力──小鳥遊の推すい理り通りなら、もう誰もここから出ることはできない。出た瞬間、記き憶おくを消されて戻される。文字通り、死んでも出られない世界──

　思わず呟つぶやく。

「……俺はもう、二度も死んでいるのか」

「その通りだ」隣となりから声。

　ギョッとする間もなく、個室の上の隙すき間まから真白い髪をした少女が素すっ裸ばだかで滑り込んでくるのをぽかんとして眺ながめる。一いつ糸しまとわぬ姿で音もなく侵入してくると、少女はコウの喉のどを左手で押さえた。

　ぼそぼそと低い声が、コウの耳じ内ないに侵入してくる。

「聞きたいか？」

　──何？　と言ったつもりだったが、声は出ていなかった。ただ喉を押さえているだけで、少女はコウの声を消し去っている。

　更さらなる声が耳に届く。コウの耳だけに。

「──唇だけでいい。私は唇が読める。それより聞きたいか？　なぜ私が裸はだかなのか」

　──ああ。

「それはな、汚れないようにするためだ。次は私に聞かせろ。私は貴き様さまを狙そ撃げきし、その頭を吹っ飛ばした。にも関かかわらず貴様は生きている。私は解げ毒どく不能の毒どくを、貴様の血管に注入した。にも関わらず貴様は生きている。

　……貴様は一いつ体たい何者だ？」

　目を見開くコウ、

（……こいつは、《パーフェクトワールド》を知らない？）

（《パーフェクトワールド》の持ち主──犯人じゃない？）

　唇を動かして聞く。

　──そういうお前は、誰だ？

　口元を斜めにする少女、

「……答えないなら、それもいい。生き返るやつに拷ごう問もんしても効果があるとは思えんが……仕方ない、こうなれば、思いつく限りの手を試してみるだけだ」

　──へこたれない人だなぁ。

　ぐい、と近づいてくる顔に、コウは少女の瞳の色が左右違ちがうのに気がついた。右は茶色、左は黒──綺き麗れいな瞳。

　──綺麗な目……

「……そうやってお嬢じよう様をたぶらかしたのか？　……まぁいい、不ふ死じ身みの男、堂どう島じまコウ」

（……お嬢様？　たぶからした？　……こいつ、まさか……）

　コウは腹がちくっとするのを感じた。すうぅ、と、ああ、致命的に冷たい感かん触しよく。

「まずは四し肢しを切断してみよう。五体がバラバラになっても、堂島コウ、貴様は生き返れるのか？」

　成なる程ほど、汚れないためか。先の言葉の意味をようやく理解し、コウは口元を歪ゆがめた。そういうことか。でも、せっかく理解しても、忘れて──失ってしまうんだろうなぁ。せめて、せめてこの魅み力りよく的な瞳をした少女の姿だけは、しっかり覚えておきたいなぁ。色々な意味で。

　ぷっ、と音がし、

　自分の血が少女の長い白はく髪はつを染めるのを見て、

（……迫はく力りよくゥ）

　コウは闇やみへと沈んでいった。




　コウの死体が消えていくのを、いんは驚きの目で眺ながめていた。前二回は、ジィら『黒くろ服ふく』から逃れるために目もく撃げきできなかった現げん象しようを、まじまじと見る。心中呟つぶやく。

　──どういう仕掛けだ？

　いんは超ちよう自然、というものを信じていない。以前人じん狼ろうを自じ称しようする男と戦ったことがあり、確かにその男は驚きよう異い的な回復力を持っていたが、それでもいんはそいつを殺せたし、超自然を信じるにも到らなかった。（「私が分からないだけで、何か仕掛けがあるのだろうさ」）だからコウの不ふ死し性にも何か仕掛けがあるはずだと思っていた。が、これは──

　ただの仕掛けではない。

　凄すごい仕掛けだ。

　いんの身体からだを汚した、血までもが、消えていく──しばし戸と惑まどい、しかしすぐにできることを考え始めるいん。

（……これは、……消えているのか？　それとも何らかの方法でどこかに肉体を集め、再さい構成しているということなのか？　……ならば死ぬ前に、こちらから肉体を消してしまえばどうか？）

　──そう、

　倒せない敵などない。

　必ず何か、方法がある。

　遊園地内ないで溶よう解かい液えきを手に入れる方法があるか本気で考え始め、……くちゅん、とくしゃみをし、服を着に戻ろうとして、トイレの床に紙切れが落ちていることに気づく。

　……これは？

　見覚えのある文字──『スタッフ』の最さい年ねん少しよう、ラルナルガル・スタン、あの子の字──に、いんはメモを拾い上げ、読み始めた。
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　最初、ホミンはラルナルガルが何しているのか分からず、イヤホンで通信を聞きながら物もの陰かげからその光景を微笑ほほえましく眺ながめていた。よいしょよいしょと椅い子すを運び、高さを見、その上に立ったりしているラルナルガル。かわいいことしているなぁ、と思って見ていたホミンだったが、ふとラルナルガルが何をしているかに気づき、全身に鳥とり肌はだが立たつ。

　──あれはもしかして、身長を合わせようとしているのか？

　慌あわてて飛び出すホミン。

「ラーナガー、めっ！」

　びくっ、となるラルナルガルを押さえた瞬間、後ろからがしっと押さえられ、

　まさか、と思う間もなく、

　奪われる唇。

[image: ]

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁ？」

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ？」

　主しゆ君くんに対する秘めた思いから十八年守り続けてきたファースト・キスをよりにもよって主君を奪おうとしている男に奪われ絶望の悲鳴を上げるホミンと、キス──血の味を味わう間もなくいきなり上がった悲鳴にサクラが男になったことに気づき自分が男にキスしたことに気づいて血の絶ぜつ叫きようを上げるコウ。二人は世も末の絶望にのたうって崩れ落ちた。ホミンは地面に、コウはなぜか都つ合ごうよく置いてあった椅子にすとんと座り、そのまま白く燃え尽きた。その頃になってようやくホミンのイヤホンにコウが死んだ、との連れん絡らくが入ったが、遅い。

　混乱したままホミンを眺ながめる、コウ。

（こいつ、知ってる！　……確かホミン、前回の……だがなぜサクラが突然こんな男に？）

（一体……これって一体？　サクラは？）

　と、そこへ、

「……？」

　ん、と差し出されるメモ。

（……この子も知ってる。確かラルナルガル・スタン）

　書いた覚えのない、しかし確かに自分の字に目を見開いたコウに、差し出される別のメモとトランシーバー。

「……もしもし？」

『コウさんですか？　急いでこちらに来てください！　サクラ様が休きゆう憩けい館かんで待ちくたびれています！　早く！　どうぞ！』

　え、え、え、誰？　と訳わけ分からないまま立ち上がるコウ。トランシーバーを少女に返し、

「えと、ラーナガーちゃんだよね。久しぶり。……一いつ体たい何が起きているのか、分かるかな？」

　ん、と促うながすラルナルガル。指で向こうを指さす。早く行け、と言っている。コウはメモを見、取りあえず少女の頭を撫なでた。

「……分かった、じゃ、行く。じゃあ。……そうだ、そいつに」

　倒れこんでいるホミンを見、

「……お大事に、って言っといてくれ」

　コウが走っていくのを見送って、ラルナルガルはいまだ崩れ落ちているホミンをげしげし蹴けり始めた。
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　再び、いや違う、三度現あらわれた少年に、『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』の係員はまさしく畏い怖ふを感じた。

　少年はメモを読みながら、しかし確実にこちらに近づいてくる。

　まさか、

　またも乗るつもりなのか？　これに。

　ずんずんと、近づいてくる少年。

　今度は一人、近くに女の子の姿はない。

　こいつは……。

　ああ、やはりこちらにやってくる──

　ついに、係員にチットを見せる少年。驚きに身を震わせ、これでもう三つ目のフラグを渡しながら、係員は聞かずにはいられなかった。

「……乗るのか？」

　……ああ、と答える少年。

　ならばもはや、止めるまい──。

　係員は、黙だまって少年を吊つり下げマシンに固定した。次に乗り込もうとする客を手で制す。文句を言おうとした客だったが、係員の表情に何かを感じたのだろう、黙って引き下がった。八人乗りのマシンにその少年ただ一人だけを乗せ、係員は最後にもう一度、少年に尋たずねた。

「本当に、いいんだな？」

「……？　ああ」

「……何が君を、そうさせる？」

「……待っている人が、いるんだ」

　係員を見上げ、微笑ほほえんで言う少年の、

「だから、超ちよう特急で──」

　こちらを見上げる笑顔の、なんとまぶしいことか──。

　──超特急？

　くっ、と思わず目め頭がしらを押さえ、係員は制せい御ぎよ室に入った。少年──いや、Ｕ字ハーネスを握りしめ、ただ前だけを見み据すえる漢おとこに心の中でエールを送り、調整レベルを『弱』から『通常』を超え『強』に入れる。通マニアのために用意されたレベルだが、『通常』があまりに凄すきまじ過ぎるため封ふう印いんされた脅きよう威いのレベル。彼は一度、それに乗ったことがある。しかしその時のことを、他人に語ったことはない。あまりの体験に、記き憶おくが飛んでしまったのだ。それほどのレベルに今、彼かれ以外の人間が、乗ろうとしている──。

　係員はそっと、握り拳こぶしをつくった。

　心の中で、呟つぶやく。

　行けよ、少年──いや、漢おとこ。

　俺は君を、忘れない──

　──ぴぃーっと音を立て、ゴンドラが助走のための巻き上げを開始した──
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『闇やみの国』は屋おく内ない系アトラクションが中心のエリアのため、小鳥遊たかなし達はその大部分を走り回らなければならなかった。ちなみに『緑の国』は家族で楽しめるアトラクション、『風の国』は絶ぜつ叫きようマシン、『水の国』は風と緑の半はん々はん、といった感じになっている。西洋風ふうお化け屋や敷しき『風に向かい立つ家』の前を通り過ぎながら、最近オカルトに興味がある真ま嶋じまは後で行ければいいなぁ、なんて思ったりした。思って、（「……後で？　後でって？」）自分の余よ裕ゆう？　に吹き出したりした。もしもここを出られたら、もう二度と来ない、なんて言わない。絶対に、意い地じでももう一度来きてやる、なんて訳の分からない意地を張ったりしてみた。……でも、今度は純じゆん粋すいに、楽しみに来たい。入園料等などは高めだが、ここはなかなか面白いものが揃そろっている（だからと言って永久にいたいとは思わないが）。きっと園長は、遊園地が大好きな人なのだろう。だからこんなお金のかかった趣味に走った遊園地を作ったのだろう。でも、どんなに好きでも、どれほど時間とお金と情熱を傾けようとも、現実は同情してはくれない。

　現実は、そう、変えられない。

　この遊園地は失敗し、いずれは潰つぶれ、取り壊される──

　それが、現実。

　ならそれを覆くつがえすものは……。

「やっぱり、犯人はこの遊園地の関係者じゃないかなぁ」

　横でトランシーバーを耳に当てている小鳥遊たかなしに尋たずねる。

「それだとしっくり来るんだけど……」

　しっ、と唇に指を当てる。小鳥遊。

　黙だまる、真ま嶋じま。

　小鳥遊は目をつぶり、耳を澄ませるようにしている。

　しばらくして目を開け、真嶋を見る。上うえ方向を指差して、

「……先せん輩ばい、この曲」

「え？」……曲？

「……これで四つのエリアを全すべて回ったが、『風の国』『水の国』『闇やみの国』──全すべて同じ曲が流れているような気がする。テーマの違う三つのエリアで同じＢＧＭ、というのは普通のことなのか？」

「……」

「しかもこの曲、朝の、『緑の国』では流れていなかった気がするのだが……」

　口を挟はさむ洋よう平へい。

「ああ、流れていなかった。あそこでは人の悲鳴しか聞こえなかった」

「……今は、どうだろうな」

「……！」息を吞のむ真嶋。

　──遊園地中じゆうに、この音楽が流れているということは──

　小鳥遊はトランシーバーに口を当てた。

「……レギ、聞こえるか？　『緑の国』のＢＧＭは？　流れている？　……悪いが他のエリアと聞き比べて連れん絡らくをくれ」

『緑の国』にいる『黒くろ服ふく』に指示を出し、小鳥遊は前方を見た。今いま三人は建物の前で、リャンとミカルが戻るのを待っている。周囲には遊園地の従業員が何人かいて、何事かと不安げにこちらを見ている。

　ジィから連れん絡らくが入る。

『……小鳥遊たかなし、コウがまた、殺された』

「またか。状況は？」

『分からん。なかなか出てこないから見に行ってみたら、姿が消えていたそうだ。もしやと思い連絡したら、やはり、基き準じゆん状態に戻っていた』

「……気がつかなかったわけだ」

『ああ。……コウを張っているアクセラは、黒くろ服ふくでも実じつ戦せん経験のあるキャリアスタッフだ。……その護ご衛えいを簡単に抜け、コウを殺している──お前の言う通り、犯人は素人しろうとではないだろう。そして、あるいは確かに、サクラ様の眼めに届かない場所を選んでいるのかもしれない。だが、……やはり私には、舞まい原ばる家内部の者が犯人だとは思えない』

「コウとサクラが結ばれるのを快く思わない誰かの仕し業わざ、という可能性は、ないか？」

　逡しゆん巡じゆんの後、

『……確かに黒服の中には、……その、違った意味でお嬢じよう様方を慕したっている者がいる。特に『ライン』は……しかし』

　トランシーバーを震わせる、ジィの声。

『……いや、だからこそ、お嬢様の意い向こうに逆さからう者がいるとは思えない。お嬢様は昨日、皆を集めて直じき々じきに頼まれたのだ。二人のことをお願いします、と。そんなお嬢様の意志を無む視ししてまでコウの命を狙う者なんて……』

「その時、その場にいなかった者は？」

『いない』

「……」

　ハーブをくわえ直し、考え込む小鳥遊。

『大体、我々だってその辺に抜かりはない。コウのデートが決まってから、念のため、私のチームが調べてみたが、不ふ審しんな動きをしていた者はいなかった。何の準備もなしにこんなこと、不可能だろう？　違うか？』

「……不審な動き……」

　ふと、こちらを見ていた真ま嶋じまと視線が合い、

「先せん輩ぱい」

「何？」

「……置いてあったのは、緑色の封筒だと言っていたな」

「うん」

「……ジィ、そう言えば、先輩の家にこの遊園地の券を届けた者がいるんだが」

『ああ、知っている。みん殿だ。コウとサクラ様がデートするのが面白くないから邪じや魔まして欲しくてそんなことをした、とイハナ様に白状して怒られていた。今日は一日自じ室しつ謹きん慎しんしている』

「私も、そんなところだろうと決め付けていたのだが……」

　ちょっと待って、と口を挟はさむ真ま嶋じま。

「……だったらどうして、そう言ってくれなかったのよ。ずっと心配してたのに」

「だってチャンスではないか。先せん輩ぱいとデートする」

　睨にらんでくる真嶋を無む視しし、

「……それは、なぜばれたんだ？」

『みん殿の夜遅くの外出記き録ろくをイハナ様が問いただしたら、白はく状じようした』

「……では、その場面を見ていたものがいるわけではないのだな？」

『……どういう意味だ』

「……あるいはそれは、目くらましだったのかもしれない。真嶋先輩の家に行っていたと見せかけて本当は別の誰かと会っていた、というのはどうだ？」

『……』

「そう考えれば、わざわざイハナ愛あい用ようの緑色の封筒を残していった理由が分かる。そこに行った、という分かり易やすい証しよう拠こを残した、というわけだ。封筒は別の誰かにこっそり届けさせ、自分は別の誰かと会っていた──そういう可能性は？」

『それは……』口ごもるジィ。

『……しかし、いや、あのみん殿が、お嬢様の頼みを無視してまで誰かを雇やとう、なんてことをするとは思えん。例え自分で手を下さなくても、それは同じことだろうが』

「……頼んでいない、としたら？」

『何？』

「みんのことは知っている。あれは詭き弁べんを弄ろうするやつだ。……誰かいないか？　みんがイハナの望みに反するようなことを頼まなくても、話しただけで、その話を聞いただけで察して行動してくれるようなやつが……。……私はそいつも、思い浮かべられるのだがな。みんと双そう璧へきを成す舞まい原ばる家の看板を」

『……彼女は今、日本にはいない』

「ああ、知っている。だからこそ好こう都つ合ごうだと思わないか？　一日あれば帰ってくるのは……」

　小鳥遊たかなしとジィの会話を聞きながら、真嶋は不ふ思し議ぎに思った。どうして小鳥遊は、こんなに舞原家のことに詳しいのだろう。大体、舞原家って何？　『スタッフ』とか『ライン』とか、刀を持っていたり銃を撃うったり……。物もの心ごころついた時から、舞原家のことは知っていた。舞原、それは日ひ炉ろ理り坂ざかを統すべる者。それを疑問に思ったことはない。疑問に思う者などいない。みんなが隠かくしているだけで、他の土地もこんなものなのだろう、と真嶋は心で思っている。……でも一体、それはなぜ？　お金持ちだから？　権力者だから？　今まではそう思っていた。けど……何かが違う気がする……。

『だが！』ジィの叫ぶような声。

『私はあいつを知っている！　いんは、悪あく魔まのアイテムに頼るような者ではない！』

「ああ、分かっている。恐らく……待て」

　リャンとミカルが、建物の中から戻って来るのが見えた。遊園地の関係者が寄って来るのを手で制し、小鳥遊たかなしに報告してくる。

「……やはり、発はつ電でん機きは壊されていました」

「壊されて、って」と真ま嶋じま、「……発電できないってこと？」

「逆です。発電を止められなくなっているのです。この十分で三回、オーバーヒートを起こして壊れ、その都つ度ど元に──『壊れて電気を流しっ放し』の状態に戻りました。……その間、電流の中断はありません」

「そうか」

　小鳥遊はトランシーバーを口に当てた。

「聞いていたか？　ジィ。間違いない、敵はまず発電機を壊して『発電しっ放し』の状態にし、それを基き準じゆん状態に《パーフェクトワールド》を発動させた。──つまりその時、犯人はここにいた」

『……』

「ここからコウの狙そ撃げきは不可能──つまり、ここには二種類の敵がいる。《パーフェクトワールド》を持った犯人とコウを狙撃した犯人の、二者がな。そして」

　小鳥遊はミカル──爆ばく弾だん処理の技能を持つ黒くろ服ふくを見た。

　頷うなずくミカル。

　小鳥遊はため息、

「……やはり、か。よく聞け、ジィ」

『なんだ？　まだ悪いニュースがあるのか』

「ここには、爆ばく弾だんが仕掛けられている」

『……なんだと？』

「そしてそれは、恐らくここだけではない。この遊園地全ぜん域いきを覆おおう形で、要よう所しよに爆弾が仕掛けられているはずだ。……我々は、敵に待ち構えられていた。準備万ばん端たん整った敵の巣すの中に、我我は入り込んでしまったのだ」

　つまり、敵は知っていたということだ、コウがここに来る、ということを。そしてその事実が示すものは──小鳥遊はそれを口にはしなかった。今いま考えるべきはそれではない。今考えるべきは、恐らく爆弾が仕掛けられしかも逃げ場のないこの《閉じバーフた世エクト界ワールド》を、どうやって打ち破るか、ということ──。

　沈ちん黙もくの支配する中、

　小鳥遊たかなしはハーブを取り替え、……真ま嶋じまを見た。この日ひ奈なによく似た面おも影かげを持つ少女にも、今がどれほどの状況かはよく分かっているだろう。──それでも、泣きもせず、拳こぶしを握り歯を食いしばり、小鳥遊を見返してくる。

　小鳥遊は、……微笑ほほえんだ。

（──先せん輩ぱい、あなたは自分が役に立たない、そう思っているのだろうな）

（私が言うわけにはいかない。人は誰でも、いつか自分で気づかなければいけない。けれど）

（……それだけで、充じゆう分ぶんなんだよ、本当は……）

「……な、何よ」

　小鳥遊に見つめられ赤くなる真ま嶋じま。

「いや、かわいいなぁと思って」

「……日奈さんに似て？」

　ふ、と笑いトランシーバーに戻る。

「……まぁ、悪いニュースばかりではない。いいニュースもあるぞ」

『なんだ？』

「どうやらこのバーフ世エクト界ワールドでは、電流のようなものは単たん体たいとしての存在は認められていないようだな。だから恐らく発はつ電でん機きを止めれば、基き準じゆん状態では動いていたとしても、園内のアトラクションは動かなくなる」

『……アトラクションを止められないよう、発電機を壊して電流が流れっ放しになるようにしたということか？』

「……近いが違う。この世界では存在は壊せない。壊しても基準状態に戻るだけ。そんな世界で、それでも電流を止められるのを怖れるのはなぜだ？」

『……？』

「分からんか？　電流の止まらない状態を基準状態にしたということは、この世界を存続させるためには電力が必要だということだ」

『……！』息を吞のむ音。

　そうだ、と小鳥遊は頷うなずいた。

「この《知恵の実》は電力を必要とする──だから発電機を壊して発電を止められないようにしたのだ。つまりこの園内にあって電力を必要とし、恐らくスイッチを切れないように細さい工くしてあるもの、それが今回の《パーフェクトワールド》の姿だ」

　ようやく立ち上がり、呟つぶやく真嶋、

「……電力を必要として、……しかも遊園地内ないをカバーできるもの……」

　いいタイミングでレギから、『緑の国』にも他のエリアと同じＢＧＭが流れているという報告が入る。

　小鳥遊はリャン、ミカル、そして真嶋と洋よう平へいを順に見回した。

「……全すべては推測だが、賭かける価値あるチャンスだ。急ごう。……さあ、ミカル、リャン、

　このＢＧＭは、どこから流されているんだ？」
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『水の国』から『闇やみの国』へのメインチットアトラクション『急きゆう流りゆう空間ドラゴンスプラッシュ』を経へて、ようやくサクラの機き嫌げんがよくなり始めてコウはほっとした。

　さっきまで、かなり機嫌が悪かったのである。

　それは、恐らくコウが何度も倒れているせいもあるだろうが、さっきしたキスのせいもあるだろう。もはや口にするのもおぞましい『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』の、約二秒間の０Ｇ状態から一気に特攻とつこむコークスクリュー三連発により失しつ神しんしたコウは、ジィの部下（名はアクセラ）によって休きゆう憩けい館かんまで運ばれて、サクラが探しに来るまで倒れていたのである。心配して頰ほおをぺちぺちしてくるサクラに目覚めたコウがまずしたことは、キスだった。記き憶おくがそこまで跳とんでいたのだ。ああそうだ俺はキスしなければ、と行動したのはいいが、状況も分からず足あし腰こしもまだ立たないまま思い切りキスしたために、歯ががつんとぶつかって無ぶ様ざまなキスになってしまった。口の中に広がる血の味に満足したコウだったが、それは幻げん覚かくの味ではなく、本当にサクラの唇を切ってしまっていたのである。涙なみだ目めでこちらを睨にらんでくるサクラを見て、ああ、このまま死んでしまいたいと思ったがこういう時に限って犯人は来ず殺されず、コウも逃げるわけにはいかず、何とか機嫌を取り取りここまでやってきたのだった。

　その間に、色いろ々いろ分かった。

　どうやら《パーフェクトワールド》を持つ犯はん人にん以外に、もう一人コウを狙う敵がいるらしいこと。しかもそいつは、まだ断だん定ていはできないがどうやら舞まい原ばる家の『黒くろ服ふく』らしい。

　そして、

　この遊園地内ないには、爆ばく弾だんが仕掛けられているらしいこと──

「……小鳥遊たかなしさんは、どうやら予測していたようです」

　と、風船売りバルーンベンダーに変へん装そうしたアクセラはサクラに風船を渡し、コウにはこっそり新たなメモを渡しながら囁つぶやいた。

「コウさんの『《契けい約やく完了魔ま力りよく》を探たん知ちした』という記き憶おくを奪っても、他に仲間がいて教え直したら意味がない、仲間ごと同時に一気に殺すことを、当とう然ぜん犯人は考えているだろう、と」

　逃げ場のない中に、爆弾──

（……どうやら敵は、俺が直じかに《契約完了魔力》を受け取っていると思っているらしい……）

（敵……『夕日を連れた男』は、アトリのことを知らない？）

（なのに俺のことは、知っている？）

　……どういうことだ……？

「……ね、コウ！」

「え？」

　サクラがふくれてこちらを見ているのに気づき、慌あわてて意識を戻す。

「あ、何？」

「……もう」ふてくされるサクラ。

「……『急きゆう流りゆう空間ドラゴンスプラッシュ』はどうだった？　って聞いたの！」

「ああ、うん。楽しかった。キャメルパックって言うの？　あのラクダの背中みたいに上がったり下がったりのコースが、お尻しりがむずむずしてきて気持ち良かった。コースが海に出るのも良かった。最後に水ン中に飛び込むのも爽そう快かいだった。あれならまた乗りたいなぁ。……でも」

「……でも？」

「あの……ら、らせ、ら、ら……」

「……『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』？」

　そのおぞましき名に、顔をしかめるコウ。

「……そのなんたらには、お願い、もう、……絶対、絶対乗のりたくない。あれは絶対人ひとが死んでる。それを園くにが隠かくしている。俺には分かる、そこには巨きよ悪あくの臭いがぷんぷんする」

「……あれからしばらく、おかしかったもんね、コウ」

「……ごめん」

「ううん。……でも大丈夫かな、『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』は」

「ここまで来たら、乗らいでか」

　腰の『チットホルダ』を開く。

「結けつ構こうこれも嬉うれしいしね。……あと二つで、『ドラゴンスレイヤー』。絶対、絶対手てに入れよう！」

「おー！」

「……で、次に乗るのは」

「うん、次は『暗あん黒こく空間ドラゴンボイス』なんだけど、その前に、あたし……」

　目の前の洋館を指差し、サクラは微笑ほほえんだ。

「ここに入りたい！」

　西洋風ふうお化け屋や敷しき──『風に向かい立つ家』。

　──お化け屋敷？

　コウは口元を斜めにした。

　暗あん殺さつ者に狙われている身としては、ここは……

　……恐怖スリルがあるのは間違いない。
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　椅い子すの上に立って堂どう島じまコウを待っているラルナルガルをインフォメーションブースの物もの陰かげから眺ながめながら、ホミンはため息をついた。そして思った。……堂島コウ？　あんななよっとした、何なに考えているのか分からないようなやつのどこがいいんだ？　考えてみれば恐ろしい男だ。イハナ様にサクラ様、さっきの様よう子すを見るとどうやらあの真ま嶋じまという少女、さらにはジィ・ニー副ふく隊長まであの男に惚ほれているとか。そして今はラルナルガル。……もっともまだ九歳さいのラルナルガルに、恋が分かるとはホミンは思わない。多分、あこがれているだけだろう、いわゆる『恋に恋する』というやつだ、うん。実際、ほとんど女性ばかりの『黒くろ服ふく』にとって、お嬢じように認められているコウは偶像アイドルにぴったりな存在だというだけだろう。本当は誰でもいいのだ、ホミンだって『黒服』の中ではもてる。ただ男だというだけで。逆にそれがプレッシャーになってしまう。……やはり、ほぼ女性というのが問題なのだ、あんな変な男にあこがれる者が出てくるし、別な道に進む者も出てくるし──特に『ライン』は。とにかく、やはり女性ばかりというのがいけないのだ、もっと男を増やして貰もらうよう頼んでみよう──そう思った瞬間さっきのキスを思い出し、ホミンはげー、となった。うう、気持ち悪い。……いっそ死んでしまおうかな、そうすればこの記き憶おくを消して生き返れる──なんて人として間違った思し考こうを読んだかのように、

　ちゃっ、と、

　首くび筋すじに当てられる、銃じゆう口こうの感かん触しよく。

「──動くなよ、ホミン」

　聞き間ま違ちがえるはずもない、よく知った声。

　そんな、まさか、本当に──

「……いん隊長？」

「……どうやら、あのメモは本気らしいな。ここに、堂島コウは戻るのだな？　死ぬ度たびに」ため息、「《知恵の実》……か。《ピンホールショット》といい、《インヴィジブルエア》といい…………科学の進歩とは凄すさまじいものだな」

　あくまで超ちよう自然を認めないいんだった。

「……いつ、日本に……」

「ああ、昨日な。お嬢様を驚かそうと思ってこっそり戻ったのだが、なぜか遊園地に行きたくなってな。それで来てみると、なんと？　お嬢様が変な男に襲おそわれているではないか、こいつは許せん！　と、いうわけだ」

「……そんな無む茶ちやな」

「無茶ではない、私は見た。あの男は観かん覧らん車しやの中で、お嬢様を辱はずかしめようとした。……あの男は、必ず殺す。殺してやる」

「……お嬢じよう様に、逆さからうのですか？　イハナ様の意い向こうを……」

「それこそ信じ難がたいな。私の知っているお嬢様が、そんなことを許すとは思えん。連れん絡らくして確かめようとしたのだが」ホミンのトランシーバーを耳に当て、「残念だが連絡が取れん。こうなっては、『スタッフ』の隊長として自分の責任で行動するより他はない」

「お嬢様は、……許さないでしょう」

「構わん」

　表情を変えずにいんは笑った。

「……私が隊長なのは、ただ従うだけの人形ではないからだ。責任は自らで負う。……お前はどうだ？」

「……え？」

「あんな男に、お嬢様を奪われてもいいのか？」

「……」

　口ごもるホミンのポケットを探り、新たなメモを見つけ出す。

「……ふむ、私の存在を知られたか。……なるほど……ふむ、……小鳥遊たかなしか」

　小鳥遊恕じよ宇う──黒くろ服ふくではないが、イハナ様に『従うこと』しかできないジィ・ニーなどより遥かに強きよう敵てき。いんはメモの内容を暗あん記きし、ホミンのポケットに戻した。

「爆ばく弾だん……どうやらコウを生いけ捕どるよりも、まずサクラ様の安全確保が先だな。……悪いがホミン、お前とラルナにはしばらく眠っていてもらうぞ？」

「いん隊ッ……」

　がつん、と音がして、次の瞬間失しつ神しんするホミン。トランシーバーを奪い、いんはインフォメーションブースの陰を出た。いんの姿を認め、ラルナルガルは一瞬嬉うれしそうな顔をしたが、すぐに表情を引き締めた。状況は理解できているらしい。小鳥遊が余よ計けいなことに気がつかなければもっと楽だったのに、と、かわいいものに目のないいんはラルナルガルを怖がらせることを心中悲かなしく思いながら近づいていく。ラルナルガルが手を動かした瞬間、腰に下げた拳けん銃じゆう『西ざい虎こ』が火を吹いてトランシーバーを弾はじき飛ばす。腰に吊つり下げたままの早はや撃うちは、しかし狙いが正確──これがいんの実力。

　──大丈夫、しばらく眠っていてもらうだけだから──そう呟つぶやいて、いんはラルナルガルに近づいていった。
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『風に向かい立つ家』は、好みが分かれるところであろう──仕掛けのインパクトではなく雰ふん囲い気きで怖がらせるブースだった。ポルターガイスト現象が起きて三つの家族を不幸にした、という背景のあるこの家を訪れる者は、まず音がないことに驚かされる。静せい謐ひつに満ちたその空間では、足音が、何かを呼ぶ。自分の立てる衣きぬ擦ずれの音が、目の前の角の暗がりに何かを立たせる。凄すさまじい仕掛けがあるわけではない。絶ぜつ叫きようや、チェーンソーを持った男が突とつ然ぜん現れ嚇おどかしてくるわけでもない。ただ、皿からテーブルに落ちた目め玉だま焼やきが何かを想そう起きさせるだけ。テーブルに突き立っている二本のフォークが、何かを感じさせるだけ。ダイニングに入ると、不ふ自然な形に集まった椅い子すの群れがある。通り過ぎ──ふと、後ろでかちっ、と音がする。振り返ると、椅子が一つだけ、向きをこちらに変えている？　はっきりと覚えているなら幸いだ。だがもしもよく覚えていなかったなら、次の瞬間から、あなたは疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれるだろう。……あの椅子、こんなに近かったっけ？　もっと離れていなかったっけ？　顔を戻すと、あなたは何かが違うのに気づく。あなたが後ろを見ている間に、何かが変わってしまったことに──だがそれが何かは分からない。なぜなら考えている間に、再びかちっ、と音がするからだ。振り向いたあなたの目には見えるだろう、今やそこにある全すべての椅子が、あなたの方に向いているのを──

　それが、この『風に向かい立つ家』なのである。

　──命の危険を感じ全ぜん感覚が鋭びん敏かんになっているコウにとって、ここはまさしく恐怖の家だった。ほとんど全すべての仕掛けに引っかかり飛び上がるコウを見ているサクラにとって、ここはまさしくエンターテインメント、楽しくて仕方がなかった。腕にしがみついてくるコウの頭をよしよしと撫なで、サクラが言う。

「意い外がい……コウって結けつ構こう、怖がりなんだね」

「俺は……別に」

　いや、暗あん殺さつ者を警けい戒かいしている、ということを差し引いても確かに怖い。コウはポリポリ頭を搔かいた。

「……ま、確かに苦にが手てだわな」

　悪あく魔まは平気なんだけど、と心の中で呟つぶやいて一人でうけてみたりして。

「サクラは平気？」

「うん。うちの蔵くらの方がずっと凄すごいよー！」

　サクラのうちの蔵には絶対に入るまい、と心中誓ちかい、言う。

「……とにかく、早く出よう。白髪しらがになる前に」

「……えー？　もう少しいたいなぁ」

　……今の台詞せりふ、年でなる白髪と恐怖でなる（というけど本当だろうか）白髪をかけているのだが、サクラは分かったろうか。いや分かっていないだろうなぁ、とコウは悲しくなった。イハナなら分かるんだろうけど。でも例え分かっても、イハナは笑ってくんないし。本当に似ていない双ふた子ごだな……

　結局襲しゆう撃げき者のないまま、

（やっぱり、サクラと一緒だからだろうか）

　屋や敷しきを出る。出るとすぐに、ウサギの格好をした受付がコウとサクラに風船を返してくれた。返す間ま際ぎわ、ウサギはコウに近寄ってそのかわいらしい格好にそぐわない凶きよう暴ぼうな『爪つめ』をコウのわき腹ばらにぶっ刺した。低い声が耳じ朶だを打つ。

「……待たせたな、堂どう島じまコウ。ようやく準備が整ったよ」

「……お前」

「先に行って待っていてくれ。私もすぐに行く。……とは言っても、君は覚えていないわけだけどな」

「……お前が」

　急速に広がる濡ぬれた感かん触しよくに吐き気を覚え、コウはウサギに囁ささやいた。

「《パーフェクトワールド》で、今回夢ゆめを叶かなえたやつか？」

　抑えられた笑い声。

「……そうだなぁ、後で白状してやるよ。お前が全すべてを忘れた後でな」

「その言葉、忘れるな？」

「ああ私は忘れない。だが君はどうだろうな」

　遠くから、

「──おい、お前！」

　アクセラの声。風船売うりから一般人の姿になっている。ウサギはトトトと駆け出した。コウのもとに駆け寄り、その状態をひと目で見て取りウサギを追おうとするアクセラを必死で止めるコウ。

　手を振り払おうとするアクセラ、

「コウさん、済まないけど今は」

「ダメだ」必死で摑つかむ。

「……コウさん、あなたは、もう」

「……分かっている、だから、俺を、トイレに連れて行け……」

　目で、サクラを指さす。サクラはきょとんとこちらを見ている。ウサギと話をしていた、としか思っていないだろう。刺された場所は死し角かくだし。でも動けば血ち溜だまりがばれる。コウは傷を押さえ、アクセラで隠かくしてサクラに言った。

「……ごめん、俺、トイレ」

　またぁ？　という顔のサクラ。

　すぐに心配そうになり、

「ひょっとして、お腹壊こわしているんじゃないの？」

　そう、まさにお腹を壊しているんだ、と、コウは一人でうけて笑った。

　笑顔を見せる。

「……とにかく、……この人に連れて行っ……て、もらうから、暗あん黒こく、なん……たら、の、ところで、待っていて……」

「……うん」

　不ふ機き嫌げんそうに、でも素直に歩いていくサクラ。……そう、サクラは素す直なお。コウは笑った。できればそのまま素直に歩いて、こちらを、お願い、振り向かないで……

「……堂どう島じま、コウ、さん」

　アクセラの声。

　コウは笑って、言った。

「……やばい、死にそ」

「……あなたは……笑顔だ」

「あ、ほら、サクラが見てる。……手を振って……」

　サクラの姿が視界から消えた。

　激げき痛つうが、激しくなる。

　それは不ふ思し議ぎな感かん触しよくだった。

　凄すさまじい痛みの塊かたまりが腹はらからどんどんせり上がってくる感じ。

　一ひと際きわ激痛が高まり、

「……コウさん！」

　コウは笑顔のまま失しつ神しんし、そのまま事こと切きれた。
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「落ち着け、ラルナ。ちょっと眠っていてもらうだけだから」

　暴れるラルナルガルを抱き上げ、気き絶ぜつさせようとしたいんの背後を誰かが取った。それは物もの心ごころついた頃から今まで誰にも背後を取られたことのないいんにとってかなり屈くつ辱じよく的てきなことだったが、しかし意に介かいする暇ひまはなかった。

　それ以上に屈辱的な出来事が、いんを襲おそったからである。

　いきなり振り向かされ、

　唇を奪われて、

　頭の中が真っ白になる。

「……あ」

　──視覚がようやく、コウをとらえる──

（……こいつ今、何をした？　このいんに、何をした？）

　唇に残る何か当てているような感触に、いんは自分でも信じられないような声と単語を一緒に出した。

「──ちかん！」

　──痴ち漢かん？

　もっともそう言われても仕方がない。コウはもうどうしていいか分からずに、瞳の色の違いが分かるほどに顔を近づけたまま、白い髪の少女を見ていた。……綺き麗れいな目、色が違う瞳をただ並べて置いただけで、こんなにも綺麗に見えるのか……。彼女は、どう控ひかえめに見てもサクラではない。サクラとは似ても似つかない。サクラとキスしようとしていたはずなのに、なぜ？　口こう内ないに確かに広がる血の幻げん味みが彼女にキスしてしまったことを証明している以上、これは幻げん覚かくではなく、したがって痴漢呼よばわりも仕方ない。

　でも──

　コウは上ずり声を上げた。

「ま、待って！　俺は確かにとんでもないことをした、しちゃった。それは認める。痴漢呼ばわりも仕方ない。……でも」両手を上げて、「命までは……」

　コウの首に銃じゆう口こうを突きつけ、いんも上ずり声を上げる。

「……そうか、記き憶おくがないのか、一いつ体たい誰に殺されたのか知らないが……おのれ」

「……へ？」

「……まぁいい、手間が省はぶけた。だがな、今のキスは高くついたぞ？」

「……いや、あの、落ち着いて……？」

　つっぅ、と、いんは銃口でコウの顎あごをなぞった。別になぶっているわけではない。致ち命めい的な傷を負わさずにコウを植物人間に変える絶ぜつ好こうなポイントを探しているだけである。殺す必要はない、再さい起き不能ぎりぎりに生かしておけばいい。そうして、あとはその《パーフェクトワールド》とやらを見つけ出せば──

「……！」

　殺さつ気きを感じ、いんはコウを盾たてに身み構がまえた。

「……誰だ？」

　物もの陰かげから現れる、褐かつ色しよくの影かげ。

　酷こく薄はくな声が響ひびく。

「……見み下さげたぞ、いん。詭き弁べんを弄ろうしてお嬢じよう様に逆さからうとはな。コウを、……離せ」

「……ほう。『鳥から羽すば』はどうした？」

「貴き様さまごときにはこいつで充じゆう分ぶんだ」

　すぅ、と前回事件《インヴィジブルエア》で駄だ目めにした『鳥羽』に代わる新たな相あい棒ぼう『黒こく王おう』を鞘さや走ばしらせ、ジィ・ニーはいんを睨にらんだ。

「今日こそ雌し雄ゆうを決してやる。行くぞ、いん！」

　ふん、と笑い、いんはジィの後ろ、ラルナルガルを見た。目に涙を浮かべこちらのことを睨にらんでいる幼い少女の、その手にはトランシーバー。……しまった、私としたことが、あのキスのせいでラルナに注意するのを失しつ念ねんした。これで、『黒くろ服ふく』全員に知られたか。

　まぁいい。まだいくらでもやりようはある。

　いんはコウを抱えたまま、愛あい銃じゆう『東とう龍りゆう』を抜き出した。
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「……いけないな」

　放送室の壁に寄りかかりトランシーバーを聞いていた小鳥遊たかなしが呟つぶやいた。

「……え？」と真ま嶋じま。

　小鳥遊は首を振り、放送室を経由して遊園地内ないの全エリアにＢＧＭを流し続けているＭＤコンポを眺ながめた。コンポを調べているリャンとミカルに尋たずねる。

「……どうだ？」

　答えるミカル、

「ダメです。やはり巧こう妙みように壊してあります。再生メディア──ＭＤは抜き取れません。スイッチも切れません。この音楽を止めるには、壊す以外に手はありません」

　しかし、壊せば元に戻る。結局は止められない。

　尋たずねる真嶋、

「だったら、どこかでケーブルを断ち切るとか……」

「無む理りです。試してみましたが、すぐに元に戻ります。……敵はそこまでしっかり考えている。……これといい、爆ばく弾だんといい、用意周しゆう到とうなやつです」

　壁に寄りかかるのをやめ、小鳥遊、

「その敵がついに現れたらしい。コウがまた、殺された。それもいんではなく《パーフェクトワールド》を使った男に」

「……それって」

「ああ。今まで何をしていたか分からんが、いよいよ準備が完了したのだろう。……だがなぜ、わざわざ殺した？　目的は……」

　小鳥遊の言葉を聞きながら、真嶋は気が遠くなるのを感じた。思わずよろけるのを、洋よう平へいが慌あわてて押さえる。

　……幾つか見つけた爆弾には、リモコンによる起き爆ばく装置がついていた。勿もち論ろん現げん装そう備びでは解かい除じよは不可能。準備が済んだというのなら、敵はすぐにでもコウとその仲間全員の記き憶おくを消すために起爆装置を作動させるだろう。

　そうなれば、

　遊園地中じゆうが爆発し、

　真嶋達は《パーフェクトワールド》の記憶をなくしてしまう。全すべてを忘れ、敵のことなど気づきもせずに、永遠にここで遊び続けることになる。この悪質な敵の手の上で──

　ここから出ることは勿もち論ろん、

　死ぬことさえできずに、永遠に──

（そんな、そんな──）

　パニックになるのを必死で抑える。こらえる。でも、涙なみだ声ごえは抑えられない。

「……たか、な、し……」

　小鳥遊たかなしは、微笑ほほえんだ。

「……大丈夫」

「……でも」

「……普通なら、勝ち目のない《知恵の実》だったかもしれない。だが今回は運が良かった。様さま々ざまな偶ぐう然ぜんが、我々を助けてくれている」

「……え？」

「我々にはまだ、賭かけられるチャンスが残っているんだ」

　まじまじと、小鳥遊の顔を見る真ま嶋じま。

「……チャンスって？」

「《知恵の実》の能力のお陰で敵が傲ごう慢まんになっていること、そして電話と狙そ撃げきのお陰で、タイムラグに気づいたことだ。もはや我々は、このチャンスに賭けるしかない。……先せん輩ぱい、あなたと……」洋よう平へいを見、「葉は切ぎり、お前の助けが必要だ」

「小鳥遊」

「……まかせろ。何をすればいい？」

「……ミカル、リャン、こっちに来てくれ」

　──全員に、説明する小鳥遊。

「……そんな……本当に賭けよ？　上う手まくいかなかったら」

「その時はその時だ。それより……時間があまりない。急いでくれ」

　小鳥遊の合図に、動き出す四人。

　小鳥遊は一人、外に出て行く。

「あれ、小鳥遊、どこに行くの？」

「私は、……残念だが、コウを助けにいかなければなるまいな」

「……コウを？」

「ジィだけではあいつには勝てまい。……先輩、後は頼むぞ。私がいなくても、大丈夫だな？」

「……それは、でも……」

「大丈夫。葉切、しっかりな」

「ああ」

　外に出て行く小鳥遊たかなしを見て、

（……え？　コウを助けに？　今コウは──）

　真ま嶋じまはようやく、小鳥遊がしようとしていることに気がついた。慌あわてて後を追う真嶋とその後を追う洋よう平へい。外に出て、二人は、

　胸にナイフの突き立った、小鳥遊の姿を見る。

　死体はたちまち消えたが、その姿は目に焼きついて消えなかった。真嶋はその場に崩れ落ちた。……分かっている、小鳥遊は死んだわけではない。基き準じゆん状態に戻っただけだ。恐らくそこにはジィ・ニーの部下が待っていて、小鳥遊にこれまでのことを伝える手て筈はずができているのだろう。……分かっている。時間がないこの状況で、小鳥遊は、小こ鳥とりの遊あそぶ恕宇やさしいところという世にも優しい名を持つ少女は、自分にできるもっとも素す早ばやい手段を選んだだけだ。

　なんという、行動力と決断力──

（こんな世界の……こんな状況の中で）

（ううん、違う。こんな状況だからこそ）

　あっさりと、それができる、

　小鳥遊は、凄すごい。

　そして、正しい。

　でも、間違っている。

　そして小鳥遊に、そんな決断をさせたのは──

（……パーフェクトワールドッ！）

「……先せん輩ばい」

　おそるおそる肩を叩たたく洋よう平へいの手を握り、真嶋は立ち上がった。口元を斜めに、まるで独り言のように、言う。

「……前にね、イハナに言われたの。……これは、コウの『私用』だって」

「……？」

「コウにも言われた。これは私用だから、最後は自分で決めろって」

「……」

「そうだ……敵は自分で決めなきゃ。戦う理由は、自分で見つけなきゃ、でなければ、きっと最後までやれない。他人のためじゃ、最後までいけない……やっと分かった、あたしはコウのためじゃなく、自分の意志でやらなければならないんだ」

「先輩」

「──小鳥遊は、凄いよ。でも、間違っている。生き返られるから死んでもいいなんて、絶対に間違っている。そんな風ふうに思わせるなら、その世界が間違っている。そんなやり方を選ばせる、世界の方が間違っている！　そんな世界を創つくるなら、──この《知恵の実》はあたしの敵だ！」

　この《知恵の実》は許せない、

　だから、あたしは──屈くつ服ぷくしない、絶対に、意い地じでも──

　真ま嶋じまは洋よう平へいを見た。敵を認めたその瞳に、もう絶望の色はない。

「……さぁ、急ごう、──葉は切ぎり君」

「……はい」

　洋平は真嶋を、かっこいいと思った。そしてそれは、この男が思いつく最高の賛さん辞じでもあった。
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　ジィ・ニーの技の真しん骨こつ頂ちようは、抜ばつ刀とう術にある。それが分かっているから、いんはコウをほっぽりたくて仕方なかった。別にジィの居い合あいが怖くてコウを盾たてにしているわけではない、だからそう思われたくない──とはいえコウを放すのもためらわれる。コウを抱えたままでは勝てない、と思われるのがしゃくだから。要するに、いんは余よ裕ゆうが有りまくりだったのである。そう、ジィの剣は素直すぎる。次どう動くか、どこを狙うか簡単に分かる。だがまぁ、ジィが刀による近接戦せん闘とう術を身につけていたのにはいんも素直に感心していた。通常刀かたなと言うものは中距離において用いる武器である。が、今ジィといん──そしてコウ──の戦せん闘とうにおいて、三人の身体からだは最高で十センチも離れない。傍はた目めから見ればコウに身体をくっつけて周囲をぐるぐる回っているようにしか見えない、だがその裏では、実に高度な戦闘が行われている。

　……問題は、

　いんが付き合ってやっているから高度な戦闘になっている、ということ。

　片かた刃ばの特性を活かし、峰みねを使って棒のように刀を身体に滑らせて攻撃してくるジィ。首を、背中を手足を支点にフラフープのように──もっとも向こうは輪だがこちらは線──刀を巡らし、考えつかない角度から攻撃してくる剣けん先さきを、しかし難なんなくかわすいん。今や柄えを握ることなく、遠心力と筋肉の動きだけで剣を身体中からバトンのように走らせて、しかも完かん璧ぺきにそれを制せい御ぎよしているジィの技は、それを支える努力は確かに凄すごい。どれほど修行したのだろう、ジィが興こう奮ふんするにつれ褐かつ色しよくの肌はだに赤い線が浮いてくるのを眺ながめ、ジィの、女の子の、修行によりかわいそうなくらいに醜みにくく固まった小こ指ゆびを眺め、いんは心中ため息をついた。ジィ・ニー、お前はかわいいよ。そういうお前は嫌いじゃない。……だが問題は、それが任務において何の役にも立たないことだ。遠くからなら銃、近くならナイフ、実戦において中距離戦せん闘とうなんてあってはならないものなのに、お前は刀に固こ執しつする。それなりに銃もナイフも使えるのに、お前は刀に固執する。だがお前の持つ刀は、隠かくして持ち運ぶことさえできない。結局お前は役に立たない、だから『スタッフ』において、ジィ・ニーは副ふく隊長なのだ。現場で役立つわけでなく、ただいんの指令を部下に伝えるための存在。──いや、だからこそ、余よ計けいに剣に固執しているのかもしれないが。

[image: ]

　ジィの首から離れた剣が、コウの首を支点に回転する。目の前に迫った剣けん先さきをいんがスウェーで避けた瞬間、ジィは己の頭で剣を押す。剣先が突き出されるが、すでにそこにいんはいない。コウの股また下したに足から入り身体からだを滑らせジィの足元を蹴けっ飛ばすいん。体勢を崩したジィは、コウの首で回転を続ける刃やいばを口で受け止めコウの肩に手を当てジャンプ、コウの肩に逆立ちに乗った。そこしか逃げ場はなかった。すぐに真ま下したのいんの姿を見極め、飛び降りようとした瞬間──、

　ぐらり、とコウの身体が揺れる。

　いんが股下からコウの右足をはらったのだ。

　崩れる軸じくに慌あわててバランスを取るジィ。平へい衡こうを取り戻し降りようとした瞬間、またもコウの身体が揺れてジィのバランスを崩す。

（──しまった！）

　今や、コウの足は左足しか地面に着いていなかった。右足は無む理りやり曲げられ、いんの手によって支えられている。いんが自らコウの右足となり、コウとジィの体重を支えているのだ。伝わってくる身体の動きから、いんはジィの動きを読む。ジィがコウの肩から降りようとした瞬間、バランスを崩して機を外はずし、降りられないようにする。無理して落ちれば格好の標ひよう的てき──さぁ、どうする？

　──左足だけで立つコウと、その股また下したに寝ね転ころんだいん、そしてコウの肩の上で逆立ちのまま、降りられないジィ……。

　一見は、膠こう着ちやく状態、だが実は……。

　いんは抜いていた拳けん銃じゆう『東とう龍りゆう』を片手でしまい、『西ざい虎こ』を抜いた。『東龍』はわざと銃じゆう口こうを歪ゆがめてあるため精せい密みつな射しや撃げきには向かない。ジィに怪け我がはさせたくない。下から、ゆっくりと『西虎』の銃口をコウに向け、言う。

「……さぁ、チェックメイトだ、ジィ。もうお前にはどうすることも……おっと」

　ジィの口から落ちてきた刀をあっさりとかわす。もっともジィだって、それが当たるとは思っていない。隙すきが生まれないか試してみただけだ。が、やはり無む駄だだった。降りようとした瞬間、バランスを崩され降りられなくなる。後はこのまま機を窺うかがうか、致ち命めい的な隙が生じるのを承知で落ちてみるか……ジィの思し考こうを読み、片手は二人分の体重を支え、片手はコウを狙いつつ、いんは笑った。

「……無駄なことはよせ。もう終わり、私の勝ち……わ、こら、よせ！　汚い！　往おう生じよう際ぎわの悪い！　あー、もう！」

　ぺぺぺぺぺぺっと唾つばを吐き散らしてくるジィに構わず（それでも隙ができないのはさすが）コウに狙いを定めるいん。

「何、すぐ終わる。……おっと、動くなよラルナ」

　コウに狙いを定めながらもジィの動き、そしてラルナルガルの動きまで把は握あくしている、これがいんの実力。

　が、

「……よし、そこまでだ」

　その声が聞こえた時には、さすがに緊きん張ちようが走る。

　油ゆ断だんなくジィの動きを感じながら、いんは顔を上げ、声の主ぬしを見た。

「……お前」

「……久しぶりだな、いん。いつ帰った？」

「……お前」目を丸くして、「どうした？　化粧などして。かわいいじゃないか」

「うん、かわいい」とコウ。

「……ありがとう」憮ぶ然ぜんとした表情で、

　物もの陰かげから歩いてきた小鳥遊たかなしは、ゆっくりとコウに銃を向けた。
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「眼がん福ぷくだな」と小鳥遊の声。「こんな珍ちん妙みような光景、いまだかつて見たことがない。……コウ、どこまで把握している？」

　──把握？

　コウは己の状況を考えた。股また下したには女の子が寝ね転ころんでこちらを銃で狙っていて、肩の上では女の子が逆さか立だちしていて、しかも友人（化粧をしている！）に銃じゆう口こうを向けられているこの状況を、どこまで把握しているかって？

「……とりあえず、その、まずサクラにキスしたら、サクラが突然この人になって、怒って俺を撃うとうとして、するといきなりジィが現れこの人に切りかかって、俺の周りでぐるぐる戦って、気づいたらお前は化粧をしていて俺に銃を向けている。……一体なんだ？　何がどうしてどうなっているんだ？」

「お前は幸せ者だということだ。……さて、いん」

　小鳥遊たかなしはコウと話している間も、全くいんから視線を外はずしていない。

　低い声で、いんが言う。

「……どうする？　小鳥遊、この状況」

「とりあえずコウを撃ち、その状況を打だ破はする」

「友達を、撃てるのか？」

「この状況なら撃てるさ。もっとも、そいつが今日何なん回かい女の子とキスしたか考えると、この状況でなくとも撃ちたくなるが」

「……撃って、そしてどうする？」

「お前次し第だいだ。お前も今の状況は分かっているのだろう？　お前がするべきことを教えてやろうか？　まず、サクラの安全確かく保ほ。例え生き返るとしても、爆発に巻き込みたくはないだろう？」

「……」

「……そして、コウの生いけ捕どり──殺せないなら、生きたまま廃はい人じんにしてやればいい。そうして態勢を整えた後、《パーフェクトワールド》を発動させた者を見つける。──だが言っておく、この状況は、《知恵比くらべ》に打ち勝ち悪あく魔まのミカタとなったコウにしか打だ破はできない」

「試してみるさ」

　不ふ敵てきに笑ういんに、小鳥遊も笑った。

「……なら、好きにするといい。……だが、物事には順番がある。お前がまず、するべきことはなんだ？　もし今、お前がコウを廃人にしても、私がコウを殺せばまた生き返り元に戻る。それは分かるな？」

「……」

「……よく考えろ。物事には順番が、優ゆう先せん順位がある。この状況で、まずお前がするべきことは、なんだ？」

　ふ、と力が抜け、次の瞬間バランスを崩して倒れるコウ。その上に（「ぐえっ」）華か麗れいに降り立つジィ。だが、その下にいんの姿はない。

　いんはコウとジィに背を向け、小鳥遊たかなしに向かい立った。

「……まず私がするべきことは、一刻も早くサクラ様の安全を確保することだ」

「ほう」

「……行かせてくれるか？」

「……残念ながらそうはいかない。……コウ、お前は行け。急げ、時間はあまり残っていない」

　放られるトランシーバーを、訳が分からないまま受け取るコウ。『コウさん！　コウさん！』と、誰か知らない人間が焦あせっている声が聞こえる。けれど。

「行け……って、どこへ？」

　コウを立たせ、くしゃくしゃのメモを渡すジィ。

「これに、これまでの経けい緯いが書いてある。サクラ様は『闇やみの国』だ。そこに行けば分かる。急いでくれ。私と小鳥遊でも、いん相手ではいつまで持つか……」

「……そんな、この状況でお前ら置いて」

　小鳥遊の一いつ喝かつ、

「──コウ！」

　──小鳥遊を睨にらむ、コウ。

　小鳥遊は、笑った。

　笑顔を見せ、言った。

「──中ちゆう途と半はん端ばは、よせ」

「……！」

「やるべきことを、やれ、無む理りなら、やめろ」

「……」

　コウは小鳥遊を見た。

　ジィ・ニーを見た。

　確か──ラルナルガル・スタン、を見た。

　最後にいんを見、真ま面じ目めな顔で、言う。

「何が起きているのかよく分からんが」

「……」

「こいつらに何かあったら、お前、殺すぞ」

「……ほぉ？」

「約束だ」

　後も見ず、走り出すコウ──

　見送るいんにゆっくりと、歩みを進める小鳥遊とジィ。

　いんは冷たい笑えみを浮かべ、二歩、下がった。二人の姿を視界に納め、言う。

「……二人がかりなら、私に勝てると思うのか？」

　何か言いかけ、ジィは黙だまって剣を拾った。鞘さやに納め、腰に寄せる。小鳥遊たかなしは特に準備をするわけでもなく、ずんずんいんに近づいていく。

　さらに言う、いん。

「無む駄だだ、例え二人でも、私には勝てん。今ここでコウを逃がしても、結局は同じこと、その現実は変えられん」

　小鳥遊が言う。

「生憎あいにくだがな、いん、それは違う」

「……何？」

「お前と同じやり方では、確かに我々は勝てない。だがな、お前の土ど俵ひようで戦う必要はない。違うところで勝てばいい。それが人の多た様よう性──可能性なのだ」

「……何を訳の分からんことを」

「具体的に言えばな」小鳥遊は微笑ほほえんだ。

「ここでコウを逃がせた時点で、我々は勝ったのだ。あいつにデートを続けさせた時点で、我我の勝ちは決まった。後はどれだけ粘ねばれるか、さ」

「……五分だ」

　いんは両手に銃を抜いた。小鳥遊が何を言っているのか分からなかったが、彼女を甘く見るつもりはない。殺しはしないが本気でいく、五分でけりをつけ、コウを追う。

　臨りん戦せん態勢に入ったいんに、口元を斜めにする小鳥遊。

「……まぁ待て」

「時間稼かせぎは」

「いや、……もう一人キャストがいる」

「なに？」

　小鳥遊は周囲を見回し、叫んだ。

「──いるのだろう！　わざわざコウを殺してここに戻したのだ、お前も近くにいるのだろう？　コウに何か見せたくて、何か準備していたのだろう？　コウは忙しい、だから私が、この小鳥遊恕じよ宇うが相手をしてやる！」

「……誰のことだ？」といん。

「……！」油ゆ断だんなく周囲を見回すジィ・ニー。

「さぁ、出て来い、《パーフェクトワールド》の男！」

　沈ちん黙もくに場を明け渡し、

　しばらくした後、

「やれやれ」と声がして、




　ウサギが姿を、現した──
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『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』の係員は、訳もなく立った鳥とり肌はだをさすりつつ、落ち着かなげにそわそわしていた。

　何となく、予感があった。

　彼の体験から例えるなら、大学受験の合格発表の朝がちょうどこんな感じだった。初めてスーツを着て、社会に出た時もこんな感覚が有った。中学生の時、初めて恋愛というものに身を焦こがしていた頃のある夜のことを思い出す。それは月がとっても綺き麗れいな晩で、彼はなぜだろう、月のあまりの綺麗さに恋人から電話があるんじゃないか、なんて思って一晩中待まっていたものだった。結局電話も何もなかったけれど。

　ちょうど、そんな感じだった。

　何となく、予感があった。

　……いや、予感と言えるほどのものではない。言うなれば期待──もしかして、という期待、それが彼の心臓をどくんどくんと震わせている。そう期待、もしかしてあの漢おとこなら、という期待──根こん拠きよはない。しかし彼は、あの漢おとこが再び現れるような気がしていた。

　──そう、

『強』のさらに上をいく『最強』レベルの存在に気づいて。

『最強』──それはこの『和わ歌か丘おかタワーランド』の園長が自分だけのために作り、作ったはいいが『強』があまりに凄すきまじ過ぎて乗る気になれないでいるというまさに伝説のレベル。まさに『最強』──

　でも、あの漢おとこ、彼ならば、

　もしかして──

　ちらほらと時計を見、時折は首を伸ばし、落ちつかなげに園の様よう子すをうかがい、

　──そして。

　ひゅうう、と一ひと際きわ高く風が吹き、転がり草タンブルウイード（いや無む論ろんそんなもの日本にはないから多た分ぶん単なるゴミだろうけどさ）がカサカサカサと転がる中、

（──ああ！）

　現れる、一つの──影かげ。

（やはり、来た！）

　こちらを見るその顔は、まさに固い決意に満ちた、そう、戦士の顔だった。少年は何かメモを読んでいた。そしてそのメモを、破り捨てた。破り捨てられたメモは空中で風に溶け消えていったが係員はそれを不ふ思し議ぎと思わなかった。なぜなら彼の目は、ただ少年の精せい悍かんな、りりしい表情に惹ひきつけられていたから。

　メモを捨て、こちらを見る、

　決意と決断に満ちた顔──

　少年はまっすぐこちらにやって来て、

　黙だまって彼にチットを見せた。

『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』の係員は、畏い怖ふと期待と興こう奮ふんと感動に全身を震わせ彼にフラグを手渡した。心の中で呟つぶやきながら。

（ああ、俺は今）

（伝説を目もく撃げきしようとしている……）







「……やはり、来たな」

　ベルトをつけてくれながら囁ささやいてくる係員の言葉に、コウは曖あい昧まいに頷うなずいた。この奇き妙みようなテンションに包まれた係員と、正直関かかわりあいになりたくなかった。コウが乗車場に入っていくと、なんとこの係員、前に並んでいた人間、はおろかすでに乗り込んだ人間さえもわざわざ降ろしてコウをマシンに乗せるではないか。いや、急いでいるからありがたいんだけどさ。同どう僚りようも無む理りやり降ろされたお客も、この係員の異い様ような雰ふん囲い気きに気け圧おされて何も言えないでいる。

　Ｕの字の形をしたハーネスをがしゃんと下ろし、係員は言った。

「……待っている人が、いるんだな」

「……ええ？」

　なんでそんなこと、知っているんだ？

　くう、と目め頭がしらを押さえる係員を、怪け訝げんな目で見ずにはいられないコウ。そんなコウがしっかりとマシンに固定されたことを確認し、係員は言った。

「……俺は君が、何者なのか知らない」

「……は？」

「俺は君が、誰と、何のために戦っているのかも知らない」

　コウは係員を見た。こいつ、何者？　もしかして、《パーフェクトワールド》の？

　係員は言った。

「行くがいい、少……いや、あえてエイハブ船長と呼ばせてもらおう」

「……エイハブ船長？」

「ああ、そうだ、エイハブ船長。あるいは君を、笑う者がいるかもしれない。でもこれだけは知っていてくれ、君のその行動は、確かに誰かの心を動かす。確かに誰かに勇気を与える。笑いたいやつには笑わせておけ、だが俺は、君に会えたことを誇りに思う──」

「……あなたは……」

　くっ、と涙を払はらう係員。コウの肩を摑つかみ、叫ぶ。

「──さぁ、行くがいいエイハブ船長！　君の敵てきする白鯨モビーデイツクに、君の銛もりを打ち込むがいいぃぃぃっ！」

　聞き返す間もなく発車音が轟とどろいて、マシンは後方への巻き上げを開始した。じりじりじりと最さい高こう峰ほうまで巻き上げられ、次の瞬間、傾けい斜しや角かく七十五度──ほとんど垂直──の坂をマシンは一気に落ちていく。ほとんど無む重じゆう力りよく状態、身体からだが椅い子すから浮き上がり胃が喉のど元もとまでせり上がった状態で、コウは見た、プラットホームで係員がこちらに敬けい礼れいしているのを。

　声にならないうめきを上げて、

　コウは螺ら旋せんとループとＧの地じ獄ごくへ突っ込んでいった。




　それがどんなものであったかは語るまい。




　また気き絶ぜつしているだろうとコウを迎えに行ったアクセラは、近くの店で（売っているんだね）男性用下した着ぎを買わなければならなかった。
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　サクラは『闇やみの国』のメインチットアトラクション、『暗あん黒こく空間ドラゴンボイス』の乗車場でののじののじを書いていた。いじけていた。コウの姿を見て、立ち上がり、きっと睨にらみ、ふにゃっと溶けて、

「──コウ！」

　抱きついてくる。

「さ、サクラ……」

「ばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかばかっ！　ずっと、こんなに、どこに行ってたのよぅ！」

「……ごめん」

「……寂しかったん、だから。トイレにもいないし」ばっ、と顔を上げ、「……そうだ！　コウ、どこ行っていたの！」

「……え？」

「あたし探したんだよ！　男子トイレも女子トイレも車くるま椅い子す用個こ室しつも開いてるのも閉まっているのも掃除用よう具ぐ室も全部！　でもコウはいなかった！　変なオジサンがいただけだった！」

　……よく考えるとツッコミどころ満まん載さいな台詞せりふを吐いてコウに詰め寄るサクラ。

「えと……」

「あたしをほっぽいて、一体どこにいたの！」

「……あの、実は」

「うん」

「……『急きゆう流りゆう空間ドラゴンスプラッシュ』に乗っていたんだ」

　予想していなかった答えに、目を開く。

「……え？」

「本当だよ。……それで、ほら、ズボン、下着まで濡ぬらしちゃって、着替えてて」

「本当だ、ズボンが違う……」

　ちなみにこのズボン、アクセラの変へん装そう用。アクセラは変装が得意な『スタッフ』らしいが、このズボン、コウにはウエストがきつかった。その事実は、ジィに護ご衛えいを命じられながら三度もコウの暗あん殺さつを許してしまった事実と相まってアクセラの誇りを深く傷つけている。

「……とにかく、それで……ごめん。遅くなって」

「……どうして一人で乗ったの？　あたしを誘ってくれなかったの？　あたしだって一緒に乗ったのに」

「……それは、その、疲れないようにって……まだ後あと二つも残っているんだし……」

　サクラはじっとコウを見ていたが、しばらくして、ふぅ、と息を吐いた。

　尋たずねるコウ、

「……怒ってる？」

「うん。……でも、コウがコースターを好きになってくれたんだったら、いい」

　笑顔を見せる、サクラ。

　むぎゅう、と抱きついてくる。

（……あ、）

　やばい、とコウは思った。なんかサクラが、すごくかわいい気がする。素直だし、柔やわこいし、いー匂においだし……。あ、と思った瞬間には、コウの方からも抱きしめている。

　聞こえてくる、

（どちらのだろう）

　心臓の音。

　──そうだ、忘れていた。コウはサクラの顔を見た。すぐ近くにある顔の、中心から下を見た。瑞みず々みずしい、果か実じつのような唇を。さっきは間違えていんにキスしてしまったが、そう、俺の仕事はサクラにキスすることなのだ。

（そうだ俺は例えあそこで小鳥遊たかなしとジィが死にかけていたとしてもここでデートを続けなければならない──もしもの時のために）

（裏は、裏うら方かたさんにまかせて）

（俺はサクラとデートを続ける）

　決然と、サクラを見る。

　今なら、

　この雰ふん囲い気きなら……。

　意を決し、

（俺は俺のすべきことを、する──）

　サクラの濡ぬれた瞳を見つめ、目で意を伝え、そっと顔を近づけて……




「……？」




「ごめん」

　顔をそむけ、片手でコウの口を押さえてサクラはうつむいた。

　そして、言った。

「……やめて」

「……え？」

　まさかの事じ態たいに戸と惑まどうコウに、サクラの小さな声が、届く。

「……あのね、サクラは、……キスは、好きだよ。……でも、ね」




「……今日は、一回で良かった……」




　コウは何かが壊れた。




　サクラはごめんね、と言った。怒った？　とも言った。まさか？　とコウは笑った。俺の方こそがっついちゃって、とおどけた。おどけつつ、俺はサクラに何回キスしちゃったんだろう、と思った。二回？　三回？　それとももっと？　要するに、これでイハナの依頼は終了したわけだ。ああ、良かった。コウは歩き回りたくなった。走り回りたくなった。何かを殴なぐりたくなった。頭をぶつけたくなった。あいやいやと腕をぶんぶん振り回したい、叫びたい、いや、今こそ『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』に乗りたい、乗らなくてはならない。サクラが少しおどおどと、じゃ、『暗あん黒こく空間ドラゴンボイス』に乗ろうか、と言うのに笑顔で頷うなずいた。頷いて、コウの腕を取り嬉うれしそうに引っ張るサクラの姿を見た。順番待まちの列に並びつつ、サクラの姿を眺ながめるコウ。化粧し、おしゃれし、昨夜は一晩中今日きようのデートを楽しみにパンフレットを広げていたであろう嬉しそうな少女の姿を想そう像ぞうし──そしてコウは考える。今日俺おれは、彼女に何回キスをしたのだろう。初めてのデートの初めてのキスの──彼女が楽しみにしていたキスの──後、俺はさらに何回、覚えていないキスを、彼女にしてしまったのだろう。

（「……今日は、一回で良かった……」）

　右を見る。

　左を見る。

　コウは周囲に視線を巡らせ、犯人の姿を探した。出て来い、今すぐ出て来い、魂たましいなんかいらないから、今すぐ出て来い。お前は殺す。殺す。殺す。殺してやる。絶ぜつ対たいに、お前は、お前だけは許さない。八つ当たりなのは分かっている。そんなの知ったことか──コウは犯人の姿を探した。お前は殺す、絶対殺す、そうとも殺す、必ず殺す、殺す、殺してやる──

　順番が来て、

　ふと、気づく。

　園内を流れる音楽が、変わったことに──
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「やれやれ」

　ウサギは外見らしからぬ嫌いや味みな口調でため息をつき、こちらの方へと歩いてくる。

「君たちにも困ったものだな？　これは私と悪あく魔まのミカタの舞台なのに。……だがまぁ、全すべてを忘れている悪魔のミカタより面白いか」

「……貴き様さまが《パーフェクトワールド》の所有者か？」

　ジィ・ニーの問いにおいおい、と頭を搔かくウサギ。前足を口に当て、

「返事をしてやりたいが、悪魔のミカタがどこかで聞いている、なんてのは困るからなあ」

　小鳥遊たかなしが一歩、前に出る。

「良かったら教えてくれないか？　なぜお前は、悪魔のミカタを知っている？　その言葉を知る者が、どうして我われ々われ以外にいる？」

　ウサギの口調が不ふ機き嫌げんそうなものに変わる。

「……下らないことを聞くな。これは私の舞台──私の世界なのだ。もっと他に聞きたいことはないのか？　どうだ？　私のこの世界は」

　ばっ、と両手を広げた瞬間、

　ぼんぼんぼんと花火が上がる。開いた花火はある程度までは広がるが、そこから急速に消えていく──基き準じゆん状態に、戻る。

　笑い声を上げ、深ふか深ぶかとお辞じ儀ぎするウサギ。

「どうだね？　私のテーマパークは。ここには、私の夢がある。夢の結晶がある。それを永遠に、しかも無料で楽しめる君たちは、実に運のいい存在だ」

　頷うなずく小鳥遊、

「確かに、いいテーマパークだ。だがどんな美う味まい物も食い続ければ嫌になるな」

　ウサギは身体からだを揺らした。どうやら笑っているらしい。

[image: ]

「その通りだな……覚えていれば、の話だが。どちらにしろ、君たちはもうここから出られない。誰もここから出られない。だが怖がることはない。私はお前らに、楽園を提供しようとしているのだよ。ここでは誰も働かなくていい。ただ遊んでいればいい。死ぬこともない。悩むこともない。疲れたら、元の状態に戻ればいい。ただそれだけで気分はリフレッシュ、お前らは新鮮な気持ちでアトラクションを楽しめるのだから」

　肩を竦すくめる小鳥遊たかなし、

「……魅み力りよく的な申し出なのに、なぜだろう、背せ筋すじが寒くなる」

　芝し居ばいがかって自分を示すウサギ、

「余よ計けいなものがあるからさ。だが大丈夫、私が何とか」

「爆ばく弾だん、か」

　動きが止まる。

　小鳥遊はさらに一歩、ウサギに向かって踏み出した。

「お前がなぜ今いま頃ごろ、姿を現したのかは分かっている。どうにかこの場所で、自分の身を守る算さん段だんができたのだろう？　遊園地内ないの全すべての人間を殺して基準状態に戻し、しかし自分だけは助かる。そうすればもはやこのパーフ世エクト界ワールドを脅おびやかせる者はいなくなる。唯ゆい一いつお前が恐れるべき悪あく魔まのミカタも、《契けい約やく完了魔ま力りよく》を探たん知ちする前に戻されてしまっては魂たましいは奪えないからな」

「……」

　ウサギのつぶらな瞳は、何も語らない。

　続ける小鳥遊たかなし。

「誰が教えたか知らないが、お前は今日、悪魔のミカタがここに来ることを知っていた、だから爆ばく弾だんを仕掛け、準備して待っていたのだ。観かん覧らん車しやの騒ぎで悪魔のミカタがすでに来ていることを知ったお前は、まず発はつ電でん機きを壊して電流を止められないようにして、《パーフェクトワールド》を発動させた。電気が止まれば《パーフェクトワールド》も止まってしまうからだろう？　そうだな？」

「……」何も語らない作り物の顔。

「場所的に考えれば、《パーフェクトワールド》はリモコンかタイマーで作動させるしかない。お前は悪魔のミカタの姿に気づき、急いでタイマーをセットし発動する瞬しゆん間かん発電機を壊した。……そう、《パーフェクトワールド》の正体は、タイマーに接続されている物」

「……驚いたな」低音に震えるウサギの声。「……お前ら、……まさか《パーフェクトワールド》の正体を知らなかったのか？」

「ああ」頷うなずく小鳥遊。「だが今は知っている。これだろ？」

　指が上を、何もない空間を指す。

　沈ちん黙もくの中、

　ずっと同じフレーズで流れ続けるＢＧＭ。

　くっ、くっと、

　小こ刻きざみに聞こえてくる笑い声──

「……当たりだよ、かわいいお嬢じようさん。（小鳥遊は憮ぶ然ぜんとした顔をした。）まさにそれが、《パーフェクトワールド》の正体だ。知らないでいて、しかし自分達で見つけたと言うなら、それは凄すごい。確かに凄いよ、……だが、それで？　それが分かったから、何だ？　《知恵の実》の正体に気がついたことは、誉ほめてやろう。……だが、無む駄だだ。私は別にそれを隠かくしていたわけではない」

「……」

「大体、隠す必要がないからな。この世界では、存在するものを壊すことはできない。このＢＧＭを、止めることはできない。あのＭＤを抜き取り、コンポを、ミキサーを、アンプを壊し放送室ごと破は壊かいしたとしても、《パーフェクトワールド》は止められない。例え《知恵の実》の正体が何か分かっても、お前らにはどうすることもできないのだ！」

　かかと大たい笑しようするウサギ。

　ジィはそっと小鳥遊に近寄り、小こ声ごえで尋たずねた。

「……やつはどうやって助かるつもりなのだ？」

「……分からん、皆かい目もく見当がつかん。ミカルにも尋たずねたが、ここいらに爆発を免まぬがれる建物はない。……一体やつは、どんな準備をしたのか……」

「……では、どうする？」

「時間稼かせぎしかない。先せん輩ばい達の準備が終わるまで、な」

　小鳥遊たかなしはさらに一歩、ウサギに近づいた。今度は後ずさる、ウサギ。

「……おっと、あまり近づくなよ？　まだ記き憶おくを失いたくなければな」

「一つ聞かせろ。……お前は、我々が《パーフェクトワールド》の正体を知っているつもりだったのか？　それはなぜだ？」

「……とぼけるな。《契けい約やく完了魔ま力りよく》を探たん知ちした時、どんな《知恵の実》が使われたかも分かるはず」

　嘲ちよう笑しようの声を上げる、小鳥遊。

「だったら──、お前のしたことこそ無む駄だだ。《契約完了魔力》を探知するのは悪あく魔まのミカタではない。悪魔のミカタのペアの悪魔だ。例えコウの記憶を消しても、ペアの悪魔の記憶は消えない。そしてお前がコウをこのパーフ世エクト界ワールドに閉じ込めたということは、逆に外からならこのパーフ世エクト界ワールドを打ち破れるということだ。ならば例え記憶を消されたとしても、いつか──」

　くっくっく、と笑い声。

「……残念ながら、それはないよ。……どうやら《パーフェクトワールド》を知らない、というのは本当らしいな」

「……何？」

「せっかくだから教えてやろう。一三〇人の子供を誘ゆう拐かいして消えたという──ハーメルンの笛ふえ吹ふき男の話、それがこの《パーフェクトワールド》の原型だ。この《知恵の実》は、所有者を魂たましいだけの存在──『世界』に変え、有効範はん囲いにあるものを全すべてその魂せかいに封じ込める。『外』の世界から見れば、今いま遊園地には何もない。『和わ歌か丘おかタワーワールド』そのものが消えているのだ。あたかも笛吹き男に連れ去られたハーメルンの子供達のようにな。お前らは今、魂と化した私の中にいて、そして誰にも魂わたしは見つけられない──《契約完了魔力》を探知した悪魔以い外がいは。《契約完了魔力》を探知した悪魔だけが私を見つけ、回収できる。探知したのがそのペアだったとしても、相あい棒ぼうたる悪魔のミカタがここにいる限り、私を回収することはできないだろう」

「……」

　魂とは、可能性。

　ここは犯人の可能性が生み出した世界──

　沈ちん黙もくの中、

　ウサギの笑い声が、響ひびく。

「内から壊さない限り、この世界からは出られない。だが内から壊すのは不可能──勝利したのは、私だ。私は悪あく魔まのミカタを打ち負かしたのだ！」

　いんが一歩、前に出た。拳けん銃じゆうを構え、ウサギを睨にらむ。

「……どうやら、貴き様さまをどうにかするのが先のようだな。白いウサギは好きだが……貴様は嫌いだ、気に食わない」

「安心するがいい」クックッと、「どうせ、すぐに忘れる。人は忘れずにはいられない」

　さらに一歩進み出るいんを、小鳥遊たかなしが制し何か囁ささやく。驚いたようないんを尻しり目めに、小鳥遊も一歩、前に出た。

　ウサギが左手を横に伸ばす。

　着ぐるみに隠かくれて分からないが、その手は何かを握っている。恐らく──

　ウサギが、言う。

「それでは、そろそろ最後のショウといこうか。できれば悪魔のミカタと楽しみたかったが……ま、これからも機会はいくらでもある」

　小鳥遊は人差し指を立て、虚こ空くうを指差した。

「まぁ待て。……確かにこのＢＧＭは止められない。……だが、こういうのはどうかな？」

「……なんだと？」

　全員が、指に注目する。

　──だが、何も起こらない。

　しばらくして、

「……何の真ま似ねだ？」

「まぁ待て、もうすぐだ……」

　やっと、

「……！」

　音楽が変わる。

「……よかった、間に合った」

　なんて小鳥遊の声も聞こえないほど、流れているＢＧＭはそのままに、耳をつんざくようなやかましい音が重ねて流れてＢＧＭの邪じや魔まをする。

　ウサギが吹き出した。

「……余よ裕ゆうがあると思ったら、これが奥の手というわけか？　ＢＧＭの邪魔をすれば、《パーフェクトワールド》の効果がなくなるとでも思ったのか？　くく、まぁいい……試してみよう」

　止める間もなく、

　──かちっ、とスイッチの音。

　ジィ・ニーが息を吞のんだ。

　……が、何も起こらない。

　大おお袈げ裟さに慌あわてるウサギ、

「……あ、あれ？　変だな、おかしいなぁ？」

　かちっ、かちっと続けて鳴らす。しかし何も起こらない。ほうっ、とジィが息を吐いた瞬間、

　ウサギが高く叫んだ。

「残念でした！」

　ぼふっ、と音がして、ウサギの腰につけられていたロープがぴん、と張る。──次の瞬間、ウサギは空中高たかく跳び上がり、

「──ウサギジャンプだ！」ｂｙいん。

　ウサギの姿がおよそ三十メートル上空に達した時点で、『和わ歌か丘おかタワーワールド』は爆発した。
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　園内に流れる音が変わったことに気づき、コウは周囲を見回した。ＢＧＭはそのままにこのやかましい音、これはもしかして──と思った瞬間、

　ぴっ、と音がした気がして、

　傍かたわらにあったゴミ箱が爆発、それに巻き込まれたサクラの身体からだは瞬しゆん時じに四し散さんした。だがコウはそれを見ないで済んだ。その時にはもう、コウという存在も消えていた。四方からの凄すさまじい爆風とそれが運んだ破壊の衝しよう撃げきは、地下の乗車場をあっという間に吹き飛ばした。

　凄まじい爆音、そして爆ばく炎えんが『闇やみの国』を朱しゆに照らし──







　お願い上う手まくいきますように、と真ま嶋じまは両手を合わせて祈いのっていた。その肩を抱いているのは爆ばく弾だんの威い力りよくをもっとも知っているミカル。リャンも二人に身体をくっつけて目をつぶっている。そんな三人から離れ、洋よう平へいは一人外そとを見ていた。『緑の国』の方角で、何かが空中に打ち出されるのを眺ながめていた。ウサギのように見えたがよくは分からない。ボクサーとして人並み外はずれた動どう体たい視力を持つ洋平だったが、それでもそれが何かは分からなかった。視覚情じよう報ほうを理解するより早く破壊がやってきたからだ。突とつ如じよ起きた爆発は、祈らずにいた洋平も祈っていた真嶋も平等に虚こ空くうに吹き飛ばした。だが、あるいは彼らは、幸せだったかもしれない。爆ばく心しん地ちにいた彼らにとって、それは一瞬だったから。だが園内の全すべての者がそうした幸運に恵まれたわけではなかった。園内に同時に一いつ斉せいに、その爆発は生まれた。合計三十二カ所で起きた計算された爆発は、ある程てい度ど広がると消えるという奇き妙みようなものだったが、それでも破は壊かい力は本物だった。遊園地内ないの全てにそれは広がった。凄まじい破壊をもたらしたそれは、ジィ・ニーの部下もそうでないものも、悪あく魔まのミカタを知る者もそうでない者も、男も女も老人も子供も客も係員も関係なく吹き飛ばしていった。瞬時の者がいた。長くかかる者もいた。だがそれには関係なく、誰にも平等に、同じ結末が訪れていった。

　それは絶ぜつ叫きようの光景だったが、

　スリルを味わえた者は一人もいなかった。
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「……おい、しっかりしろ、大丈夫か？」

　ぺしぺしと、頰ほおを叩たたかれる。

「……この着ぐるみ、どこから脱がせればいいんだ？」

　──脱がせる？

　ぼんやりと目を開き、かぶりものの狭い視界に小鳥遊たかなしの顔を発見し驚いて飛び起きる。

「……おいおい、大丈夫か？」笑い声。「それだけ機き敏びんに動けるのなら、大丈夫だな、ウサギさん」

　──そうか、気き絶ぜつして……

　思い出し、ウサギは辺りを見回した。小鳥遊の顔、見知らぬ客達の顔──いたいた、長い白はく髪はつの少女。空中に飛び出した瞬間、彼女が投げた石が見事に当たって、──それからの記き憶おくがない。

　──記憶がない？　記憶がない？

　こみ上げる笑いを必死に抑え、ウサギは辺りを見回した。何事もなかったように変わりない、遊園地の様よう子す。爆発を免まぬがれたバンジー用の支柱とロープだけがブランブランと揺れている。

　ぽんぽんとウサギの頭を叩たたく小鳥遊。

「この遊園地の関係者か？　あまり驚かせるな。いきなり落ちてくるからびっくりしたぞ？」

　白髪の少女が頷うなずく。

「全くだ。観かん覧らん車しやから顔を出す者がいるかと思えば、いきなりバンジーしてくるウサギがいる。一体どうなっているんだ？　この遊園地は」

「実に物ぶつ騒そうな遊園地だ。ろくろく楽しんでもいられない」

　そんなことないさ、と心の中に呟つぶやく。楽しむ時間はいくらでもある。そうとも。

　確認するように、尋たずねてくる白髪の少女。

「……とにかく、どうやら無事なようだな」

「それでは行こうか」

　白髪の少女と腕を組む小鳥遊。白髪の少女が笑う。

「……本当にかわいいぞ、小鳥遊」

「……やめてくれ。なんか自分が十七の乙おと女めになった気がする」

「……十七の乙女だろうが」

「しっ、それは秘密にしてるんだ」

　和わ気きあいあいと、歩いていく二人。

　二人とも、気づいていない──否いな、記き憶おくにないのだ。ウサギはもはやこみ上げてくる笑いを隠かくそうともせず、身体からだを震わせまくった。全すべてが、基き準じゆん状態に戻った。私以い外がいの全てが、最初の状態に戻った。

　──当然、コウも。

　忘れたのではない、

　戻ったのだ、

　失われた記憶は、もはや絶対に戻らない。

　もはや彼を脅おびやかすものはない。

　もはや彼の遊園地を脅かすものはない──

　私は、勝った、勝ったのだ、──悪あく魔まに！

　ウサギは踊り狂い、『緑の国』を跳ね回った。ここは彼の王国だった。永遠に続く王国。永遠に遊んでいられる王国。死ぬことも飢うえることもなく、決して奪われることもなく、ただただ遊んで──

　いや、とウサギは笑った。

　ここでは、全てが彼の思うままだ。なぜなら、彼だけが真実を知っているのだから。彼はここで、王になれる。彼はここに、王国を築ける。邪じや魔まする者は、消せばいい。そうすればすぐに基準状態、何も知らない状態に戻る。……そう、仕掛けた爆ばく弾だんも当然元もとに戻っている。いざとなれば、再びそいつを爆ばく破はすればいいだけのこと──

　私の王国、私が、──王。

　ウサギは、これからの可能性に胸を震わせた。いいぞ、私の王バーフエク国トワールド。私はここを、最高のテーマパークにできる。なぜなら普通のアトラクションは、乗客の命を第一に考えなければならない。でもここでは、そんなことに気を回す必要はない。ここではスリルを第一にしても、誰も文句は言わないのだ！　そうとも、最高のアトラクションを生み出せる！　──ああ、とウサギは胸を躍おどらせた。勿もち論ろんここでは、新しい物は生み出せない。しかしいいアトラクションパークは、既存のものを上う手まく使っているものだ。そう、私はここを、最強のアトラクションパークにしてみせる。最高のスリルを約束する、絶ぜつ叫きようの絶たえない王国に──

　ウサギは、立ち上がった。今や無む敵てきの王は、自らの王国と化した遊園地内ないを見渡した。……どうだ？　堂どう島じまコウ、悪魔のミカタ。今、お前は楽しんでいるか？　全てを忘れて、私の王国を楽しんでいるのか？

　──そうとも、

　彼には第一に、この王国の客になってもらわねば。

　ウサギは喜びに溢あふれた足取りで、歩き出した。悪魔のミカタが今どこにいるか、彼は知らない。だがどこに来るかは分かる。何となれば、この素晴らしい遊園地を作ったのは彼なのだから。彼が自ら、あのチットホルダをデザインしたのだから。

　ウサギは笑って、呟つぶやいた。

（今いま行くぞ、悪魔のミカタ）

（お前に）

（最高のスリルを、プレゼントしに……）
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　はぁっ、と幸せそうな息を吐き、サクラは大きな声で言った。

「──いよいよ最後だね！」

「えーっ、何？」

　やはり大きな声で聞き返すコウ。たった今いま降りたばかりの『闇やみの国』のメインチットアトラクション『暗あん黒こく空間ドラゴンボイス』は、地下を走って闇と光と凄すさまじい音おん響きようを味わう屋内コースターだった。降りた後は、胃が不安定で足ががくがくするのは勿もち論ろん、凄まじい光の洪こう水ずいと鼓こ膜まくどころか全身を震わせる大だい爆音にしばらくは耳がキーンとして目がちかちかし続ける。だが降車場は『緑の国』、木々と空の演出が素晴らしいエリアにあるので、降りた後の爽そう快かい感かんはまた格かく別べつ。

　再び叫ぶサクラ、

「次はいよいよ『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』だよ！　って言ったの！」

「えっ、ああ─！」

　遠くに見える巨大な塔とう。

　コウはベルトからチットホルダを外はずし、開いた。ふたには四つのチット、箱には四つのフラグが埋まり、真ん中だけが空あいている。

　その空間を埋められるのは

　四つのフラグを手にした者だけ

　与えられるは栄えい誉よのチット

　その名も『ドラゴンスレイヤー』！

　コウは呟つぶやいた。

「……やべ、なんか俺、──燃えてきた。ガキじゃあるまいし……」

「サクラも燃えてきた！」

「いよぅし！」

　拳こぶしを握る。サクラにも促うながす。お互い拳を握ったその腕を交え、力を込めて言う。

「行くぞ！」

「うん！」

　二人は意気揚よう揚ようと、巨大な塔に向かって行った。
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『登龍門グレートフォール』の係員は、奇き妙みようなウサギの格好をしていた。ウサギは二人のチットホルダを見て、ほう、と息を吐いた。

「頑がん張ばりましたねぇ。それもカップルで。……どうですか？　全すべてのメインチットアトラクションに乗った感想は」

　間かん髪ぱつ置かず口を開くコウ、

「ら、らせ、ららら、らん」

「『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』？」とサクラ。

「……それにはもう二度と乗りたくない。……けど、後のは面白かった。俺は結けつ構こう好きっスね、この遊園地」

「あたしも！」

　どうも、と頷うなずくウサギさん。

「ありがとうございます。そういう方にこそ、『ドラゴンスレイヤー』は手に入れていただきたい」

「ちょうだい！」とサクラ。

「ください！」とコウ。

　まぁまぁお待ちを、とウサギさんは首を振った。

「寸前で怖がる方がいるのでね、マシンに座ってベルトを閉めるまで、お渡しすることはできません」

　成なる程ほど、と頷うなずくコウ。

　説明を続けるウサギさん。

「まずはパノラマ式のエレベーターで下げ界かいを見下ろしながら四十メートル地点まで上がっていただきます。それでも怖くなかったらマシンに搭とう乗じよう、そこから一気に三十メートルを上り、さらに七十メートルを自由落下──これが『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』……かぁなぁり、怖いですよ？」

「……またまた、脅おどかして」

「大丈夫だよ！」少し心配そうに、「……大丈夫だよね？　コウ」

「……ああ、大丈夫、がんばるよ」

　ウサギさんは首を傾かしげた。

「あなたは、絶ぜつ叫きようマシンはお嫌いで？」

「……ちょっと苦にが手てスね。……けどまぁ」サクラを見、笑って見せ、「どうしても『ドラゴンスレイヤー』が欲しいっていうから」

「……ははぁ」

　……コウの表情が、かげる。

「せめてこういう、罪のない望みくらいは、叶かなえてやりたい、から、ね……」

「成なる程ほど、よく分かります」

　コウはウサギを見た。……アンタなんかには、本当のところは分からないよ、そういう目でウサギを見る。が、ウサギは特に何も言わなかった。ただ身体からだをくっくっと揺らしただけ。

　全ぜん方ほう位いガラス式のエレベーターは確かに迫はく力りよくだったが、今さら怖いというほどのものでもない。

　ウサギさんが言う。

「『登とう龍りゆう門もんグレートフォール』の売りはシンプル──九十キロにも達する速度での落下です。ただそれだけ。大だい体たい二秒間ほどの無重力状じよう態たいを味わえます。着地時は逆に通常の五倍のＧ、体重が五十キロの人間は（ここでサクラが口を挟はさんだ。「それ、あたしじゃないよね？」）二百五十キロになる。これは凄すさまじいですよぉ？」

「またまた、適当言いって怖がらせようとしているでしょう」

「……まぁ、安全管理はしっかりしていますから、危険はありませんけどね」

「そりゃ、そうでしょう」

「ええ」真ま面じ目めくさって頷うなずくウサギ。

「……絶対に、死ぬことはありませんから」

　搭とう乗じよう口ぐちは、すぐだった。
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「それでは、いいですね？」

「はい」

「うん！」

　二人の意志を確認し、自らコウとサクラをゴンドラに固定してベルトを装そう着ちやくさせるウサギさん。しっかりと固定されたのを確認し、セーフティバーをがちゃん、と下ろす。

[image: ]

「それでは」と、チットホルダを二人に返す。

「『ドラゴンスレイヤー』は入れておきました。……ああ、ダメですよ？　ちゃんと下に降りてから開いてください」

「あ、すいません」ウサギさんを見るコウ。

「ちょっと頼んでいいですか？」

「何です？」

「下でまた、会えるんですか？」

「……勿もち論ろんです」

「じゃあ、携帯、預かっていてもらえます？」

「……ええ、構いません」

　携帯を預かって、その場から離れると、ウサギさんはコンソールに向かった。

　マイクをつける。

『それでは、──いいですか？』

「はい！」

「うん！」

　……くっ、くっ、と、ウサギさんはもはや笑いが止まらなかった。何も知らない堂どう島じまコウ、堂島コウ……ああ堂島コウ、お前こそ、この真の絶ぜつ叫きようマシンの最初のお客に相応ふさわしい。手の中の携帯を見、さらに身体からだを震わせる。ああ、コウ、お前がこれを再び手にすることはない。次に再び会う時は、もう携帯を渡したことなど覚えていないだろうから。そう、これから堂島コウは、自由落らつ下かの真のスリルを味わうことになる。もっともその感想は誰にも話せない。そもそも覚えていないのだから。

　もはや笑いが止まらずに、ウサギさんは堂島コウを、この無む邪じや気きな彼の国民を見た。これから何も知らずに落ちていく、彼を……

　ふと、悪戯いたずら心ごころを起こす。

　そう言えば──

『そう言えば、約束していましたね、堂島コウ』

「……え？」

　マイクから聞こえてくる声に、コウは怪け訝げんな顔をウサギに向けた。その顔がまた、ウサギにはもうおかしくてたまらない。

　コウが尋たずねる。

「何をです？」

『ほら、あなたに白はく状じようすると言ったではないですか。さぁ、白状しましょう。私は悪あく魔まの力を借りて、願いを叶かなえた。悪魔の力を借りて、この遊園地を手に入れた』

「……へぇ？」

　驚いた顔の堂島コウ。あっけにとられた混乱の表情に、ウサギはたまらず吹き出し、叫ぶ。

「良いヴオン旅・ヴオをヤージユ！　堂島コウ！」

　ストッパーの外はずれたマシンが凄すさまじい勢いで昇のぼっていくのと同時に、




　携帯が鳴る。




　ぎょっとする、ウサギ。

　出てもいないのに勝手に通話ボタンが押され、聞こえてくる少女の声──




「あなたの謎なぞは解けました。だから、

　あなたの魂たましい、いただきます」




　あっけにとられたウサギの目に、さらに信じられない光景が映る。虚こ空くうに向かって放り出されるはずのゴンドラが、何事もなかったかのように戻ってきて──本来なら凄すさまじい速度で落ちていくはずなのに──止まったのだ。ゴンドラの椅い子すの上には、サクラが今にも笑い出しそうな表情のまま──凍りつき、その横には堂島コウが、こちらは凍りつきもせずに黒こく衣いのマントをまとってニヤニヤこちらを見ている。

　固まってしまったウサギにニヤニヤ笑いかけながら。コウは鋼こう鉄てつのバーをいとも簡単に持ち上げ、ベルトを引きちぎって椅子から立ち上がった。すう、と壁をすり抜けてウサギの前に立ち、言う。

「『和わ歌か丘おかタワーワールド』に、悪あく魔まのミカタがやって来た！　さあ、君も『和歌丘タワーワールド』で、悪魔のミカタと握手だ！」

　勝手にウサギの腕が伸び、

　コウの手を摑つかんだ瞬間、




「！」




　二人は闇やみの中にいた。




　悪魔のミカタの登場だった。
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「な、な、な……？」

　驚きに言葉の出ないウサギに、笑いかけるコウ。

「……いずれは、とは思っていたが、まさか一回目で言ってくれるとはね。……それとも忘れているだけで、本当は十回目くらいなのか？　死んで忘れているだけなのか？」

「ば、ばかな！　お前は確かに忘れたはずだ！　なのになぜ！」

　叫ぶようなウサギの声に、「簡単だ」と、コウの目が、赤くなる。

「忘れていなかった、ただそれだけのこと」

「ばかな！　あの爆発を、無む傷きずで逃れたとでも言うのか？」

「いや？　確かに俺は、あの爆発に巻き込まれて死んだよ。死んで」

　ぼう、と闇やみに浮かぶ真ま嶋じまの顔。闇に浮かぶ白い顔が、言う。

「戻った。成功したんだ。あたし達は」

　小鳥遊たかなしの顔、いんの顔、ジィ・ニーに洋よう平へいにミカルにリャンに……あの爆発に巻き込まれ死んだ全すべての人間の顔がウサギの周りを取り囲み、ハモる。

『賭かけに、勝った。お前の負けだよウサギさん』

（今の俺は──《そＩれｔ》が完全に発動し、イーチャーリンクした俺は、色々なことができる）

（見せてやるよ、ウサギさん）

（これはイーチャーズレコード）

（宇宙の木に刻み込まれた、永遠不ふ変へんの記録の一いつ枝し──）







「……何？」

　いんはいきなり目の前に広がった光景に驚いた。たった今まで爆ばく破はスイッチを押そうとしていたウサギの着ぐるみが、いきなり空中からぶらーんぶらーんと吊つり下がっているではないか。

「な、な、……な？」こちらも驚きよう嘆たんした、ジィ・ニーの声。「何が、起きた？」

　小鳥遊だけは、状況を把は握あくしているようだった。立てたままの人差し指に気づき、下ろす。いんを見、礼を言う。

「……ありがとう。どうやら頼んだ通りにしてくれたようだな」

　怪け訝げんそうに、いん、右手に拾った石を見て、

「……確かにお前に頼まれた通りこいつを気き絶ぜつさせようとは思ったが、まだ石を拾っただけで、何もしていないぞ」

　微笑ほほえむ小鳥遊、

「……いや、してくれたのさ。ただ覚えていないだけだ」

　ジィが駆け寄ってくる。

「……まさか、我々は……」

「ああそうだ、こいつに殺され、基き準じゆん状態に戻ったんだ」

「だ……だが、確か基準状態は……」

「いん、こいつを下ろしてくれないか」

『西ざい虎こ』から放たれた弾だん丸がんが見事にゴムロープを切断、落ちてきたウサギを受け止めるジィ。

「ジィ、トランシーバーを貸してくれ」

　放られたトランシーバーを受け取り、小鳥遊はジィに言った。

「タイムラグの話をしたのは覚えているな？」

「……ああ。発動から世界が閉じるまでにいくらか時間がかかるとか」

「では聞くが」と空を指差し、「ジィ、お前はこの《パーフェクトワールド》、具体的な姿は何だと思う？」

「……それは、……このＢＧＭの収録されたＭＤ、ではないのか？」

　頷うなずく小鳥遊たかなし、

「私も最初はそう思った。だが、もう一つ、可能性がある」

「……何だ？　ＭＤでなければ……」

「ＭＤではなく、ＭＤに録音された曲だよ」

「……曲？　ＭＤではなく、──形のない、曲？」

「そう。曲と言うのは、音の連なり、リズムの連なりだ。つまり単たん品びんでは完成しない、ある程度集あつまって初めて曲になる。──その『ある程度』流れるまでの時間こそが、世界が閉じるまでのタイムラグとして現れているのではないかと思ったのだ。曲として完成しなければ、世界は閉じない。しかし完成した瞬間、最初の一音から曲となる」

「……音が、──曲に成るまでの時間」

「ああ。タイムラグがあるということは、《知恵の実》の正体は再生メディアではなく曲そのものなのかもしれない、と思ったのだ。むしろＭＤが《知恵の実》ならば再生するだけで完成するからタイムラグは生じないのではないか──そして考えた。曲が《知恵の実》ならば、ダビングも可能ではないか、と」

「……ダビング？」

　小鳥遊はトランシーバーに向かって話し掛けた。

「……こちら、小鳥遊。……ああ先せん輩ぱい。……うん、成功だ。ばれると困るから騒そう音おんの方は消してくれ」

　ＢＧＭに重なって流れていた、騒そう々ぞうしい音楽が消える。

　そうなって初めて分かる。

　同じ曲が、重なって流れていることが。

「……そうか、ダビング……」

「ああ。前二回の事件から、《知恵の実》は条件さえ満たせば誰にでも使えることが分かっている。曲が《知恵の実》だというのなら、それをダビングしたやつでも効果はあるかと思ってな。……賭かけだったが」

　ウサギを見、ううんと伸びをして、

「成功したわけだ、本物の世界の中にこいつが作った《パーフェクトワールド》の中に、さらに《パーフェクトワールド》を作るのに。……この場合、誰の魂たましいの中になるのかな？　とにかく、新たな《パーフェクトワールド》の発動した基き準じゆん状態に我々は戻った。恐らくコウも。いんがこいつを気き絶ぜつさせてくれたお陰で、かなりやり易やすくなった。コウにも教えてやろう、もう無む理りはしないで、素直にデートを楽しめと。……後は芝しば居い次第だな。この傲ごう慢まんなウサギが、こちらは全すべてを忘れていると油断するのを待つとしよう。ぽろっとしゃべってくれるのを、な……」







（……とまぁ、こういうわけだ）

　コウの声が、直接頭あたまの中に響ひびく。

　ウサギはうめいた。

「……そ、そんな……」

（……そういうわけで、お前は認めた）

「ち、違う！　俺は……そう俺は、《パーフェクトワールド》を使った、なんて……」

（いいやお前は負けた）

（敗北した）

（お前は自分で限界を設定し、自分でその限界に負けた。お前は俺の記き憶おくを奪えば勝ちだと決めた。そして俺の記憶を奪えなかった。その瞬間、お前の負けは決定したんだ）

「違う！」

（……お前は自ら可能性を限定し、そしてその限定にすら届かなかった。悪あく魔まと取り引きをした、お前の可能性はもはやお前のものではない）

「……俺は、俺は……」

　脳のう内ないに響ひびく声が、嘲ちよう笑しようを帯びる。

（ウサギさん、お前は実につまらなかった。お前は世界を閉じる《知恵の実》で、世界を閉じることしかできなかった。つまらない、実につまらない。お前の前の犯人達は、実に面白く《知恵の実》を使った。実に素晴らしく《知恵の実》を使い、その可能性を見せてくれた。……それに比べてお前は……）

（お前はただの、ウサギさんだ）

（俺はお前を、知らなくていい）

（知りたくない）

（悪魔は見せしめを、つくる。人が悪魔を相手に、小ざかしい真ま似ねをしないよう──）

（お前の可能性を偏へん向こうし、俺はお前を見せしめにする）

「……ああ」

（お前はウサギのままでいろ──）

　ごぉ、と闇やみが、世界が閉じ始める。気がつくとウサギさんは、ウサギさんの着ぐるみのまま『螺ら旋せん空間ドラゴンスクリュー』に乗っていた。ただし現実のそれとは違い、コウのそれには降車場は存在しない。コウのそれは止まらない──ノン・ストップ・スリルライドはウサギを乗せて走り出し、ウサギは閉じた世界の中、永遠の絶ぜつ叫きように包まれた。永遠に広がる世界、そこはリンゴの中だった。閉じた世界を内ない包ほうしたリンゴ、それはコウの手のひらの上に乗っていた。コウはそれを摑つかんで、

　ヴァリヴァリ食らい、

　体内に戻す。

　イーチャーズレコードとのリンクが外はずれ、

（ああ、俺は普通に戻る──）

　コウは、凄すさまじい衝しよう撃げきに包まれ──







「す、凄すごかったね！」

　隣となりからサクラが、上じよう気きした頰ほおは興こう奮ふんを隠かくさぬままに、話し掛けてくる。

「さすがのあたしも、怖かったあ！　凄い！　本当に、凄かった！」

「……ああ」

　気がつくと、降車場に着いていた。

　どこにも──異常はない。

　コウはぼんやりと、記き憶おくを探った。犯人を捕まえ、永遠に走るジェットコースターに乗せたのは覚えている。だが、どうやってそれをやったのかは覚えていない。自分が何をしたか──《インヴィジブルエア》の時もそうだったが、《そＩれｔ》が発動している間のことは、正直覚おぼえていないに等しい。

　ため息をつく。

「どうしたの？」

「……いや、これで終わりか……」

「面白かったでしょ？」

　あ、そうだ、と言って、サクラはチットホルダを開けた。剣けんの形のチットを見つけ、幸せそうに目をつぶる。コウは自分のチットホルダを開いた。が、コウのには『ドラゴンスレイヤー』は入っていなかった。代わりに、

『残念でした！』と書かれたメモ。

　……あの野や郎ろう。

　コウは口元を斜めにした。

　……ま、仕方ないか。ずるしちゃったし。

　……ちぇっ。







　塔とうを出ると、小鳥遊たかなし達が待っていた。コウに近寄り、尋たずねる。

「上う手まくいったようだな」

「……え？」

「壊れていた発はつ電でん機きが、オーバーヒートして本当に壊れた。携帯も通じる」

「そうか」

「ああ。《パーフェクトワールド》は、終わった」

「……そっか」

　だったら後は、一つだけ……。

（……そう、このままじゃ終われない）

（このまま終わらせるわけにはいかない）

　コウは、『黒くろ服ふく』にチットを見せているサクラの肩をそっと抱いた。

　後ろから、そっと。
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「……コウ？」

「……あのさ、サクラ」こほん、と咳せきをし、「今日は、……楽しかった？」

「うん！　楽しかった！」

「じゃ、じゃあさ」頰ほおを赤らめ、「……ご褒ほう美び、貰もらっても……いい？」

「褒美？」

　……何も言わず、顔を近づけるコウ。

　コウが何を求めているか分かり、サクラは少し、悲しそうな顔をした。それでも黙だまって、目をつぶり、顔を上げる。




（「……今日は、一回で良かった……」）




　……どくん、と心臓が鳴る。

（……一体、どうすればいい……？）

　どうしても、サクラにキスしなければと思う。このままサクラを帰す、なんてこと、できない。ちゃんとしたキスをして、それで帰してあげたい。帰って欲しい。……でも。

　よく考えれば、

　ちゃんとしたキス、ってなんだ？

　そんなもの、したことあるか？

　一体、どうすればいいんだ？




　……どくん、と心臓が鳴る。




　コウの逡しゆん巡じゆんに、サクラは薄く目を開けた。コウと目が合い、二人とも真っ赤になる。慌あわてて目を閉じるサクラに、覚かく悟ごを決め、コウはサクラの肩に手を置いた。少しずつ、ゆっくり、ゆっくりと顔を近づける。立ち昇のぼる香り、温かい空気が、両者の距離が狭まっていくのを原始的な感覚に変えて伝えてくる。コウも、サクラも、ほとんど息を止めている。顔を近づけるにつれ、高まる緊きん張ちよう、どんどん速まる心臓の音。コウの鼓こ動どうが、緊張が、サクラの方まで緊張させる。今や全身を固まらせ、ドキドキとキスを待つサクラ。二人を包む緊張は、さらに周囲に伝でん染せんしていく。周囲を緊張させていく。場に、奇き妙みような緊張が生まれる。高まる。広まっていく。どんどん広がる緊張感に、誰もが固かた唾ずを飲んで見守る中、

　コウは、

　サクラの唇に、ちゅっ、と唇をつけた。

　つくや否いなやすぐ放す。あまりの速さにあれ？　と思ったサクラが目を開け、二人の目が合い、まずコウの顔が赤くなり、次いでサクラの顔が朱しゆに染まる。なんか、どきどきが、どきどきと、高まっていく。心臓が、耐え切れない。

（──ああ！）

　場の緊張に耐え切れず、

「はうぁ！」

　と叫んでジィ・ニーがコウを押し倒し、その唇をむちゅうと奪った。

「うわ？」

「きゃあ？」

「バカお前、何やっているんだ！」

　たちまち場が喧けん騒そうに包まれる中、コウは緊張が切れ、訳も分からずそのまま意識を失った。『黒くろ服ふく』やら小鳥遊たかなしやらが騒ぎ立てる中、サクラだけがぽつんと場から離れて、唇を、人差し指でつっ、と撫なでた。場の状況も目に入らない。耳に届くのは、ただ自分の心臓の音。まだどきどきが、とまらない。うつむき、頰ほおを、いや耳までも赤く染そめ「やん！」と小さく叫んでみるがとまらない。そんな主人の様よう子すを見て、いんは銃を腰に戻した。見み惚ほれてしまい、どきどきしていたことにも気づいて、いんは小さく呟つぶやいた。

　……ちぇっ。
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　キスが終わり、

　騒ぎが始まった時、

　洋よう平へいは、真ま嶋じまがいないことに気づいた。

（あれ、先せん輩ぱい？）

　首を振り、探してみる。

　真嶋は、……インフォメーションブースの陰にいた。

　コウが撃うたれたあの場所に。

　真嶋の姿を見つけて、洋平はしまったと思ったが遅かった。真嶋は洋平に気づき、すぐに出てきた。笑って、そして言う。

「帰りは、舞まい原ばるさんが車出だしてくれるってさ。……良かった、この後あと電車はきついもんね」

「……はい」

「……ありがとね、葉は切ぎり君。事情も分からないままで、でも文句も言わないで、──一いつ所しよ懸けん命めいがんばってくれて。……とても心強かった」

「……別に」

　やめろ、と言いたくなるのを強くこらえる。俺が一いつ体たい何をした？　何ができた？　何やらよく分からない状況の中で俺がやったことはと言えば、訳も分からないままにただ荷物を運んだだけだ。

　何かの危機と、戦っていたわけじゃない。

　戦っていたのは──

「どうしたの？」

「……いえ」

「……じゃ、行こうか」

　さっさと歩いて場に戻る真嶋。ジィの起こした騒ぎに加わる。その態度には、先に見た様よう子すなど微み塵じんも感じられない。

　そんな真嶋を見ながら、洋平は思った。

（俺は、……俺は先せん輩ぱいの邪じや魔まをしたんだ）

　先輩は多分、ここで……。

　俺はなんてバカヤロウなんだ、

　なんで先輩を探したりしたんだ、

　……何やってんだ、

　……何やってんだよ畜ちく生しよう！

　洋平は畜生、と呟つぶやいた。けどそれが、一いつ体たい誰の何に対してなのか、自分でもよく分からなかった。分からないままに洋平は、何度も何度も、畜生、と繰り返した。

　──畜生……

　それは洋平の心に、初めて芽め生ばえた何か──




　　　　７




　ジィにキスされ気き絶ぜつした後、コウはそのまま病院に直行した。ジィの名めい誉よのために言っておくが、別にジィのキスのせいではない。後で分かったことだが、《パーフェクトワールド》内で死亡すると《パーフェクトワールド》から抜け出た後で揺り返しがくるらしい。一回ずつ死んだ真ま嶋じまや洋よう平へいは軽い頭痛で済んだが、二回死んだ小鳥遊たかなしは三日寝ね込こんだ。さらに何度も死んでいるコウの揺り返しは──推おして知るべし。とにかくコウは、その日の夕方からもう病院行きとなったのである。

　十九時頃、コウが目を覚ますと、イハナが傍そばに座っていた。コウを見、言う。

「……気分は、どうですか」

「……最悪」

「……でしょうね」

　沈ちん黙もく。

　……心地良い、沈黙。

　しばらくして、イハナが口を開いた。

「……ありがとうございます」

「……え？」

「デートが楽しかったのでしょう、あんなに幸せそうなサクラは、初めてです。……あんなに嬉うれしそうに……」

「……そう」

　無む表情なのはいつも通りだが、何となく、分かる。イハナは……とても、嬉しそう。

「ええ。余よ程ほど気持ちが高ぶっているのでしょう、これから、舞まいを舞いたいと」

「……舞？」

「サクラの舞は……見み物ものです。いつか、あなたにも……」

「ハナちゃん」

　改めて、コウに向き直るイハナ。

「あなたに、……お礼をしたいと思いますが」

「……いいよ、別に」

「こういうのは、気持ちの問題ですから、何かお礼をさせてください。……もっとも、私にはお金を使うことしかできません。ですから──何か、欲しいものはありませんか？」

　コウはしばし考え、言った。

「……何でもいい？」

「買うことができるものであれば」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよし、

「……キスは、だめ？」

　イハナは無む表情に、コウを見た。

　特に表情を変えず、

　しばらくして、尋たずねる。

「……すいません、今、なんと？」

「……キス、したい」

　無表情は変わらない。

「私は……」

　何か言いかけ、

「分かりました」

　目を閉じるイハナ。

　少し待ち、

　ようやくイハナは、もしもキスをするのなら自分からしなければならないことに気がついた。それ程ほどコウの憔しよう悴すいは激しい。

　しばらくして、頷うなずく。

「……分かりました。では」

　そっと、ベッドに横たわるコウに近づき、その唇に顔を近づけていく。一度決きめたら、無む感情なその態度にためらいというものはない。コウは唇が重なるのを待った。重なって、それが来るのを待った。唇はすぐに重なった。が、来ない。唇はすでに重なっているのに、それは、来ない。イハナが唇を放そうとする雰ふん囲い気きに、コウは必死に腕を伸ばし、イハナの首を押さえた。唇をさらに強く合わせ、それを求める。がない。来ない

　血の味が、して来ない。
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（──ああ、うそだ、まさか、そんな）

　コウは必死になって、相手の口こう内ないに舌を伸ばした。触しよつ覚かくのように舌を伸ばし、一いつ所しよ懸けん命めい血の味を探る。が、しない。心を恐怖に支配され、めったやたらに舌を動かす。吸血鬼のように血を求め、縦じゆう横おう無む尽じんに舌を動かす。彷徨さまよわせる。

　が、ない。

　どこにも血の味などしない。

　さっき、サクラとした時もそうだった。

　キスする度たびに、あれほど鮮明に感じていた血の味が、今や完全に消えている──

（うそだ）

　舌を、伸ばす、まさぐる、必死で──だが、感じるのはただただ滑らかな唾だ液えきの感かん触しよくのみ。

（うそだ、うそだ、俺があの味を忘れるなんて──）

　日ひ奈なが命をかけたキス。

　日奈と最後にかわした、あの──

（あれを、俺が、忘れるなんて、そんな、そんな、そんなこと──！）

「……！」

　上から唾液が喉のどに流れ込み、コウはむせび込んだ。そこでついに、イハナと唇が離れる。けほけほと咳せき込みながらも、離れる間ま際ぎわにつぅ、とひいた唾液の糸に気がついて、コウはようやく、今いま自分がしていた行為が世間的にはどういうものであるかに思い当たった。慌あわてて身体からだを起こそうとし、でも起き上がれず、うめく。

「……い、イハナ」

「……大丈夫です」

　イハナは無む表情のまま、コウを制し、けほんと小さく口元を拭ぬぐい、言った。

「……とにかく、大丈夫です」

「……あの」

「……これで、この件については、おしまいです。貸し借りはなし、いいですね？」

「……分かっ、……た」

「……それでは、……いえ、……私は、……そろそろ、……お暇いとましようと、思います」

「……」

「……サクラの舞まいを、手伝わなければなりませんし」

「……うん」

「それでは」

　沈ちん黙もく。

　かっちかっちと、突とつ然ぜん時計の音が聞こえ出す。今までよく気がつかなかったなと呆あきれるほどに大きな音を立て、時を刻む時計の音。

　しばらくして、

　イハナはふと、立ち上がった。ドアのところに置いてある、大きな壺つぼを、

「よいしょ」

　と持ち上げる。

「……イハナ？」

「それでは、コウ、お大事に」

　よいしょ、もう一度掛け声をかけ、イハナは壺を抱えたままよたよたと病室の外に出て行った。

　しばらくして、がしゃんと音がし、

「……あらまぁ、どうしましょう」

　という呟つぶやきと共に、ばたんと何かが倒れる音。「ちょっとちょっと！」と駆け回る看かん護ご婦ふさんたち。何があったのだろう、とコウは思ったが、突然睡すい魔まに襲おそわれ、疲ひ労ろうの命じるままにコウはそのまま眠りについた。そしてコウは夢を見た。それは、雨の日の夢で、日ひ奈なと相あい合あい傘がさをしている夢だった。

　……まだ告白する前の、

　告白するきっかけの──

　──日奈以い外がいの人間を好きになる、なんて可能性、考えもしなかった頃の、夢──

（違う。……違う、俺は……）

　無む意識に口の中を舌で探りながら、コウは雨に打たれ続けた。夢の中のはずなのに、

　雨はとても、

　冷たかった。










　　　　８




　数日後──

『学校生活相そう談だん室』と書かれたドアの前に、コウは立っていた。なぜだろう、ここに来れば楽になる、楽になれる気がする。ここのドアをノックして、中に入りさえすれば──

　手が、持ち上がる。

　──しばらくして、

　コウは結局ドアを叩たたかず、そのままそこを、去った。部屋の中にいながらそれを把は握あくしていた安県あがたは、コウが去っていくのに気づき、残念そうに、でも面白そうに、言った。




「……ちぇっ」




　ま、でも、

　いつまで我が慢まん、できるかな──？
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　ひょうと、高い笛の音おと──




（──イハナ、様？）

　暴走するサクラの舞まいに取り込まれ、赤く染そまった桜の嵐あらしのほとんど忘ぼう我が状態の中、いんは必死で笛の音を──主人の姿を探した。この笛の音は、どちらなのか？　吹いているのか？　それとも吹かされているのか？

　サクラの舞が、激しさを増す。

　音なき風の、静かの嵐に翻ほん弄ろうされて、いんは肺から血を吹いた。血は霧きりとなり霞かすみになって、周囲を赤く染めていく。笛の音がサクラの舞に合わせるように緩かん急きゆう広く流れるのを聞き、いんの意識は消えかけた。ああ、もう──

　視界に入る、

　緑の姿。

（──イハナ、様？）

　イハナは口の端はしから血を流し、それでも笛を吹いていた。乱れず笛を吹きながら、ゆっくりサクラに近づいていく。その瞳を見た瞬間、いんの身体からだは何かに震えた。まるで身体の奥から、風が吹き出すような感かん触しよく。風が身体を巡る感触。

　あの目には、意識が、ある──？

（……イハナ、様！）

　笛を吹きつつゆっくりと、仮面のサクラに近づくイハナ。その唇が奏かなでる曲は、決して舞を壊すものではない。むしろ舞を励はげますようなその音に、サクラの舞はさらに高まる。

（……ああ、これは……）

　サクラの舞のそのままに、吹き鳴らされるイハナの横よこ笛ぶえ。──高く、低く、強く、速く──ゆっくりと、今や音ね色いろは舞と同化し、一つの世界を構こう築ちくしていく。サクラの舞が風を呼び、風は笛の音を誘い、笛が舞に色を与える。今や舞が風を起こし、今や笛が風を起こして、二つは溶け合い一つとなって無む欠けつの調和を創つくり出す──

（ああ──）

　もはやいんには分からなかった。舞が笛を鳴らしているのか、笛が舞を舞わせているのか。ただこれだけは分かった。もはや世界は、ただ紅あかいだけではない。今や世界の中には、優しい緑の色がある。

　舞まいの中にそれを感じる。

　音おとの中にそれを感じる。

　舞が押せば笛が引き、

　舞が引けば笛が押す──

（これが、イハナ様の『笛』──）

　笛の音は、決して世界の調和を壊すものではなかった。むしろより完全に、より美しい世界を構こう築ちくしようとするものだった。ともすれば、世界を壊しそうなのは逆に舞の方になる。そう、まるで笛が先であるかのように、舞が危うく外はずれかける。その度たびに舞は笛へと歩み寄り──それは、形容するなら釣りだった。魚が引けば糸を放し、引きが消えたらすぐ糸を手た繰ぐる。そうやって少しずつ、少しずつ自分の方へと手繰り寄せる。魚が舞なら笛が人、ゆっくりと、舞の力に逆さからわずしかし確実に、笛は舞を支配していく。今や舞が笛を吹かせるのではなく、笛が舞を舞わせていた。今や風を操あやつるのは、舞ではなく笛だった。舞はもはや完全に、笛の音に支配され、徐じよ々じよに、徐々に終しゆう焉えんに導かれていく。

（……ああ、イハナ様……）

『岩いわ永ながの舞』ならぬ、『岩永の笛』──

　三年前の舞を見て、悟さとったのだろう、舞では勝てぬと。舞では勝てぬから、笛で──今いま思えばそのための、オカルト研究だったのだろう。巨きよ額がくを投資し研究所を設置したのも、全すべては、このために──？　一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは吹けようもない見事な笛の旋せん律りつに、いんは誇りにも似た感情を知る。全身を襲おそう震えるような感覚の中、いんは傍かたわらを窺うかがった。ああ、ジィ、見ているか？　あれが、あれこそが我われ等らの主人、




　舞まい原ばる依い花はなの晴ハレ姿──




　一ひと際きわ高く笛が鳴り、

　サクラの身体からだが宙ちゆうを舞い、ざん、と風を吹き降ろし、




　──静せい寂じやくに散る花か霞かの中──




　サクラの舞が、終わった。







──……さくら……──







　夢とも知れぬ闇やみの中、イハナは確かにその声を聞く。

──さくら、さくら──

（あれは──）

　それは幼い日の光景。

（桜の木の下には、死体が眠っているという──）

　幼い少女が泣いている。怖い怖いと、桜が怖いと泣いている。

──あたしはさくらなんてイヤ！　桜になんてなりたくない！

──さくら……

　そっとさくらを抱きしめる、小さな手、──いはなの温かい身体からだ。

　囁ささやいてくる優しい声──

──さくらはいはなのこと、好き？

──……うん。

　逡しゆん巡じゆんの後あと答えた少女に、いはなは嬉うれしそうな表情を浮かべた。耳元から口を離し、よく似た顔が見つめ合う。鏡のように。

　そして──。




──だったらあたしの名前をあげる。




──え？

　驚くさくらの目元から優しく涙を拭ぬぐってやって、いはなは再び繰り返した。

──さくらにね、お姉ちゃんの名前をあげる。今日からさくらは、イハナだよ？　そしてあたしがサクラになるの。

──イ、ハナ……？

──そうすればもう、怖くないでしょ？　さくらがイハナ、いはながサクラになる。いはなにはサクラが、さくらには、ずっとイハナがついている。そうすれば、怖くないでしょ？

──お姉ちゃん……

──それにね、お姉ちゃんがサクラになれば、さくらもきっと、桜のことが好きになれるよ。

──でも、お姉ちゃんは、いいの？

　いはな──今やサクラはそっと、でも強く、妹の身体からだを抱きしめた。

──大丈夫。さくらは──ううん、イハナはあたしが守ってあげる。だからイハナは、何も心配しないでいい。

──お姉ちゃん……

──ほら、呼んで？

　姉に優しく促うながされ、さくら──今やイハナはおどおどと、小こ声ごえでその名を呼んでみる。

──咲サ、杳クラ……

──依イ花ハナ。

──……咲サ杳クラ。

──何？　依イ花ハナ。

──何？　咲サ杳クラ。

　自分と同じ顔を見て、くすくすと笑いあう二人。やっと笑った依花さくらに、咲杳いはなも微笑ほほえんで、囁ささやく。

──これで、ずっと一緒だよ。

──……うん。




（そして、私達は入れ替わる）

（ずっと一緒にいるために……）




　優しく抱きしめてくる姉に同じく抱ほう擁ようで応こたえ、今や依イ花ハナは心の中で呟つぶやいた。

──……ありがとう、お姉ちゃん。

──ずっとあたしと一緒にいてね。あたしのことを、守ってね。……その代わり……




──お姉ちゃんは、あたしが守ってあげるから……
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（そう、私が……）




　夢の中でイハナは、確かにその声を聞く──




「イハナ」




　イハナはゆっくり、目を開けた。

　目の前に、サクラの姿。

　湯上がりだろう、ほのかに肌はだを上じよう気きさせ、サクラは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでいた。最近愛あい用ようの猫ねこ耳みみフード付きパジャマではなく、素す肌はだに簡かん素そな薄うす桃ももの単衣ひとえをまとっただけのその様さまは、陶とう然ぜんとして艶なまめかしい。夢の余よ韻いんのそのままに、イハナはサクラに擦すり寄った。

「……おねぇ……ちゃん」

　自分の声が、つぶれているのに驚く。

　サクラは優しく微笑んだ。

「……久しぶりだね、ハナちゃんにそう呼ばれるの」

「……懐かしい、夢を……」

　だんだんと、理性が戻ってくる。

　……ここは、サクラの寝室？　なぜここに？　一体、何が？　このしゃがれ声は何？　──必死で記き憶おくを呼び覚ます。……確か、コウとのキスの興こう奮ふん覚めやらぬサクラが、舞まいを舞いたいと言い出して、それで……そうだ、あの時、覚かく醒せい物質を吞のんだのは覚えている。けれど、その後は……

「……舞は、無事に……？」

「よく分からない。気き絶ぜつしちゃってたから。みんな気絶しちゃってて、お留る守す番のみんが大変だったって」

「そう……ですか」

　サクラの胸にその身を預け、尋たずねるイハナ。

「……舞は、どうでした？」

「うん！　すっごく気持ち良かった！　久しぶりだよ、こんな感じ……」きゅうっとイハナを抱きしめて、「ハナちゃんもがんばったね。いつの間に、あんなに横よこ笛ぶえ上う手まくなったの？」

　……そうか、笛すばる……

「……練習、していましたから」

「とっても上手じようずだったよ！　また、やろうね！」

　それは……、と口ごもる。そこに、

『イハナ様！』とハモり声。

　意識が戻った、との知らせを受けたいんとジィ・ニーが飛び込んでくる。

「……ご無事で、何よりです」といん。

「……！」何も言わずに抱きついてくるジィ。

　年こそジィが上だが、ジィにとってイハナは母親のような存在でもある。イハナはよしよしとジィの頭を撫なで、それを多少羨うらやましげに見ているいんに尋たずねた。

「舞まいのデータは、取れましたか」

「はい。現在分ぶん析せき中ちゆうです」

「……あの場にいた者全ぜん員いんのメディカルチェック。特にメンタル面。アンケートと感想文、あとどの段階まで残ったかも……」

「……すでに。ピックアップも済ませてあります」

　そうですか、よくやりました……といんに頷うなずき、しばらく考え、呟つぶやく。

「こんな声では、学校にはいけないわね」

　はうぁ、とジィ・ニー。

「ほ、本当に……無事で何よりで……うう」

　……よしよし。

　そんな光景を眺ながめて、──いいなぁジィは、どうしてあんなん、自然にできるんだろう、なんて思いつつ、いんは胸に熱い何かを感じた。今の光景と先の情景を併せて思う。

（ああ、私は命をかけられる。この方の、この方達のためなら、命だって惜しくはない。舞まい原ばる家のためではない、この御お方かた達たちのためなら……堂どう島じまコウ）

　お嬢じよう様が望む限り、

　お前の命を狙いはしない。

　お嬢様が望む限りは──




「いん」




「はっ」

　いきなりのサクラの呼びかけに、慌あわてて意識を集中させる。サクラは物もの憂うげにいんを見、言った。

「コウに、会いたい。連れて来て」

「……は？」

　慌てて、イハナ、

「ダメです、姉さん」

「……あたし、今、……すごく、すっごくコウに会いたい。今コウに会ったら、あたし……」ぺろり、と唇を舐なめ、微笑ほほえみ、「……どうなっちゃうか分からないよ？」

　イハナは手を後ろに伸ばし、サクラの頭を撫なでた。

「……でしたら今日はもう会わないで、どうにもなっちゃわないでください」

　ふうう、と息を吐くサクラ。イハナの身体からだを後ろからぎゅっと抱きしめて、いんとジィ・ニーを睨にらむ。

「ほら、もう行って？　ハナちゃんはあたしと寝るんだから」

「は、はっ。……では。……行くぞ、ジィ」

「……お休みなさい……」

　どこか名残なごり惜しげに去る、二人をもう頭から忘れ、ほっ、とサクラは息を吐いた。

「……どうしました？」

「……あたしね、分かったの」

「……何が、です？」

「ハナちゃんも、コウのことが好きなんだ」

「──え？」

　──沈ちん黙もく。

「……違うの？」

　迷う、イハナ。

　コウに聞かれた時も、あの時も、厳げん密みつにはイハナは自分の気持ちを明確にはしていない。言葉に、明確にするのが怖いから。

　だけど……

　サクラの眼めを見て、──初めて、その言葉を口に出す。

「……私は、堂どう島じまコウが好きです」

「うん」当然、みたいに頷うなずくサクラ。

「……あの、サクラ……」

「あたしね、今まで、いろんな人を好きになった。けどね、誰もしっくりいかなかったんだ。いっつもすぐに終わっちゃって」

「そうですか」しれっと相あい槌づちを打つ、別れさせていた張ちよう本ほん人にん。

「……それがなんでか、今日、やっと分かった」

「……え？」

「……あたしだけじゃダメだったんだ」

　微笑みを浮かべてイハナを見る。

「……ハナちゃんも好きにならなくちゃ。だってあたしたちは、ずっと一緒にいるんだから」

「……それは」

「だから今度は、大丈夫だね。今度はきっと、うまくいくよね」

「……でも、サクラはそれでいいのですか？」

　なんで？　と首を傾かしげる。

「イハナはサクラが嫌いなの？」

「まさか」

「だったら、大丈夫だよ」

　きゅっと、強く抱きしめてくるサクラ、

　その腕に、しがみつくイハナ。

「……サクラ」

「今度は三人で、デートしようね。そしてまた、舞うの。……きっと、今日よりもっと、楽しいよ」

「……そんな、はしたないことを」その顔に、微笑ほほえみが浮く。

「……天てん道とう様さまが、びっくりしますよ？」

「……天道様が？」

　二人にしか通じない、二人だけの冗じよう談だんで、二人はくすくす笑った。互いの身体からだのぬくもりが生む二人だけの世界の中で、二人は鏡を見ているように、くすくすと笑い合った。共に微笑むその顔だけでは、もはやどちらがどちらか区別できない。姉妹しまいは、久しぶりに話し合った。お互いのこと、昔のこと、最近のこと、コウのこと──互いを共有するように、互いを補ほ完かんするように、二人は二人の世界を創つくり合った。紡つむぎ合った。久しぶりのその空間を、二人の世界を邪じや魔まできるものは何もない──。




　数すう刻こく後ご、

　サクラの舞まいによりダウンした百人余りの代わりにほとんど一人で舞まい原ばる邸の雑ざつ用よう全般をこなし（それができるからこそ、いくら主人にセクハラを働いても首にされない）、みんは二人の様よう子すを見に寝室に寄った。さすがに疲れてはいたが、どんなに疲れていても二人の寝ね顔がおを見み忘わすれたことはない。大体、二人の寝顔を見ることほど疲れに効く薬はないし。

　寝室に入り、

　──息を吞のむ。

　胸を打った感動のままにしばらくそこに凍りつき、はっ、とみんは我に返った。慌あわててポケットを探り、デジカメを取り出そうとする。が、疲れと焦あせりからすんなり取り出せない。さらに取り出したのを落としてしまい、みんは慌てふためいた。お、音を立ててはいけない。二人を起こしては絶対にいけない──絶対に。こんな、こんな光景を撮るチャンスなんてめったにない、急がなければ──と焦れば焦るほど、行動がぎくしゃくしてしまう。急がなければ、消えてしまう──そんな危機感がみんの混乱に拍はく車しやをかける。だがみんは本当は、焦る必要はなかったのかもしれない。規則正しい寝ね息いき以外は、そこには時間を感じさせるものは何もないのだから。……あたかも千年の昔からそこにそうして在あるかのごとく、そして千年先の未来までずっとそうして在るかのごとく、二人の寝ね姿すがたは永えい遠えん不ふ変へんのものだった。散りゆくものなど知らぬげに、二人はすやすや寝ね息いきを立てる。握った手はそのままに、音も、闇やみも、空間さえも味方につけて、永遠不変の世界の中、二人は眠り続けた。







　確かな世界の存在を、感じて──





《パーフェクトワールド　終》









あとがき／ワールド・イズ・ノット・イナフ







　村人たちは、子供は死んだことにした。それでいい、一三〇人にも及ぶ彼らの子供は全すべて、そう、全て死んだのだ、一いつ斉せいに──

　こうして、

　一二八四年の六月二十六日、その『世界』は誕生した。




　……なんのこっちゃ？　というわけで、




　悪あく魔まのミカタ第三作（四巻目っス！）・《パーフェクトワールド》




　平日編へん休日編と、分ぶん冊さつ形式でお送りしました。







　……突然ですが、告白します。

　僕は、欠点だらけの人間です。だらけ、なんて生ぬるい、欠点が服を着て歩あるってるような人間です。むしろ欠点の代名詞、あるいは欠点の権ごん化げと言い換えてもいい。これは誇こ張ちようも謙けん遜そんもない、僕という人間の真実の姿です。

　ところで、

　ちょっと気の利いた自己啓けい発はつ本を読むと、こんなことが書かれていたりします。

「長所と短所は同じもの！　欠点は美び徳とくでもある！」

　おお！　なんてすてきなモノのミカタでしょうか。これに当てはめて考えれば、僕は美徳だらけの人間ということになります。だらけ、なんて生ぬるい、美徳が服を着て歩ってるような人間です。むしろ美徳の代名詞、あるいは美徳の権化と言い換えてもいい。これは誇張も謙遜もない、僕という人間の真実の姿です──

　……それはともかく。

　このミカタで考えると、欠点が全くない完璧バーフな世エクト界ワールドとは、いい所が全然ない世界、ということになります。なんか納得、ですね。世界はきっと、不完全だからいいんです。人はきっと、不完全だから面白いんです。不完全だからこそ──そう、だから僕は、自分が不完全でも全然平へい気きです！




　……ごめんなさい、うそつきました。

　本当は、全然平へい気きじゃないです（あと、僕は欠点の権ごん化げだ、というのもうそです。僕にだっていいところぐらい……）。こんなの、所しよ詮せんは「すっぱいブドウ」です。手に入らないブドウを、「あれはすっぱいからいらない」なんて言って強がるキツネと同じです。本当は、僕はパーフェクトな人間になりたいです。完かん璧ぺきな人間になって完璧な小説を書いて、全すべての人に面白い！　と言ってもらいたいです！

　でもそれは、「すっぱいブドウ」らしいから、

　完璧な世界なんて面白くない！　なんて強がりを言ってみたりします。

　あと、まぁ、

「完璧な小説を書く人は、こんなおバカな話は書かないよなぁ」

　とか思ってちょっと満足したりします。

　確かにおバカな話ですが、

　……でも好きなんです、こういうの……

（だからまぁ、完璧ではない、というのもそう悪くはないかなぁ、とか本気で思えたりもする今日この頃……）

（結局のところ、）

（……不完全でも充じゆう分ぶん、かなぁ）




　というわけで《パーフェクトワールド》、




　楽しんでいただけたなら、幸いです。




（まだ読んでない方、今こん作さくはミステリーじゃありません……これ聞いて悲しむ人と喜ぶ人、どちらが多いんだろう……気になるなぁ）







　以上、

　──その存在を知った時からずっと使ってみたかった、完成した上じよう品ひんな美しさ、あるいは未み成せい熟じゆくながら瑞みず々みずしい美しさを意味するという女性への最高級の誉ほめ言葉の一つである『艶なまめかし（古こ語ごだけど）』を今作でやっと使えて幸せな──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。







[image: ]







うえお久ひさ光みつ

今作に出てくる遊園地のために、僕は遊園地に行くことにした。それはスケジュール的にキツイ作業であったが、よりよい作品のため、僕はあえて執筆時間を削って遊園地へと向かった。そう、顔で笑って心で泣いて……創作とは、かくも厳しい道程である。いや本当に。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

関西在住地球人…家の周りがとっても緑で賑やか良い季節。おかげさまで今年も私の部屋には招かれざる客がいらっしゃいました（涙）　あ…今エアコンの裏に…。とほほ。










悪あく魔まのミカタ④




パーフェクトワールド・休きゅう日じつ編へん








うえお久ひさ光みつ
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